

[image: ]















契約夫婦なのに、スパダリ御曹司は至極の愛を注ぎ続ける

ｐｉｎｏｒｉ







目次




契約夫婦なのに、スパダリ御曹司は至極の愛を注ぎ続ける


「じゃあ、俺と結婚すればいい」

「それで、結婚の報告ってことでいいのかしら」

「あまりベタベタ触るな」

「完全な絶縁が条件です」

「期限付きが惜しくなったか？」

「私が多分悠介を好きになっちゃったって話」

「三年前、柚希が突然失踪した理由」―SIDE　悠介―

「未練なんて少しもない」

「触れてもいいか？」

「奪うような結果になり申し訳ない」―SIDE　悠介―

「私のことだけ見て」



あとがき
















契約夫婦なのに、スパダリ御曹司は至極の愛を注ぎ続ける










「じゃあ、俺と結婚すればいい」




　――もうここに頼る他ない。

　決意と恐怖と、そして少しのワクワクを同時に胸に抱きながら、階段を一段上った時だった。

　横から腕を強い力で掴まれ、一気に現実に引き戻される。

「おまえ、今までなにしてたんだよ！」

「え……？」

　咄とっ嗟さに振り返った先にいたのは、肩で息をしている男性だった。その、切羽詰まった声と必死な表情にまず驚いたものの、すぐに見覚えがあることに気付いた。

　有あり沢さわ悠ゆう介すけ。私のバイト先だったレストランのオーナーの息子で、約三年前までは週四、五回という頻度で顔を合わせていた。

　歳は私よりも四つ上だったけれど、有沢の遠慮しない性格と、私の勝気な性格もあり、当時はまるで喧嘩友達みたいにつるんでいたものだ。

　敬語も忘れるほどぎゃあぎゃあ言い合っていたのが懐かしい。

　今、私が二十四歳なので、有沢は二十八歳という計算になる。

　艶っぽい黒髪はやや長めで、左でわけられた前髪の下には凛々しい眉と奥二重の目。そして、綺麗な鼻筋と唇に、無駄のない輪郭。

　紺色のスリーピースに深緑色のネクタイがとても似合っているなぁと呑気な感想が浮かぶ。

　七年前、バイト先で初めて知り合った時から周りに美形だと騒がれていた容姿は今も健在などころかパワーアップして見える。

　あの頃にはまだなかった大人の男性としての色気というか、独特の、引き込まれるような雰囲気のせいだろうか。

　人って三年でこんなに変わるんだなぁとまじまじと眺めている私に、有沢は怪け訝げんそうに眉を寄せてから、私が今しがた上がろうとしていた階段を見上げる。

　ここはなんの変へん哲てつもない駅前のこげ茶色のビル。外階段を上った先にあるのは、結婚式をイメージさせる、気品と華やかさを兼ね備えたデザインの立て看板で、店名の横には〝素敵なお相手がきっと見つかる〟の謳うたい文句。そこが結婚相談所であることは疑いようがない、とてもわかりやすい立て看板だ。

　そして、私はそこに続く階段を一段上っている体勢のため、結婚相談所に行こうとしていることは、誰が見ても明らかだった。

　恥ずかしさや後ろめたさはないにしても、一応、なにかしら事情を説明した方がいいのだろうか……。

　なんて考えたのは、看板を見た有沢の横顔に驚きが広がっていたからだ。

　さらに、こちらに視線を戻した端たん正せいな顔が〝本気か？〟と聞いているように見える。

　有沢が持っている私の印象や、二十四歳という年齢が、結婚相談所とは繋がりにくかったのかもしれない。

「あー……その、ちょっとした事情から結婚を急ぐ必要性に駆かられて……それで」

　適当な言い訳でごまかそうとヘラッと笑う。そんな私に有沢は、私の腕を掴んだままの手に力を込める。

　そして、今度は苛いら立だったような顔で「おまえ……本当になにしてるんだよ」と、先ほどとほぼ同じ言葉を口にしたのだった。




　私、白しら川かわ柚ゆず希きは今から二十四年前、『白しら川かわ楼ろう』という老舗しにせ旅館を経営する家に生まれた……いや、実際には別の場所に生まれたのだけれど、とりあえず世間的にはそういうことになっている。

　生まれつき栗くり色で、猫っ毛の柔らかい髪。くりっとした二重の目や、通った鼻筋、薄く形のいい唇といった整った容姿は、小さな頃から〝可愛い〟〝綺麗〟と周りに褒められたけれど、父親にも母親にも似ていない。

　じゃあいったい誰に似ているのかと言えば、多分父親の不倫相手の女性だ。

　私は父親が外で作った子どもで、出しゅっ生しょうについては物心ついた頃から知っていたので、おそらく間違いない。

　母親はことあるごとに私を睨にらみ『あの女を見ているみたいで虫むし唾ずが走る』と吐き捨てていた。そのため、私を引き取ったのは決して温情からではなく不倫相手に対する腹いせだろうと幼おさな心ごころにもなんとなく察しはついたし、それは成長していく中で確信となった。

　一方の父親もそんな母親から私を庇かばうわけでもなくバツが悪そうに黙っているだけで、興味もない素振りだった。

　生まれてすぐに引き取られたため、実の母親の顔も知らなければ声も覚えていない。

　今も音信不通の実の母親がどんな人なのか気になった時期もあったけれど、そういうわけで会いたいとは思わなかった。

　生まれてからこれまで、時には無視され、時には罵ば倒とうされ、両親から愛された覚えは一度たりともない。

　でも、そんな、なかなかハードな現実に悲しさや寂しさを感じていたのは小学校に上がる頃までで、そこから先は私も割り切って毎日を過ごした。

　諦めたというのもあるけれど、きっと、周りに両親以外の大人がたくさんいたのも大きかったのだと思う。

　白川楼は由緒正しい老舗旅館で、当然、従業員もたくさんいる。両親にまったく構われない私を不ふ憫びんに思った従業員が気を遣って話し相手や遊び相手になってくれたし、常連のお客様の中にも、私を気にかけてくれる方がいた。

　なので、〝家族〟や〝家庭〟という言葉とは無縁の生活を送ってきた私だけれど、決して愛情を知らずに育ったわけではないし、むしろ、あれだけたくさんの大人にお世話になったぶん、恵まれていたとすら思っている。

　つまりはラッキーだった。




　という感じで、私のこれまでを話して聞かせると、有沢はわずかに眉をひそめた。

「そこからどうして結婚相談所に行こうなんて思い立つんだよ」

　向かいのソファに、丸いテーブルを挟んで座っている有沢は、ひじ掛けに頬杖をつき、長い足を組んでいた。

　不満そうに寄せられた眉間のシワに、やや私を責めているように聞こえる声色。それに、偉そうな態度が昔の有沢に重なり思わず笑いそうになった。

　こうして話すのは三年ぶりだ。雰囲気が大人びた有沢はなんだか知らない人みたいで最初こそ私も少し緊張していた。しかし、こうしてぶっきらぼうな態度を見ると昔と変わっておらず、とてもホッとする。

　ここは、結婚相談所が入っていたビルからほど近い、高級ホテルの一室だ。

　結婚を急ぐ理由を話せと言い出した有沢に、そんな往来でペラペラ話せる内容でもないと説明すると「来い」と連れて来られたのがこの部屋だった。

　ちなみに、受付をしている間もエレベーターの中でも、この部屋のドアを閉めるまでずっと腕を掴まれた状態だった。なんでそんなに私の抱える事情が知りたいのか不思議でならない。

　有沢は私が知る限り他人の悩みに自ら介入していくタイプではなく、むしろ面倒くさがるタイプだったはずなのに……雰囲気同様、そこも三年で変わったのだろうか。

　座っているソファの左を見ると、三十八階からのすばらしい展望が窓の外に広がっている。今はお昼過ぎだから、青空と街並みが部屋を爽やかに演出しているけれど、日が暮れて夜景になれば、部屋の雰囲気も一気に変わるのが想像できる。

「誰かに聞かれたら困る話なんだろ？」と当たり前のように高級ホテルの最上階の部屋をとった有沢。彼が、日本で知らない人を探すのが難しいほどの大企業『有沢グループ』の御曹司だと思い出したのは、ぐんぐん上っていくエレベーターの階数表示板を目にした直後だ。

　ちなみに有沢は景色なんて興味がないようで、この部屋に入ってから外には目もくれず私しか見ていない。

　ジッと私を見つめる視線に〝なんで結婚相談所に行く流れになったんだよ〟と促され、下ろしたままの胸まで伸びた髪を耳にかけながら口を開く。

「私には〝龍りゅう一いち〟っていうひとつ上の兄がいるんだけどね、私が一歳になる頃に養子としてうちにきたの。なんて言うか……私は父親と不倫相手との間にできた子どもだから、母親からしたら私に旅館を継がせたくなくて、私よりも年齢が上の男の子を希望して引き取ったみたい」

「養子？」

　頬杖を外した有沢が驚いた顔で聞く。

「兄が引き取られてきた数年後に父親が亡くなったからっていうのもあるのか、母親の兄への執着はものすごくて、今もそう。ベタベタに可愛がってて……きっと、誰が相手でも結婚なんて許さないんじゃないかな」

　母親はとてもヒステリックだ。相手の気力を根こそぎ奪うような反論を許さない金切り声は、思い出すだけで今も呼吸が浅くなる。

　一度窓の外に視線を移してから、再度有沢を見て苦笑いを浮かべた。

「その点、私ならどうでもいいから縁談をよく持ちかけてきたの。初めは高校三年の時だったかな。相手は、かなり年上の地元の権力者とかで、次から次へとお金や社会的地位を持っている男性を探してきては結婚しろってうるさく言われてた」

「権力者……結婚の目的は旅館関係か？」

「うん。当たり。経営難をどうにかするために私を使おうとしてたんだと思う。今まではなんとか逃げてきたけど、それも疲れてきちゃって。でも、母親の駒こまにされるなんて冗談じゃないから、だったら先に結婚しちゃおうかなって」

　重たい雰囲気にしたくなくて冗談みたいにヘラッとした笑顔で言った私に、有沢は呆れたように小さく息をついた。

「経営状態がそこまで悪いのか？」

「うん。代表が母方の祖父から母親に代わった翌年くらいから経営が傾いてるみたい。ちょうど十年前かな。だからこの十年、母親なりに色々手を加えていて、何度となく出た私の縁談話もそのうちのひとつなんだと思う。きっと――」

「育ててやったんだから、これからはせめて金づるとしてくらい役に立てってことか。実の親もいない、頼る場所もないおまえなら強引にでも嫁がせてしまえば、その先でどんなひどい仕打ちをされても耐える他ない……と踏んだってところか」

　言いかけたところで、有沢の声が重なる。

　さっきはあんなに驚いていたのに、もううちの事情を見抜いたのか、見事に言い当てられた。

「そんな感じ。私が未成年のうちは相手方もそこまで無理強いしてこなかったけど、成人してからは私の意見なんて関係なしに話を進められる気配がして……だからこのままだと強引に結婚させられちゃうと思って、家を出て役所に不ふ受じゅ理り届とどけを提出した」

「確かに、話を聞いている限り、おまえの母親なら婚姻届けを偽装して勝手に提出しそうだが……」

　そこで一度黙った有沢は辛そうにしかめた目元を片手でおおった。

「あの頃、そんなこと一度も……」

「え？」

　まるで独り言のようなトーンで言われ、聞き返す。

　でも有沢は、しばらくした後「いや、なんでもない」と小さく首を横に振った。

「それより、不受理届なんてよくすぐに思いついたな。おまえは気に入らないことがあっても真正面からバカみたいに向かっていくタイプだろ。法律だとかそういう方面には疎い方だと思ってた」

　意外そうに言う有沢に、苦笑いをこぼす。

「うん。有沢が言う通り、私の考えじゃないよ。さすがに話し合いができる相手じゃないのはわかってたから、ただ家を出ようって考えてた。でも、私の母親なら近いうちに必ず勝手に提出するだろうからって助言してくれた人がいたの」

　自分が恵まれていたと思うのは、従業員たちに囲まれていたからだけではない。

　母親は私に興味がなかったので、私がどれだけバイトをしてどれだけ稼いでいたかを知ろうともしなかった。学生が稼げるお金なんてたいした額ではないと高を括くくっていたのだろう。

　そのため、高校一年から始めた様々なバイト代はすべて私自身の口座に貯金していた。それまでとは雰囲気の違う結婚話が出始めた、大学三年の十月。つまり二十一歳の頃には、残高は四百万円を超えていて、金銭的にはなんの心配もなくひとり暮らしをスタートできたというわけだ。

　受けた仕打ちが仕打ちなので、あまり恩だとかはないけれど、私に無関心でいてくれたことにだけは感謝している。

　あと、兄が大学に通っているのに私を通わせないのは世間体が悪いと考えたからか、大学に通わせてくれたこともありがたく思っている。

　とはいえ、母親のせいで中退してしまったけれど。

　コンビニにファストフード店にドラッグストア。広告のポスティングにアイス販売店。

　たくさんしたバイトの中でも、とくに私が思い入れを持っていたのが、有沢グループが経営するファミリー向けのイタリアンレストランで、そこで有沢と出会い話すようになった。

　有沢グループが展開しているレストランの中ではターゲット層も異なりメニューの価格も手頃だった。店長からは実験店みたいなもので存続するかは売り上げ次第だと説明を受けていたけれど、私がいる間に閉店する気配はなかった。

『spemeスペーメ』という、イタリア語で〝望み〟という意味の名前がつけられたそこで高校二年の頃から働き出して……そして、最後は無断で辞めた。

「三年前は、なにも言わずに連絡を絶ってごめんなさい。有沢から何度も電話とかメッセージが入ってたのは知ってた。でも、もしかしたら母親が有沢に連絡をとるよう頼んだ可能性もあるかもしれないと思って……なにも返せなかった」

　県をまたいで神か奈な川がわでひとり暮らしを始めて、鳴りやまない携帯は新しいバイトが決まり生活の基盤ができた数日後に解約した。

　それまでに入っていた連絡は、八割が怒っている母親からで、二割が有沢からのメッセージで私を心配する内容だった。

　有沢が母親の言いなりになるとは思えなかったけれど、どうにかして逃げ切りたい私はそんなことを考えている余裕はなかったのだ。

「バイト、突然行かなくなって迷惑かけたよね。有沢からの着信もメッセージも全部無視して……本当にごめん」

　当時、有沢はバイトとしてスペーメに来ていたわけではない。

　オーナー子息として顔を出していただけで、つまりは私を雇ってくれていた側の人間だ。

　一応、当時のキッチンリーダーにだけは事情を説明したものの、ほとんど夜逃げ状態だったし、欠勤や辞めるという連絡もなしにドタキャンしたのだから不誠実でしかない。

　それに私はたくさんシフトを入れていたから、翌日からの穴埋めだって大変だっただろう。

　せっかく雇ってくれたお店にきっと相当な迷惑をかけてしまったと思い頭を下げた私に、有沢は少し顔をしかめ目を伏せてから、首を横に振った。

「家や親から逃げるためだったなら仕方ない。確かに、一向に繋がらない電話には苛立ったし、誰も事情を知らないから心配もした。でも、もう終わった話だ」

　そこで一度切った有沢が私を見る。

　彼が言った〝誰も事情を知らない〟という部分に対して本当のことを言えず、返した笑みがぎこちなくなる。

「じゃあ、その後、母親とは連絡をとっていないのか？」

「……ううん。携帯を変えて数日は快適だと思ってたんだけど……なんか、相手の姿が見えないことが急に怖くなっちゃって」

　母親の動向がわからなくなって、とてつもない不安に襲われ、結局母親に新しい番号を教えたのは、新規契約して一週間も経たないうちだった。

　相手の姿が見えないと、陰でとんでもないことを企てられている気がしてしょうがなかった。だったら電話やメッセージといった最低限の連絡手段を持っておいた方が母親の現状や考えも知れるし、いざという時に動きやすいと気付いたのだ。

「家を出て数カ月はすごい勢いで連絡がきたんだけど、そこからしばらくは落ち着いていたの。だから諦めたのかなって思ってたのに、一年前からまた急に帰って来いってしつこくなった」

　多分、経営がいよいよまずくなっただとか、そのあたりだろう。

　そうでなければ私に連絡をしてくるはずがない。

　それか、家ではずっと恨みをぶつけられるか、無視されるかのどちらかだったので、もしかしたらストレスの捌け口として必要としているのかもしれない。

　なんにしても、私にとっては地獄でしかない理由で呼び戻そうとしているのは確かだった。

　母親は傲ごう慢まんでヒステリックで、他人の気持ちなんてまったく考えられない人なので、旅館の女将なんて向いていない。おもてなしや気配りなんて言葉は、母親の中には存在しないのだ。

　先代から母親に引き継がれて早々にお客様が離れて行ってしまったのは、そういう母親の態度のせいだと思う。なのに、それを従業員のせいにした母親は、十年ほど前に大規模なリストラをした。

　私を可愛がってくれた仲居さんや調理場担当の人たちは、この時に全員辞めさせられた。昔から続く〝白川楼〟を知る従業員がほとんどいなくなった旅館は、もう老舗でもなんでもなく、結局お客様は戻ってこないままだ。

　だから、私を結婚させて資金を作ろうと躍やっ起きになっているのだろう。

「一年前？」と呟くように聞く有沢にうなずく。

「うん。なにかしらきっかけがあったんだと思う。役所には不受理届も出してあるし、地元の知り合いに私が今住んでいるところを知っている人はいない。だから大丈夫だって思い込もうとしたんだけど、日が経つうちにどんどん不安になって……なんかもう、違う誰かと結婚しちゃった方が楽になれるんじゃないかなって」

　母親からのしつこい連絡が途切れず三カ月、半年と時間を重ねるうちに、興こう信しん所じょだとかを使えばすぐに住所なんてバレるんじゃないかと思い至るようになった。そうしたらいつ母親が部屋まで来てもおかしくない気がして、インターホンが鳴るたびに心臓がビクッと跳ねるようになった。

　あの母親なら私をどう扱おうが自由だと考えるだろうし、うまくいかなければヒステリーを起こして、どうやってでも周りを従わせ思い通りにする。

　そう考えたら、家を出て県をまたいだところでなんの解決にもならない気がしてきたし、不受理届だってどこまで有効なのか日に日に自信がなくなってきた。

　実際どんな事情があっても、戸籍上はあの人が私の母親なのだ。

　だったら、もう母親が動き出す前に私が先に結婚すればいい。結婚は相手があるものだし、母親は世間体を気にする人だ。そう簡単には覆せないはず――。

「そう思って結婚相談所に行こうとしてたの。あ、有沢が考えているような悲ひ惨さんな感じだけでじゃないよ。むしろ、ここに未来の結婚相手がいるのかもしれないって思ったらワクワクしてたくらいだし。小さい頃から、あったかい普通の家族に憧れてたから……真面目に結婚について考えてくれる人と出会いたいとも思った。この先の人生を一緒に歩いてくれる人がいたらいいな、心強いなって」

　きっかけは母親への恐怖だったにしても、決してマイナスの気持ちだけに駆られてあの階段を上ろうとしていたわけではない。

　階段前で私の腕を掴んだ時の有沢の顔を思い出し、そうフォローしたのだけれど、彼は安心するどころか不満げな表情だ。

　でも、なにを言うわけでもないので、不思議に思いながらも話題を変える。

「そういえば、雄ゆう二じさん元気にしてる？」

　雄二さんというのは、山やま岡おか雄二さんといって、スペーメでキッチンリーダーを任せられていた男性だ。歳は私よりひと回り上の三十六歳。

　もともとは白川楼の調理場にいたのだけれど、十年前、母親が行ったリストラで仕事を奪われ、そこを有沢グループに拾われたらしい。

　私が小学校に上がる前から白川楼の調理場で腕を磨いていた雄二さんなら当然だ。

　ちなみに、雄二さんも私を気にかけ構ってくれた優しい大人のひとりで、不受理届を出しておいた方がいいと助言してくれたのも彼だった。そして、私が唯一、逃げ出すことを報告した人。

　有沢がさっき、私の失しっ踪そうについて〝誰も事情を知らなかった〟というようなことを言っていたけれど、それはつまり、雄二さんが内緒にしていてくれたという意味だ。

　雄二さんとは今も連絡は取り合っている。

　でも実際に会ってはいないから聞いてみると、有沢は眉間に寄せたシワを濃くした。

「相変わらず、ふた言目には〝雄二さん〟なんだな」

　ぼそっと不満げに言われ首を傾げた。

　有沢がスペーメにかなりの頻度で顔を出していたのは、兄のように慕っていた雄二さんと話すためで、同じように雄二さん大好きな私とよく争っていたというのに……この不機嫌顔はどういう意味だろう。

　むしろ雄二さんの話題が出たら喜びそうなものなのに。

　不思議に思い考え込んでいる私を見る有沢が、すっと双そう眼がんを細め口を開く。

「おまえの口から雄二さんの名前は聞きたくない」

　静かなトーンで言われ、息をのんだ。だって、有沢とはこれまで散々会話してきたけれど、こんな真面目な顔をされたのは初めてだったから。

　有沢の瞳には怒りと切実さが含まれているようで、ジッと見つめられると身動きひとつとれなくなる。

　そんな私を視線で捉えたまま、有沢が続ける。

「安心した顔でじゃれつくのも、頭を撫でられて嬉しそうにしているのも、見る度にどうにかなりそうだった」

　心臓がドキドキと騒がしい。いつの間にか、身動きどころか呼吸まで止めていたらしい。苦しくなった胸に空気を取り込みながら「あ、えっと」と、笑顔を作る。

　気心知れた有沢が相手だっていうのに、なんだか今の雰囲気は落ち着かなくて、なにか言わなくちゃと必死で頭を働かせた。

「あ。もしかして、喧嘩中？」

　根っからの長男気質の雄二さん相手だと、誰も喧嘩にはなりそうにないものの、他に理由が思いつかない。

　けれど有沢は「違う」と首を横に振り、再び頬杖をつくと窓の外に視線を向けた。

　そして、しばらくそうした後「雄二さんなら元気だ」とボソッと言い、私と向き合い話題を戻す。

「つまり、結婚できれば誰でもいいんだな？」

　真面目な顔で問われ、少し戸惑いながら口を開く。

「誰でもいいって言い方はちょっと語ご弊へいがあるよ。あまり悠ゆう長ちょうなことを言っていられないのは事実としても、ちゃんと生活してて最低限のマナーだとか思いやりがあって尊敬できる人がいいなとか、それなりに希望はある」

　結婚や家庭を築くことに前向きで、お互いに優しい気持ちを持てたらそれでいい。

　そもそも、憧れはあれど恋というものを経験してきていない私には、そういう感情がいまいちわからない。

　それを一度くらい体験したかったというのが本音だけど、生まれた瞬間から不倫の被害者側にいる私にとっては、誰かを愛するあまりひとつの家庭を平気で壊せる感情が若じゃっ干かん怖くもあるのだ。

　今まで気付かなかっただけで、私自身父親と同じく激情型の性格の可能性もある。

　だったら自制が効かなくなる危険性をはらんだ恋心なんて胸の奥に眠らせたまま、温かい親愛だけを持ち結婚生活を送った方が平和ってものだ。

　それに正直、恋愛に感情や時間を割くだけの余裕がないのが一番の理由だった。

　私の希望条件を聞いた有沢が「それ以外の条件は？」と聞いてくるので、少し考えた後、首を横に振った。

「んー、他は、フィーリングっていうか、清潔感があって生理的に無理だとかじゃなければ別に――」

「じゃあ、俺と結婚すればいい」

　私の声を遮さえぎった有沢の声に耳を疑う。

「え」と思わず声が漏れ、それ以上は言葉が続かず呆ほうけている私に、有沢は背もたれから体を起こす。それから、私の頬に触れようとし……でも、肌まで十センチほどのところで数秒間停止した後、結局触れずに手を下ろす。

　そして、バツが悪そうな顔をしてから私を見る。

「手、出せ」

「手？」

　言われた通りに差し出した私の手を、有沢がテーブルの上で握る。ゆっくりと指を絡められて思わず肩を跳ねさせると、「嫌か？」と聞かれた。

　本心を探るような眼差しに内心ドキドキしながら答える。

「嫌じゃないけど……なんなんだろうって思って」

「おまえにとって俺が生理的に無理な相手じゃないかを確認したまでだ」

　ああ、なるほど。ようやくこの行為の意味がわかりホッとする。

　でも、私のとは全然違う大きな手を意識してしまうせいで戸惑いが消えない。

　トクトクと速足のままの鼓動がどんどん私から余裕を奪っていくみたいだった。

「嫌じゃないんだな？」

　有沢が尚も指を絡めたまま聞いてくる。

　嫌じゃない。全然嫌じゃないけれど、こうして触れ合った状態で、しかも有沢が真剣な目で聞いてくるせいで、なんだか答えにくい。

　問われているのは嫌悪感があるかないかだけなのに、もっと心の奥の感情まで探られているように感じ、なかなか声が出ない。

　そんな私に焦れたのか、有沢は不満げに顔をしかめた。

「嫌じゃないって言えよ」

　すりっと指先で手のひらを撫でられ喉が震える。

　有沢の艶のある声と圧倒的なオーラに押され、自然とこくこくとうなずいていた。

　いつの間にか部屋には濃密な空気が充満していて、これ以上吸い込んだらどうにかなってしまいそうな危機感がある。

　しっとりとした空気を散らすようにぶんぶんと勢いよく縦に首を振る私を見た有沢は、さっきまでの不機嫌さを一瞬にして消した。

「よし」

　代わりに浮かんだふわっとした笑みを見て、もう緊張からは解かれたはずの胸がキュッと縮こまる。

　さっきも感じたけれど、この三年で大人になった有沢は、たまに私の知らない顔をする。そして、それが私の心臓には悪いようだ。

　目の前にいるのは、よく見知った有沢なのに……となんとなく不ふ貞て腐くされて見ていると、そんな私に構わず有沢が話を続ける。

「おまえのあげた条件はクリアしている。だったら相手が俺でもなにも文句はないはずだ」

「確かにそうかもしれないけど……でも、結婚だよ？　有沢との結婚生活なんて想像がつかないし……」

　有沢は容姿だけで言えば、たとえモデルの世界に飛び込んでも無む双そう状態だろうというレベルだし、性格も少し無遠慮でぶっきらぼうなところがあるとはいえ、悪いわけじゃない。

　それこそ、結婚相談所にエントリーすれば引く手あまただろうと想像がつく。

　でも、どんな好条件だろうと、昔から知っているからなのか、有沢と結婚なんてまず考えられなかった。

　そう説明すると、有沢は少しムッとした表情をしてから長い足を組み直す。

「勘違いするな。俺がおまえに本気で求婚しているわけじゃない。結婚は期間限定だし、当然こちらにも条件がある。互いの都合がいいからというだけだ」

「期間限定……ああ、なるほど」

　つまりは契約結婚だ。

　しかも期間限定なら、報告して母親が諦めた頃合いを見計らい離婚できるし、悪くない。少なくとも、今から結婚相談所に飛び込んで相手を探すよりは、相手の有沢も事情を納得しているぶんいいアイデアに思えた。

「有沢も結婚しないとまずい状況なの？」

「ああ。最近、見合いを持ち掛けられる回数が増えていい加減鬱うっ陶とうしく感じていたところだ。結婚すれば解決する」

「なる……ほど」

「それと、結婚するにあたり、婚姻届を出す前に姉に会ってもらう」

　結婚するのなら家族への挨拶はマストだ。

　なので異を唱えるつもりはなかったものの、ひとつ引っかかった。

「お姉さんだけでいいの？　ご両親は？」

「両親はすでに他界している。挨拶が必要となるのは、姉以外には祖父だけだが……祖父は八十を超えているが未だ現役で働いていて、今とりかかっている仕事が終わるまでは時間がとれないらしい。だから会うのは姉だけでいい」

　つまり、おじい様に挨拶する前に籍を入れてしまうことになる。本当にいいのかと不安に感じているのが私の表情からわかったのか、有沢が続ける。

「祖父からは、冗談交じりに早く結婚しろとは言われるが、相手についてとやかく言う人じゃないし問題ない。後で電話なりして報告はしておくから心配するな」

「そっか。でも、騙だますようなものだし、どうせ期間限定の結婚なんだから、会わないで済むならおじい様的にもその方がいいかもね」

　顔がわからない方が憎む気持ちも薄らぐ気がして言った言葉だったけれど、有沢は気に入らなそうに顔をしかめる。

　階段前で腕を掴まれてから今までの一時間に満たない間に、よくこの表情をされる気がするものの、なにが原因となっているのかがわからない。

　そのため、私まで顔をしかめてしまう。

　そんな私をじとっとした目つきで見た有沢は、ひとつ息を吐いて話を続ける。

「姉は、噛みついてきた人間はもれなく言い負かしてきた気の強い女だ。ある意味、誰でも寛かん大だいに受け入れそうな祖父よりもだいぶ厄介な相手で、しかも会うのが俺の婚約者となれば見る目も厳しくなる。なにかしら試される可能性もある」

「え、じゃあ無理だよ。私、ナイフとフォークが何本も並ぶお店に連れて行かれた時点で終わると思う。一般的なマナーしかわからないもん」

　実家が旅館だから、仲居さんの真似をして襖ふすまの開け方だとか、そのへんの作法はなんとなくわかるにしても、もてなされる側の作法は皆かい無むだ。

「一般的なマナーがわかれば問題ない」

「でも私、大学は中退してるし生い立ちだって……今話した通りだし。それに、二十四歳で正社員にもならないでバイトを掛け持ちしてる時点で、お姉さん的にはマイナスなイメージを持つと思う」

　それがただ必死に生きてきた結果だとしても、その経歴を聞いたお姉さんがいい印象を持つわけがない。

　私の希望条件に有沢はばっちり当てはまっても、有沢の条件に私は当てはまらない。それがわかり断ろうとしたけれど、有沢が言葉を続ける方が先だった。

「それも問題ない。姉が見るのは内面で、感覚的なものだ」

　感覚的……直感とかそういう意味合いだろうか。

　愛想はいい方なので、第一印象は悪くはないとは思うものの、そこまでの自信はない。なにしろ相手は有沢グループのご令嬢なのだ。

　目を伏せて黙った私に、有沢が「顔を上げろ」と声をかける。言われた通りにすると、真剣な瞳とすぐに視線が重なった。

「俺は、おまえなら誰の前に出しても問題ないと判断して提案している。なにが不安なんだか知らないが……おまえがどれだけミスしても俺がフォローする。傷つけるようなことはしないし、なにがあっても守るつもりでいる」

　自信を持った眼差しでそんなことを告げられ、胸が跳ねてしまう。

　でも、私が不安に感じているのは、傷つくことではなく、有沢にとって有益になれるかどうかだ。契約結婚なのだから、お互いにメリットがなければならない。

　それを考えるとどうしてもうなずけず、渋っている私を見ていた有沢は「もし姉がＯＫを出したら」と付け足した。

「就職先の面倒を見てやってもいい。学生時代、あれだけバイトに精を出していた白川のことだ。さっきの言い方からして、多少なりとも正社員として働きたいという希望はあるんだろ？　だったら、俺が就職先を用意してやる」

「えっ、本当……!?」

「ああ。うちの系列会社で探すことを約束する」

　有沢の言う通り、贅ぜい沢たくを言えば正社員として働きたいという思いはずっとあった。

　でも、十回以上受けた中途採用の面接は落ちたし、やっぱり履歴書の大学中退という文字はいい印象を与えない。

　その理由を毎回聞かれ答えるたびにメンタルがゴリゴリと削られていくようで、いつの間にか求人サイトを見る気もなくなっていた。

　有沢グループの系列会社なら給料だって悪くない上、福利厚生がきちんとしているし、絶対にホワイト企業だ。

　その証拠として、大学生の希望就職先アンケートでは毎年上位だし、社会人の勤務先満足度アンケートでも毎年トップ争いをしている。

　ゆえに競争率が高く、普通だったら大学を卒業していない私なんて絶対に入れないけれど、子息である有沢が口利きしてくれると言うのだ。間違いない。

　有沢は性格的には腹立たしい面があるにしても、嘘をついて騙すような人じゃない。

　完全に私が食いついたのがわかったのだろう。

　有沢は口の端を上げ満足そうな顔をすると、ゆったりとした動作で組んでいた足を解く。

　そして両膝の上に肘をついて身を乗り出し、私を見た。

「どうする？」

　まるで私の答えなんてわかっているようで、声には余裕と自信が滲にじんでいる。

「手土産にしたいから、お姉さんの好きな物教えて。気に入られるように精一杯頑張る」

　私の言葉に気をよくしたのか、有沢はますます笑みを深くしたのだった。










「それで、結婚の報告ってことでいいのかしら」




　有沢と偶然の再会を果たし、お互いの都合がいいという理由から、期間限定で契約結婚しようという話になったのは十月初めの月曜日。

　そして、そこから五日が経った本日、土曜日。私は、白の膝丈ワンピースにワインレッドのカーディガンといういで立ちで約束の場所に向かっていた。

　水色やベージュの小ぶりの花柄が散りばめられているワンピースも肌触りのいいカーディガンも有沢が送ってくれたもので、一時間前、初めて袖を通したにもかかわらず、鏡の中の自分にとてもしっくり馴染んでいて驚いた。

　そういえば、五日前に再会した時、有沢はスリーピースを着ていた。思い返してみれば、有沢の体のラインに合っていたし、もしかしたらオーダーメイド品かもしれない。生地もとても上品で綺麗だった……ということは、このワンピースやカーディガンも相当いい値段がする代物だったりするのだろうか。

　服だけでなくベージュのパンプスもオフホワイトのバッグも、そしてピンクベージュのリップも同封されていたことを思い出し、なんだか不安に駆られる。

　とんでもない金額のものだったらどうしよう。

　……いや。でも、これは仕事だ。お姉さんに会い合格判定をもらうことが、有沢から与えられた私の使命。そう考えれば、これらの服や靴はいわば支給された制服でしかない。

　そう思い込もうと頭の中で〝ただの制服〟と繰り返しながら足を進めていると、約束のホテルに到着する。

　新幹線も乗り入れる駅を出て数分の場所にそびえる四十階近くある高級ホテルは、有沢グループが世界中に展開しているものだ。宿泊費の高さはもちろん、その行き届いたサービスや充実した設備は、連休前によくメディアで取り上げられている。

　ベッドやソファといった家具のデザイン性でも注目を集めていると、土曜の昼の情報番組で紹介されていたのは記憶に新しい。

　なんか……あまり意識してこなかったけれど、有沢は本当にあの有沢グループの御曹司なんだなぁ。

　出会ってから今まで、有沢は私の中でいたって普通の男性……というより、高校とか大学で同じ学年にいても、なんら違和感のない普通の男子という印象だった。気取らないで素の自分でなんでも話せる、口先の喧嘩すらちょっと楽しいと感じる友人のひとり。

　それは、有沢自身が家柄を意識させる雰囲気をあまり出さなかったからかもしれないけれど……再会してからの彼からは、隠しきれないそれを感じていた。

　会話の内容や風貌、佇まい。動作のひとつひとつが綺麗で優雅で、少しだけ知らない人みたいだ。

　まぁ、口を開けば三年前の〝男子〟の面影がそこかしこに残っているのだけれど。

　近づいていくうちに入口ドアの横に立つ有沢に気付いて、胸を撫でおろす。

　一応、ラウンジ席を予約してあるとは聞いていたものの、こんな高級ホテルにひとりで足を踏み入れる勇気はない。有沢が外で待っていてくれてよかった。

　私に気付いた有沢は、なぜか少しホッとした表情をしてこちらに近づく。

　白いＴシャツに黒のジャケットとパンツというシンプルな服装だけれど、とても洗練されて見えるのは有沢自身の見た目やスタイルの良さが原因だろうか。

「外で待っててくれたんだね。ありがとう」

　そう笑いかけると、有沢は「別に」と言いながら私をジッと見る。

　視線が顔から足元に下がっていき、再び顔に戻るまで数秒あった。

「もしかして、似合ってない？　浮いてる？　自分では顔映りもいいし気に入ってるんだけど……」

　鏡を見てしっくりきてはいても、こうも凝視されて黙られたら不安にもなる。

　ドキドキしながら聞いた私に、有沢が顔をほころばせるので驚く。

　安心したような柔らかい微笑みだった。

「似合わないはずがないだろ。おまえに合うと思って俺が選んだ服だ。でも、気に入っているならよかった」

　最後のひと言は、独り言みたいなトーンで言った有沢に一瞬胸を高鳴らせていたのだけれど。

「せっかく肌も綺麗でスカートも似合うのに、そういう服を着て会う相手がずっといなかったのがもったいないな。中身が子どもっぽすぎるのかもな」

　続いたのは、私をからかう言葉と意地悪な笑みだったので、ときめきが瞬殺される。

　有沢の言い当てた通り、今までこういう服を着て会った男性はいない。

　それを、生活するのに精一杯だったと説明するのは言い訳にしか聞こえない気がして口を尖らせた。

「なんとでも言えばいいよ。でも、私が知る限り有沢だって女の子との噂とか皆無だったし、私とそこまで経験値の差があるとも思えないけど」

　負け惜しみだった。

　昔、有沢がものすごく綺麗な女性と一緒に、スペーメに来たことがあるのは知っているし、あまりにふたりが目立つからバックヤードはかなりざわついたものだ。

　有沢はああいう女性ときっと素敵なお付き合いをしてきたのだろう。

　だって、相談してすぐにこんな素敵なコーディネート一式を送ってくれて、私の不安をわかっていたみたいにホテル前で待っていてくれた有沢は、女性の扱いに慣れているとしか思えない。

　再会した日、ホテルの一室で話したけれど、あの時だって有沢は私におかしな緊張を抱かせないように、多分、意識して一定以上距離を縮めなかった。それまでずっと掴んでいた腕も部屋に入った途端に離してくれたし、私の頬に触れようとした手を止めていた。

　そういう立ち振る舞いからは、大人の男性としての余裕が滲んでいて……三年間という時間の大きさを感じた。

　だけど、大人になった有沢相手にどんな態度をとればいいのかもわからないので、今までの〝男子〟だった有沢を相手にするみたいな口調で言った私に、彼は気に入らなそうに片眉を上げる。

〝そんなわけがあるか〟という笑みが返ってくるとばかり予想していただけに、その顔は意外だった。

「え、本当に？」

「ただ誰とでも軽く付き合うのが嫌なだけだ。気持ちがない相手に時間を割いて、それどころか平気で触れられる方がどうかしてる」

　ふん、と少し偉そうな態度で言う有沢を、しばらく呆けて見ていた。確かに有沢は誰とでもというタイプではないかもしれない。

　それよりは、心に決めたただひとりをずっと想い続ける方がしっくりくる。

「それは、うん。その通りだと思うし……なんかごめんね。経験値とか言ったけど、私のと有沢のとでは意味合いも重さも違う気がする」

　有沢はしっかり自分のポリシーを持った上での結果で、私は、なんとなく興味を持たず突っ走ってきた結果でしかない。

　それを並べて同じようなものだと言った自分を反省していると、有沢は「経験値だとかの前に、おまえのはただのミーハーだろ」と言い放った。

「ミーハー？」

「ああ。雄二さんに対する態度がそれだった。それよりそろそろ中に入る。待ち合わせはラウンジだ。待たせて文句を言われるのも面倒だからな」

　有沢が歩き出すので、私もそれに続く。

　お姉さんとの約束の時間は十三時。駅前広場に立っている大きな時計台はすでに十二時五十分を指しているし、確かにそろそろ入っていないと失礼になる。

　ミーハーだと言われたのは引っかかりながらも、とりあえずは有沢に従いラウンジに移動する。

　想像はして覚悟も決めていたものの、その場違い感にゴクリと喉が鳴った。

　一般的な体育館くらいのスペースには、十台ほどのダークブラウンの丸テーブルが等間隔で置かれ、それぞれ四台のソファが囲んでいた。

　ソファの色はオフホワイトと少しくすんだ水色で、腰を支えるために置かれたクッションは白に銀色で刺し繍しゅうが施されているものだった。

　高い天井から吊り下げられている照明は、まるでダリアの花のような形をしていて、昼白色のオレンジがかった柔らかい色の光が透けて見える。

　駅前広場が見渡せる立地を生かし壁は一面ガラス張りとなっていて、そこからたくさんの緑や、さきほど見た時計台も望めた。

　とても煌きらびやかで開放的で素敵な空間だった。

　有沢が隣に座っている間に、こっそりと周りを見回す。

　こんな高級ホテルのラウンジでお茶しているような人たちは一体どんな層なのだろう……と思ってのことだったけれど、ゆったりとした時間を楽しんでいるような熟年夫婦や、お見合いかな、という方まで世代は様々だった。

「アフタヌーンティーを頼んである。飲み物は好きに選べ」

　渡されたメニューカードからホットティーを選ぶ。

　ホットコーヒーとホットティーを注文した有沢は外に視線を移すと、しばらくした後「雄二さんに、憧れてただろ」と呟くように言った。

　出された名前に、さっきのミーハー発言を思い出した。

「憧れてたけど、ミーハーではないと思う。キャーキャー騒いでたわけでもないし」

「騒がなくても、雄二さんといる時のおまえは空気がうるさかった。キラキラした目で雄二さんを見て、なんでもないことですぐ笑ってただろ。俺と……他の人間といる時とは雲うん泥でいの差があった」

「雄二さんは私が小さい頃から面倒見てくれてたから、やっぱり私にとっては他の人とは違うし特別だから仕方なくない？　親代わりとまではいかなくても、親族に近い感覚っていうか、お兄ちゃんみたいに思ってるから」

　母親が追い出すまでは、雄二さんは白川楼の調理スタッフだったし、毎日顔を合わせていたのだ。

　そんな雄二さんと、バイト先でまた会えるようになったことに多少はしゃいでいたのは否めないにしても、有沢にそこまで迷惑をかけたわけでもないと思うのだけれど……。

　バイト先にスペーメを選んだのは、確かに雄二さんがそこで働いていて誘われたからなので、動機が不純だったのは認める。

　でも、だからといっていい加減に仕事をしていたつもりはない。

　なんとなく不貞腐れて見える横顔を眺めながら口を尖らせた。

「それに、雄二さんを慕ってたのは有沢だって同じじゃない」

　雄二さんは誰からも慕われる、いわゆるお兄さん気質だ。私だけでなく、特に有沢はバイトをしているわけでもないのに雄二さんに会いに店に来ていたほど。

　だからこそ雄二さん繋がりでバイトに入った私が目障りだったのか、ことあるごとに突っかかられ、それがきっかけで友達のように話すようになったのだけれど。

「俺は、単純に人間として尊敬しているから会いに行っていただけだ。でも、おまえは違うだろ」

「同じだよ。私だって、尊敬して憧れてただけだもん。ねぇ、それより今でも雄二さんと会うの？」

　私はこの三年間、電話やメッセージでしか話せていないし、雄二さんは私のことを心配するばかりで自分の話はあまりしてくれない。

　だから雄二さんの様子を教えてもらいたくてそう聞いた私に、有沢は「俺もそこまで頻繁には会っていない」と答えた。

「今の生活の基盤はここだし、仕事を始めてからはなかなか顔を出せてない」

「ああ、そっか。そうだよね。っていうか、地元じゃないのにこうして会えたのってすごい偶然だよね。今さらだけど嬉しい」

　笑顔で見上げると、有沢は一瞬目を見開いた後、口元を手で覆い顔を逸らす。

　急にこちらを見なくなった有沢を、どうしたのかと思い眺めていた時「悠介！」と呼ぶ女性の声が聞こえた。

　咄とっ嗟さにそちらの方向に視線を移すと、黒髪の美女がこちらに向かって歩いてくるところだった。

　スラッとしたモデル体型の女性は、白のタイトなワンピースに紺色のジャケットを羽織っていて、胸まである髪にはふんわりとしたパーマがかかっている。

　色っぽく整った顔立ちがどことなく有沢に似ているのを見て、この方がお姉さんだと気付き、立ち上がった。

「ああ、いいのいいの。座ってて」

　席に近付きながらそう笑ったお姉さんが有沢の隣のソファの後ろに立つと、私に向かってもう一度笑顔を作った。

「はじめまして。有沢夏なつ美みです。忙しい祖父に代わりご挨拶に……あら？」

　上品な雰囲気をまといながら自己紹介していた夏美さんが、途中で真顔になる。

　そして私の顔を凝視するので、どこかおかしなところがあっただろうかと一気に不安になった。

　服装や靴やバッグ、そしてリップは有沢が支給してくれたものだし問題ない。アイメイクは控えめにしているし、髪もしっかりブローしてきている。

　なにも食べてないから顔になにかがついているなんてミスもないはずだし……と頭の中でひとつひとつ心配事を消していると、私を見ていた夏美さんがニコッと笑顔になる。

　それからひとり座ったままの有沢を見て、意味深な笑みを浮かべた。

「ふぅん？　へぇ？　なるほどねぇ」

　からかうトーンで言う夏美さんに、有沢は視線を向けないまま「なんだよ」と顔をしかめる。

「別にぃ。うまいことやったのねぇって感心しただけよ。急に紹介したいなんて言い出すから変だとは思ってたのよね。なるほど、こういうことだったのねぇ。なんだかダシに使われた気はするけど、まぁ可愛い弟のために許してあげる。……あ、座って座って」

　夏美さんに勧められるまま着席すると、同じように腰を下ろした夏美さんが「お名前を伺ってもいい？」と聞いてくるので自己紹介しようと口を開く。

「白川柚希といいます。三年前まで有沢グループのレストランでバイトをさせていただいていて、そこで……」

「ああ、そこで悠介と知り合ったのね。そっかそっか。ところでその服、私のブランドの物だけど、すごく似合ってるわね。可愛い」

「えっ……そうだったんですか？　有……悠介さんが今日のために用意してくれた物なのでなにも知らなくて」

　着る際、ワンピースもカーディガンも『naナtuツ』というタグがついていた。ただ同じブランドの物なんだなぁ程度にしか思っていなかったけれど、まさか夏美さんのブランドだったなんて、と驚く。

「うちが今年の秋用にリリースしたデザインの物ね。柚希ちゃんくらいの年代からアラフォーまで、幅広い客層に向けて作ってるんだけど、そのワンピースは特に人気なのよ。ああ、靴とバッグも……。へぇ、悠介がねぇ」

　夏美さんがチラッと視線を向けても、有沢は返事をせず運ばれてきたコーヒーに手を伸ばしていた。

　きっと有沢はわざと夏美さんのブランドの服を用意してくれたのだろう。その方が心象がいいから。

　とりあえず、似合っていると言ってもらえてホッとしているとアフタヌーンティーのセットが運ばれてくる。

　シルバーのワゴンの上に置かれた鳥かごのような可愛らしい台や、ケーキやクッキーといったスイーツに心躍らせていると、「それで、結婚の報告ってことでいいのかしら」と夏美さんに話しかけられる。

「ああ。姉さんへの報告が済んだら近いうちに婚姻届を出す。籍を入れたら、とりあえずホテルで暮らしながら新居をゆっくり探す予定だ」

　そのへんのことについては、あらかじめ有沢と話は詰めてある。

　一年前に再会し、十カ月前に付き合い出して、プロポーズは一カ月前に有沢から。とりあえず早く一緒に暮らしたいため当面の間はホテル住まいをして、新居はおいおい、という設定だ。

　ちなみに、契約結婚の期間は二カ月に決まった。話し合いの際、有沢は半年だとか年単位で提案してきた上に……。

『期間内の結婚生活にかかる費用は全額俺が負担する』

　そんな、とんでもないことを言い出した。

　しかも、私の折せっ半ぱん案を頑なに聞き入れてくれなかったため、費用についてはこちらが折れる他なく、その代わりに期間は二カ月と交換条件をのんでもらったという経緯だ。

　私としては、籍だけ入れてもらえれば住む家は別々で構わないのだけれど、有沢は同居にこだわった。

　しかもマンションを探すと言い出し、提案された物件の家賃がとんでもなかったため、ホテルでいいから！とお願いした。もう懇こん願がんに近かったと思う。

　あんな家賃のマンションを見たのは初めてだ。敷金礼金がとんでもない金額になるのを瞬時に計算してしまったので、止めるのに必死だった。

　でも、考えてみれば有沢は御曹司。あれくらいの家賃の部屋が彼にとっては当たり前なのだろう。

　不満げな有沢が次に提案したのがいくつかの有沢グループのホテルだった。

　それもどこも目を見張るような宿泊料金ではあったものの、有沢グループの所有であるぶん、なんとなくマンションよりは出費が少ない印象を持ち、渋々ホテル住まいを選択した。

　なので、夏美さんに報告して反対がなければ、このまま今日から有沢が用意してくれたホテルの部屋での生活がスタートする予定だ。

　ちなみに有沢はここ数カ月もともとホテル住まいだったという。

　少し事情がありそうな雰囲気を感じたので理由については聞いていないけれど、今までがそうだったのなら有沢的にもホテルの方が無難だろうとも思った。

「そう。悠介、あれだけのお見合い話を断ってたし、相手に興味がないだけじゃなくて決まった子がいるのかなぁってちょっと思ってたら、本当にそうだったのね。今までそういう話を全然聞かなかったから感かん慨がい深いわー。悠介から恋愛関連の話をされるのはこれで二回目かしらね」

「おい」

　有沢がギロッと睨んでも、夏美さんは慣れた様子でニヤニヤと笑みを浮かべていた。

　夏美さんが来る前、有沢もあまり恋愛経験はないようなことを言ってはいたけれど、これだけの美形なら周りが放っておかないだろうし、ひとりやふたり、お付き合いした女性がいても当然だ。

　恋した有沢がどんな感じになるのかは気になるし、その上、夏美さんに報告するくらいの真剣交際だったのなら私もそのうち話を聞いてみたい……けれど、今と同じような顔で睨まれる未来しか見えなかった。

「こんなおめでたい話なら祖父も来られたらよかったんだけどね。ごめんね」

　申し訳なさそうに表情を崩す夏美さんに、笑顔を返す。

「いえ。悠介さんから、おじい様は今抱えている案件が無事解決するまではお忙しいと伺っていますので大丈夫です」

「ありがとう」

　安心したような微笑みでそう言った夏美さんが続ける。

「うちは、早くに両親を事故で亡くしているの。祖父がまだしっかりしているから、グループの代表を務めていてね。しかも私たちは自由にすればいいってずっと言ってくれてたの。だから私も悠介も好きに仕事を選んできたけど、私はそろそろ祖父を手伝おうと思ってる。もう十分好き勝手したし、祖父の仕事には私自身興味もあるしね」

『好きに仕事を選んできた』という言葉に、私は今自分が身に着けているワンピースを見下ろす。

　だから夏美さんはアパレルブランドを立ち上げたのか……と考え、ふと疑問が浮かぶ。

　そういえば、有沢は今、なにをしているんだろう。

　夏美さんの言い方だと、有沢も実家の仕事を継いだわけじゃなく、自分の選んだ仕事についているみたいだけれど。

　少し気になりながらも、夏美さんに相あい槌づちを打つ。

「そうなんですね。代表になった夏美さん、絶対カッコよさそうですね」

　モデルみたいなスタイルと顔立ちをした夏美さんが代表になんてなったら、きっと社内で憧れの的だろう。私だって確実に憧れる。

「でしょう？　でも、そうなると悠介の世話を焼いている時間がなくなっちゃうから、そこが心配だったのよね」

「世話を焼いてもらった覚えはない。あったとしても大昔だろ。いつの話をしてるんだよ」

　夏美さんがからかうように言い、有沢はそれを受け鬱陶しそうにする。

　先ほどから何度も目の前で行われているやりとりを微笑ましく思うのは、私と兄は一度もこんな風に会話をできなかったからなのか、それとも、夏美さんを相手にする有沢が普段より少し幼く見えるからなのか。

　これだけ美形な姉弟なのに、交わしている会話が気取らず可愛らしいからかもしれない。

「そういえば柚希ちゃんはうちの系列のレストランでバイトしてくれてたって話だったよね。今まで色々なバイトをしてきてるって悠介から聞いてるけど、どれくらいの種類を経験してきたの？」

「あ、えっと、初めてバイトをしたのは高校一年に上がった夏休みで、まずはコンビニで――」

　夏美さんは終始明るく、そして気さくで、話の進め方も振り方もとても自然だった。おかげでいつの間にか私の緊張は解け、素のままの自分で話していた。

　今日のこれが、有沢の妻として相応しいかどうかの夏美さんによる私の審査だと思い出したのは、二時間近く嘘偽りなく楽しくおしゃべりした後で……ハッとして血の気が引いていった。

　そこまで猫を被ろうとは思っていなかったものの、素を出すにもほどがある。

　意見だって、思うままを口にしていた。育ち方や心根はそういうところに色濃く出てしまう。

　やってしまった……と青くなっているうちに「楽しかったー」と明るい笑顔で感想を述べた夏美さんが席を立つ。

　なので、慌てて私も立ち上がった。

「あの、夏美さん。これ、お好きだと聞いたのでよかったら」

　差し出したのは、老舗の栗羊よう羹かん。

　夏美さんの好物だと、有沢から聞いて用意しておいた物だ。

　抹茶色の紙袋を受け取った夏美さんはすぐに中身がなにかわかったようで、顔をほころばせた。

「大好物なの。ありがとう。お礼したいから、今度はふたりでお茶しましょうね。あ、連絡先交換してもらってもいい？」

「はい。もちろんです」

　夏美さんとメッセージアプリで繋がる。

　本当に相当栗羊羹がお好きなのか、アイコンが綺麗に切った栗羊羹の断面で思わず笑ってしまった。

　バッグを肩にかけた夏美さんが、最後に「柚希ちゃん。悠介のこと、よろしくね」と笑顔で言う。

　有沢と私の結婚には事情があり、期間限定でしかない。

　そうとは知らずに私を認めてくれてやわらかい笑顔を向けてくれる夏美さんに、罪悪感を抱き胸がしめつけられる。

　母親を欺あざむくことにはなんのためらいもなかったけれど、こんなに素敵な夏美さんを騙す覚悟はまだできていなかった。

　どんどん大きく膨らんでいく罪の意識が肩に重たくのしかかる中、なんとか笑顔を作ってうなずく。

「はい」

　これは、私が実家から逃げるために有沢と結んだ約束なのだ。

　どんな感情が生まれても、責務を全うしなければならない。

　たくさん経験してきたバイトで嫌と言うほど学んだ教訓だった。




　漠ばく然ぜんと危き惧ぐしていたことが現実となり、頭がくらくらした。

　今、私の目の前には綺麗な夜景が一望できる大きな窓がある。高さは床から天井までで幅は五メートル……いや、それ以上だろうか。

　そんな大きな窓の前にはこちら向きにテレビが置いてあり、そこから手前に二メートルほど下がったところには、十人近くは座れそうなソファ。

　つまり、ソファで寛くつろぎながら、夜景をバッグにテレビが見られるというわけだ。

　通常ならキャーキャー騒がれる主役級の夜景がまさか背景にされてしまう場所があるなんて初めて知った。

　でも、床に敷かれたオフホワイトの絨じゅう毯たんも、間接照明の柔らかい色も、分厚いマットレスの大きなベッドも、どれもこれでもかというほど素敵で、全部が主役を張れそうだ。

　というか……月曜日、有沢と話し合いをした時も思ったのだけれど。

「私の知ってるホテルじゃない……」

　学生の頃からお金を貯めるのに必死で、友達と旅行した経験なんて修学旅行を合わせたって片手で足りる。

　そのどのホテルもこの部屋よりもだいぶこじんまりしていたし、ベッドや窓のサイズももっとギュッと部屋にはめ込まれていた感じだったけれど、それが窮きゅう屈くつなんて思わなかった。

　十分寛げたしテンションも上がったし、むしろあれが普通で……これは異常だ。

　しかも、ホテルなのにまるでマンションみたいに個室がいくつかある。

　実家も旅館なので、宿泊施設がただ寝床を提供すればいいわけではないとは弁わきまえている。お客様が心から休めるように、そしてまた来たいと思ってもらえるようにと試行錯誤しているのは、どこの旅館もホテルも同じだろう。

　おもてなしで勝負する旅館もあれば、広さや豪華さで勝負するホテルもある。千差万別でそれぞれにいいところがある。

　でも、これは……私には不ふ相そう応おうすぎて、とてもじゃないけれどリラックスなんてできそうもない。

　もっと普通の部屋を想像していただけに、選択を間違っただろうかと今さら思う。

　マンションとホテル、有沢の提案はどちらを選んだところで私にとっての正解はなかったらしい。

「おまえの荷物、本当に運び入れなくていいのか？　部屋が狭くなることを心配してるなら隣の部屋に運ばせるから、今からでも……」

「いい！　大丈夫！」

　お風呂から出てきた有沢が後ろから聞いてくるので慌てて断る。

　ちなみに、私は部屋に入ってすぐにお風呂は済ませている。広がる光景から現実逃避するようにゆっくりと湯船につかり、ホテルだとは思えない広さの洗面所で髪を乾かした。部屋に戻ったらやっぱりそこは豪華なままで思わず声が漏れたというわけだ。

　私がここに持ってきた荷物はバッグふたつ分。すでに有沢がクローゼットに運び入れてくれていた。

　有沢が言う私の荷物というのはそれのことではなく、トランクルームに運び入れた家電やら家具のことだ。

　今までの部屋にはもう住んで二年が経とうとしている。

　更新時期が迫っている上、ここ一年は母親からの連絡も多いし、なんとなく不気味に感じてそろそろ引っ越そうとしていたところだった。

　なので、有沢とここに住んでいる間は、とりあえずトランクルームを借りそこに家電と家具を入れておくことにした。結婚生活が終わる二カ月後、新しい部屋を見つけ次第そこに運び入れようと考えている。

　家電と家具といっても、ひとり暮らし用サイズなので小さいトラック一台で運べる量だ。

　それらに、これと同等の部屋をひとつ与えると言い出す有沢に内心引きながらソファの端っこに腰かけると、自然と長い息が漏れた。

　夏美さんと別れた後、荷物の運び出しやら運び入れやらをしていたため、結構疲労困こん憊ぱいだった。

　ここに来る前に有沢とはレストランで食事を済ませてきている。そのため、疲労と満腹のダブルパンチで眠気が襲ってくる。

　ひとり分離れた場所に座った有沢が「疲れたみたいだな」と聞いてくるので、素直にうなずいた。

「うん。引っ越しって重労働だって思い出した。私は荷物が少ない方だから、あれでも楽だったんだろうけどね。それより、業者の手配とか立ち合いとか、色々とありがとう」

　有沢と同居する話が出たのは急だったし、引っ越し業者だってそんなすぐに手配できない。だから、私は一カ月分家賃を多く払うことになっても仕方ないと諦めていた。

　でも、夏美さんと会った後にそんな話をすると、有沢はすぐにどこかに電話をし、「業者を手配した。一時間後におまえの部屋に着く」と言い出し……。

　結局、大家さんへの対応も引っ越し業者への立ち合いも、トランクルームの確保や契約も有沢が率先して行ってくれた。

　それは、私を一刻も早くあの部屋から出そうという意気込みすら感じるほどで、ここまで面倒見のいいタイプだったかな……と疑問に感じながらも、助かったのは確かだった。

　どうしても早く同居を伴う結婚生活を開始させたかったらしい。

　きっと、それほどにお見合い話を断るのがストレスだったのだろう。

　でも、ここまでではなかったにしても、有沢の多少の強引さはそういえば昔からなので、なんだか今さら懐かしさを感じる。

　バイト先で顔を合わせていた頃も、帰りが遅くなれば私がどんなに平気だと言っても聞く耳を持たず、車で家まで送られたものだ。

　そう考えると、あの頃からジェントルマンだったのかもしれない。当時は軽口に気を取られて気付かなかった。

「電話したらすぐに来てくれる引っ越し業者がいるなんてすごいね。顔が広くてびっくりした」

「仕事の関係で知り合っただけだ。普段は企業を相手にしている業者だから、個人の荷物ならトラック一台で済むし、空いてる車と人数でどうにかなるかと踏んで頼んだらうまくいったってだけの話だ」

　だから褒められることでもない、というような言い方をする有沢に、ふっと頬が緩む。

　必要以上の褒め言葉を素直に受け取らないのも昔からだ。

〝すごいね〟と言って、〝そうだろ〟という反応が返ってきたことなんてないかもしれない。

　電源の入っていないテレビの向こう側に広がる夜景を少し眺めた後、有沢の横顔を窺い、ずっと気になっていた質問を口にする。

「ご両親、いつ亡くなったの？」

　バイト先であれだけ頻繁に顔を合わせていたのに、有沢のご両親が亡くなっていたことを再会して初めて知った。

　結構、仲が良かったつもりでいただけに少しショックを感じていると、有沢は背もたれに寄り掛かり、長い足をゆっくりと組んでから答える。

「俺が小学生の頃だ。正直、当時は寂しさもあったが、両親のいない生活にも数年で慣れたし、現状に不満もない。両親が生きていた頃は大事にされていた記憶があるし、今も祖父や姉が気にかけてくれていることを考えれば俺は恵まれているんだろう。親がいても、満たされるとも限らないみたいだからな」

　有沢がこちらを見る。

　最後のひと言は私を指しているのだとわかり、苦笑いがこぼれた。

「それぞれ事情があるから一概には言えないけど、うちが特殊なだけだよ。家族が揃っていればそれだけで幸せっておうちはたくさんあると思う。それに、父親と不倫相手との子どもの私を母親が憎むのは仕方ないとも思うし……。ただ、だからって私が悪いわけじゃないし、いいなりになるつもりはないけどね」

　背もたれに寄り掛かると、視界が一面天井となる。

　暖色のライトが眩しくてそのまま目を閉じた。

「母親も私が気に入らないなら放っておけばいいのにって思うけど……自分の幸せを奪った私が、どこかで幸せになるのが許せないんだろうね。きっと、ずっと不幸でいてほしいんだよ」

　母親は、万が一にも私が幸せな人生を歩み始めているかもしれないと考えると、たまらなく嫌なのだと思う。

　ソファの上で膝を抱える。そこに頭を乗せた状態で有沢を見て笑顔を浮かべた。

「でも残念ながら、もう幸せになっちゃってるけど」

　頬を緩めてそう言った私を見た有沢は不思議そうに眉を寄せる。

「結婚するからとか、そういうことか？」

「それもあるけど、だって私は今日、あんな可愛い服を着てエスコートしてもらって、アフタヌーンティーをお供に楽しくおしゃべりしたんだよ。今だって、こんな素敵な夜景が目の前にあるんだもん。幸せじゃないはずがない」

　大袈裟でなく、今日は私にとって夢みたいな一日だった。

　そしてそれは、間違いなく有沢のおかげだ。

　だから「ありがとう」と微笑むと、彼はそんな私をジッと見つめてから口を開く。

「たいしたことはしていない。あれぐらいでおまえが喜ぶなら、毎日だって用意してやる」

　偉そうな口ぶりではあるものの、有沢の表情は真面目でふざけている様子はない。まるで本気でそう思っているような態度だった。

　元気づけようとしてくれているのがわかり笑みがこぼれる。

「旦那さんになるから？」

　婚姻届を提出すれば、戸籍上はそうなる。

　だから、妻である私のわがままを聞くのも夫の務めだと、そういう意味なのかなと思い言うと、有沢がふっと笑う。

「そうだな。おまえを甘やかすのも安心させるのも俺の役目で、特権だ」

　ふわっとした微笑みで言われ、なんだか無性に胸の中が温かくなった。そのせいで、家を出てからずっと張り続けていた糸が緩み、体から力が抜けていく。

　距離をとったところで、いつか母親に見つけ出されてしまうんじゃないかという不安は常にあった。だからだろうか。今、こんなにも安心しきって、とんでもない眠気が襲ってきているのは。

　だって今はきっと、家を出てから私が過ごしてきたどの瞬間よりも安全だ。

　いや、そんなメンタル的なものではなく、夏美さんと会ったり引っ越ししたりした肉体的疲労のせいか。

　私はそこまで繊細じゃないなと思い直す。

　疲れのせいで重力が増し、抗えなくなりそのまま目を閉じた時、「寝るならベッドで寝ろ」と声がかかる。

　でも、今すごく気分がよくて、このまま眠れたら最高だと思ったので「んー」と適当にはぐらかして意識の半分を睡魔に吸い取られていた時、有沢が立ち上がったのが気配でわかった。

　そして、その気配が近づいてきたと感じた次の瞬間「持ち上げるからな」と言われ、言葉通り抱え上げられる。

　衝撃に驚いて一瞬目は開けたものの、有沢が私を横抱きしたまま歩き出すので、顔を緩ませながらまた目を閉じた。

　寝落ちしたのを誰かに運んでもらうのなんて初めてだ。

「誰かにこんな風に甘えたの、すごく久しぶり」

　本当に小さい頃、従業員に高い高いをしてもらったことはある。でも、ある程度成長してからは、私だって素直に甘えられなくなった。だって、どんなに優しくしてくれても本当の親ではないのだから。

　誰かにこんな風に抱きかかえられたことも、誰かの体温をこんなに近くで感じたのも本当に久しぶりで、どこまでも柔らかく優しい気持ちに包まれ幸せを噛みしめる。

　もっと、と生まれたわがままを止められなくて、夢見心地で有沢の首に手を回しギュッと抱き着く。

　首元にすり寄っても、大人になった有沢は文句を言ったりはしなかった。

　疲れきったところをベッドまで抱っこしてもらうなんて、とても大事にされているようで胸の奥がむずむずする。

　きっと、親に頭を撫でてもらったり、おんぶしてもらったりした時の子どもはこんな気分なのだろうなと思った。

　その日、私はこれまでの人生の中で一番満たされた気持ちで眠りについたのだった。










「あまりベタベタ触るな」




　月曜日の朝、有沢がどこからか取り出したのは婚姻届。しかも、証人欄にはすでに夏美さんと、あともうひとり、有沢の姓の男性らしき署名がされているものだった。

　土曜日をフリーにする代わりに、私は昨日の日曜日は朝から夜までバイトだったのだけれど、その間に有沢は証人欄を埋めるため動いていたのだろうか。

「書け」と言われるまま私が書き終えると、今度は自身でボールペンを持った有沢は迷うことなくスラスラと記入を終えた。

「これで問題ないな」

　有沢がボールペンを置き、今しがた書き終えた書類を確認する。

　婚姻届を出されてからすべての欄が埋まるまで、ものの五分だ。

　ホテルの一室。大理石のダイニングテーブルを挟んで向かいに座る有沢は表情ひとつ変えることなく、出来立てほやほやの婚姻届を茶色い封筒に入れる。

　二泊したくらいではこの部屋にふんだんに散りばめられた豪華さに慣れないこともあり、未だ現実感がない中その様子をぼんやりと眺める。

　でも、証人欄のひとりは有沢の親戚だろうか……と考えた途端、ハッとした。

「待って！」

　突然大声を出した私に、有沢はやや驚いた顔でこちらを見た。

「なんだよ、急に」

「だって……ねぇ、こんな簡単でいいの？　有沢の結婚は私と違って一族に関係してくるっていうか、会社にも影響するレベルでしょ？　こんなこっそり私と結婚して大丈夫なものなの？　しかも二カ月後には戸籍にバツがつくんだよ。それって有沢グループの今後に悪く働かない？」

　騙していることへの罪悪感はもう覚悟の上だ。

　でも、二カ月後を考えると、私はいいにしても有沢にはダメージが残るんじゃないだろうか。

　この結婚はお互いの条件をのんだ形だけれど、最終的に有沢の負担ばかりが大きいなら、それは不公平だし納得いかない。

　そう思い聞くと、有沢は少し黙った後「〝悠介〟だ」と返す。

　全く答えになっていない。

「なにが？」

「これを提出したら夫婦になる。いつまでも名字で呼び合っているのはおかしいだろ」

「え……ああ。うん。〝悠介〟ね。〝さん〟つけた方がいい？」

　ずっと敬語なしできているとは言え、有沢……悠介の方が四つも年上だ。

　しかも有沢グループの御曹司となれば、私が呼び捨てにするのもどうだろうと思い聞いたのだけれど、悠介は「必要ない」と即答し私を見た。

「挙式披露宴については、どんな規模にしろ、挙げるとなれば柚希、の家族に声をかけないわけにもいかなくなる。母親が態度を改めればするか……もしくは、はっきりと縁を切るか。どちらにしても、柚希側の問題が落ち着いてからを考えている」

　淡々と話し出した悠介は〝柚希〟と私の名前の部分で一度つっかかった。

　さっそく名前で呼ばれたことよりも、まず、悠介が私の名前を知っていたことに驚いた。でも考えてみれば夏美さんに自己紹介したし、婚姻届にもフルネームを書いている。知っていても不思議はない。

「え、いや、挙式披露宴なんて必要ないよ。だって二カ月後には離婚……」

「もちろん、柚希が望むなら場所もドレスもすぐに手配する。……どうする？」

〝二カ月後には離婚しているんだから〟と続けようとした言葉を遮られる。

　私をジッと見て、真意を確認するように問う悠介に、少し戸惑いながらも首を横に振った。

「ううん。悠介側が挙式披露宴なしでも問題ないなら、私は大丈夫。むしろよかったよ。離婚が決まってるのに大々的にそんなことして余計なお金使わせるの、気が引けるし」

〝折半で！〟と言う私の意見を全部無視して、二カ月間の結婚生活で発生する費用を全額払うと言い張った悠介のことだ。挙式披露宴なんてしたら、それも全額持つと言うに決まっている。

　仮の同居生活を送る場所としてこんな部屋を当たり前の顔をして用意する有沢グループ御曹司の挙式披露宴なんて、きっと桁がひとつ違うのは簡単に想像がついた。

　どうせ、うちの問題が解決してから式場に予約を取りに行ったところで、離婚予定日の二カ月後よりも先しか空きはないだろう。よって、悠介と私の挙式披露宴はありえない。イコール悠介の出費なし。

　そう思い安心して笑った私に対して、悠介は少し不満そうに眉根を寄せた。

「まぁ、そのへんはまた後でいい。とりあえず、指輪だけは用意するからな。役所に婚姻届を提出したら、その足でジュエリーショップに寄る。希望のブランドはあるか？」

「え、ない……っていうか、そういうのあまり知らないからなんでも。あ、でも、できればリーズナブルな物が――」

「そうか。だったら俺が決める。そろそろ出るから準備しろ」

　昔から強引なところはあったにしても、こんなにも人の言葉を遮るイメージはなかったのだけれど……。

　再会した日や夏美さんと会った日の夜、私の昔話や事情、弱音はしっかり聞いてくれたのに、契約結婚についてはやけに我を通してくる悠介を不思議に思いながらも、役所に向かうために立ち上がったのだった。




　もしかしたら、私が気付いていないだけで悠介に大幅に有利に働くとんでもない契約を取り交わしてしまっただとか、そういうことだろうか。

　契約結婚についてだけ私の意見をあまり聞き入れてくれない……というか、聞きたくないような態度をとる悠介に疑惑の目を向ける。

　婚姻届を無事提出した後、予定通り悠介の運転する車はジュエリーショップに到着した。

　そして今は、貸し切り状態のキラキラとした店内で、悠介はスタッフとああでもないこうでもないと相談している最中だ。

　そんな彼の横顔をジッと見ながら、期間限定のこの結婚の契約内容について考える。

　私の希望は、〝籍を入れてよく知りもしない男性との結婚を阻止したい〟で、悠介の希望は〝結婚してお見合い話を断る煩わしさから逃れたい〟。ざっくり言えばこんな感じだ。

　実は期間は、悠介の周りの人たちに結婚したという事実をある程度広めるという目的も考慮して、二カ月とした。

　一度結婚したと周知されれば、離婚したところで触れて回らない以上、周りは婚姻関係は続いていると思うだろうし、二カ月もあれば十分となったのだ。

　生活資金を全額悠介が出すという条件をのむ代わりに、期間は私の希望を優先し短めにはなったけれど……うん。とくに問題はない……と思う。

　有沢グループの御曹司が私からお金を巻き上げるなんてまずないし、体が目的だとか、夜のお店に売り飛ばされるとかそういう可能性もない。

　だから、契約結婚について私の意見を遮ることに深い意味はないのだろう。

　それに私が知る限り、悠介はそんな人間じゃない。

　ひとりで落としどころを見つけてうんうんと納得しているうちに、悠介とスタッフの会話も終わったらしい。

　自動ドア前まで出てきたスタッフは、悠介に濃紺のショップ袋を手渡すと「ありがとうございました」と深々と頭を下げた。

　しまった。最初にサイズを測った以外、指輪選びにまったく意識を向けていなかった。一応値段くらいは把握しておいて、断られることになったとしても、二カ月後、契約終了を迎えた時に半分返そうと思っていたのに。

　さすがに今さら値段を聞くほど不ぶ躾しつけにはなれないため、「あの、指輪、ありがとう」というお礼の言葉で収める。

　見上げて微笑むと、悠介は意外そうにわずかに目を見開いた後、私から顔を背けた。

「別に。店に行けば誰でも手に入る物だし、礼を言われるようなことじゃない」

「いや、でも必要経費だとしても悠介にばかり出費させてるから一応……」

　話している途中で、視線を感じてハッとする。

　勢いよく振り返り辺りをひと通り見回したけれど、こちらを見ている人物は発見できず、なんとなく気持ちの悪さに襲われる。

　確かに誰かがこちらを見ていたと思うのに……。

　駅からほど近い大通りは車も歩行者も多い。

　道行く人を注意深く観察してみても、知っている顔も怪しい人物も見つけることはできなかった。

「柚希？　どうかしたか？」

　私の数歩先で立ち止まり振り返った悠介に聞かれる。

　私はもう一度視線を巡らせてから、悠介に駆け寄り彼の腕に手を絡めた。

「……なんだよ、急に」

　驚いたのか、わずかに体を強張らせた悠介に、「しっ」と小声で言い体を密着させる。

「ごめん。車までくっつかせて。多分、誰かに見られてる」

　前を向いたまま説明すると、悠介も後ろを振り返ることなく私に合わせてくれた。

「おまえの実家の関係か？」

「わからないけど……。でも、この一年、連絡が異様にしつこかったのは確かだし、もしかしたら痺れを切らせて探偵とかに居場所を探らせたりしてるのかも」

「いや、俺にも心当たりはあるし、その可能性も……まぁ、タイミング的には柚希を探していると考えるのが妥当か」

　小声で話しながら駐車場まで歩く。

　背後に意識を集中させているせいもあり、やっぱり視線は付きまとっている気がした。誰だかわからないのが気味悪い。

　そんな私の心情を悟ったようなタイミングで悠介が口を開く。

「まぁでも、居場所を知られたところで問題ないだろ。つけてきているのが本当に探偵だとしたら俺のことも調べるだろうし、戸籍謄とう本ほんでもとってくればもう俺と柚希が籍を入れて実際に同居していると報告が上がるだけだ。それを見て結婚の事実を疑う人間はまずいない」

「そうだね。これ以上ない証拠だもんね」

　最初は、籍を入れたらすぐに母親に報告するつもりでいたのだけれど、期間が二カ月と決まってからは、今現在の母親の様子や白川楼の状況を調べて、なるべく感情を逆撫でしないようなタイミングを見計らった方がいいかもしれないとも考え始めていた。

　でもタイミングなんて待っていたら、いつまで経っても踏ん切りがつかない可能性もある。それにあの母親が落ち着く時なんてこないかもしれない。だったら流れに任せた方がいいってものだ。

　悠介の言うように、今住んでいる場所がバレたところで、悠介と同居している以上は母親だって手を出せないはずだ。

　そう考えると、有沢グループの名前がものすごい効果を発揮してくれているので、あの時悠介が契約結婚を言い出してくれてよかったと今さら感謝する。

「それより、悠介の方はどんな感じなの？　夏美さんと会う以外に私ができることはある？　本当におじい様とか他の親族の方には会わなくていいの？」

　夏美さんには許可をもらえたとはいえ、やっぱりおじい様の存在は気になる。

　後で悠介が責められたりするくらいなら、私が憎まれ役になった方が絶対にいいと思い進言したのだけれど、悠介の答えは変わらなかった。

「祖父は頭が柔らかい人だし、たとえ戸籍にバツがついたところで口うるさく言ってくるようなことにはならないから安心していい。もちろん、柚希の家柄や生い立ちについて口出しもしない。あくまでも俺たちの気持ちや考えを優先してくれる人だから、柚希もなにも心配しなくていい」

　きっぱりとした物言いなのに、その声には優しさがあった。

　きっと、おじい様を思い浮かべたからなのだろう。おじい様を尊敬もしているし、なにより好きなんだなぁとわかり、顔が緩む。

「そっか。わかった。でも、そんな素敵な人なら会ってみたかったな」

　素直な気持ちを吐と露ろしてから、我に返って悠介を見上げた。

「あ、でも、期限付きの結婚だしね。私も、どうせ離婚するなら顔なんて合わせない方がいいと思ってるよ」

　契約結婚のパートナーの分際で、会いたいなんてわがままを言っているように取られたら申し訳ないと思った。

　プライベートに立ち入る気もなければ取り合ってもらう必要もこれっぽっちもないと伝えたくて言ったのに、私のフォローを聞いた後の悠介の方が不満そうなのでわけがわからない。

　なにか間違ったことを言っただろうか。

　再会してからたまに悠介の不機嫌スイッチを押している自覚はあるものの、それがどこに存在しているのかが未だわからなくて困る。

　そうこうしているうちに駐車場についたので、まぁいいかと流し車に乗り込む。

　エンジンをかけた悠介は、すぐにはシートベルトをつけずに、ジュエリーショップの袋から同じ色の長方形の小さな箱を取り出した。

　白いリボンのかかった箱を開くと、中には行儀よく並んだ指輪がふたつ。買ったばかりだからか、初めて間近で見る結婚指輪だからか、とてもキラキラして輝いて見えた。

　シルバーの至ってシンプルな指輪だけれど、女性用の指輪にはダイヤが斜めのラインに散りばめられている。

　私はあの時詐欺を疑い熟じゅっ考こうしていたので、他にどんなデザインのものがあったのかはわからない。でも、絶対にダイヤが入っていないタイプのものだってあっただろう。

　それなのに、わざわざこんな素敵なデザインを選んでくれたのか……と眺めていると、悠介が女性用の指輪を手にとった。そして、もう片方の手を私に差し出す。

　なにをするつもりなのかがすぐにわかり、少し緊張しながらも悠介の手に自分の左手を重ねた。

「とりあえずの間に合わせの指輪だからな」

　そう言いながら薬指に指輪をはめてくれる悠介に、あまり意味がわからないまま「あ、うん」と返す。

　だって、男の人に指輪をはめてもらうのなんてこれが人生初だし、女性なら誰でも憧れるイベントのひとつだ。

　気持ちがふわふわしすぎて浮かれないように抑えるのに必死で、耳や頭まで正常に働かせられない。

　初恋もまだの私がこんなに舞い上がるのだから、きちんと恋をした状態で好きな相手からこんなことをされたらどうなってしまうのか。プロポーズされて涙を見せる女性の気持ちに納得する。

　確かにこんなの、嬉しすぎて泣いてしまうだろう。

　自分の薬指が特別になった気がして、しばらくそこから目が離せなかった。




　結婚指輪を付け合いっこした後、悠介は私をバイト先のカフェに送り届けてそのまま仕事に行ったのだけれど。車を降りた時に見た悠介の横顔がどこか緩んで見えたのは気のせいではないと思う。

　私自身が結婚指輪をもらい内心相当浮かれていたので、悠介はどんな顔をするのかが気になった。だから、指輪をはめながらジッと見ていたのに、それに気付いた彼は大きな手で私の視界を塞いでしまった。

『見るな』

　その声こそ不機嫌だったものの、雰囲気はいつも通りか、むしろ柔らかく感じたので、男性でも結婚指輪となると特別で嬉しいものなのかもしれない。

『さっきの視線の件もあるし、誰に見られているかわからないから、今後は外では夫婦らしく振る舞うからな』

　ごまかすようなぶっきらぼうな口調と、強引に変えられた話題を思い出すと、自然と笑みがこぼれた。あれは多分、照れ隠しだ。

　クールに見えるのに、実は感情豊かなところが可愛い……なんて絶対に声に出しては言わないけれど。

　そういえば、悠介の仕事がなんなのかをまだ聞いていないな、と思いながら更衣室に入った途端、同僚で同い年の村むら田た蘭らんが私の薬指にはまった指輪に目ざとく気付いた。

「うわ……え、本当に結婚してる！」

　蘭は私がバイトに入るのと同じタイミングで入社してきた正社員だ。調理師免許を持っている蘭はキッチンを、そして私はホールを担当している。

　家出してからバイト仲間や友達はできても、家のことを話す気にはなれず一線を引いた付き合いをしているのだけれど、蘭は唯一、私の事情を知る友達だった。

　明るく真っすぐな性格は一緒にいてとても励まされるし、私のことをとても気にかけてくれている優しい子だ。

　カフェのバイトは週四で入れているため、週五勤務の蘭とはちょくちょく顔を合わせる。

　もちろん悠介との契約結婚についても報告済みで、その時も今と同じくらいに驚いていた。

　いや、『えっ、待っ、え!?』と言葉になっていなかったぶん、前回の方が驚きとしては大きかったかもしれない。

　それでも、事情を説明し終えた頃には『なるほどね。思い切ったなって感じはするけど、柚希が望んだ上でならいいと思う。背に腹は代えられないもん。応援する！』と力強くうなずき背中を押してくれたのでとても励まされた。

「これつけるの二カ月だけなんだよね？　それにしては高そうなデザインに見えるけど」

　私の手を掴んだままの蘭が、指輪を凝視する。

「やっぱり高そうだよね。考え事してた間に悠介が決めてて……ホテルの宿泊代だけでも相当なんだから、もっと気を付けて見ておけばよかった」

　出費を増やしてしまったことを反省していると、ようやく私の手を離した蘭は「別にいいんじゃない？」とあっけらかんとした顔で言う。

「柚希がわがままを言ったわけじゃなくて有沢さんが決めたんでしょ？　有沢さんだって二カ月限定の妻相手に見栄は張らないだろうし、有沢さんからしたら無理した金額とかじゃ全然ないんだと思うよ」

　まぁ……それはそうなんだと、私も思う。

　あんな部屋の宿泊代を二カ月も払おうとしているところを見る限り、私が金銭的な心配をするのはおこがましい……というか、むしろ失礼にあたるのかもしれない。

　それでも、〝私にお金使ってくれて嬉しい〟という心理状態にならないのは、当たり前だと思う。

　これが当事者じゃなくて相談された立場であれば、私も蘭と同じように〝気にしなくていい〟と答えただろうけれど、当人となるとまた違うのだ。

　悠介が悪い人間じゃないとわかっているからこそ、お金を使わせてしまうのが申し訳ない。

「でもさ、正直なところ、戸籍にバツがつくわけじゃん。ちょっとためらったりしなかった？　本当によかったの？」

　切り込んだ質問だからか、蘭が私の気持ちを窺うようなトーンで聞いてきたので、笑顔で返す。

「うん。この先、離婚歴で困ることがないとは言い切れないけど、もし困ってもそれはその時に考えればいいかなって。とりあえずは今の安全を取りたかった感じかな」

　間違っても勝手に婚姻届なんて出されるわけにはいかない。

　きっとその時点で、私の人生はあの家に縛られて終わってしまうし、それにどれだけ逃げても怯えなくてはならない生活がもう限界だったのだ。

「動くべきタイミングだったし後悔はないよ」

　そう笑ってみせると、蘭はニッと口の端を上げた。

「私、柚希のそういうあっけらかんとした楽観的なところ好き。でも、結果的とはいえ、相手に有沢さんを選んでよかったよね。柚希のお母さんも、有沢グループの御曹司が旦那だって知ったら気を遣って迂う闊かつに手を出せないだろうし。あ、そうだ。これ、頼まれてた写真ね。勝手にスクロールして見て」

　手渡された携帯には、懐かしい風景が映っていた。

　スクロールしていくと、老舗旅館の外観、玄関、そして通路や部屋まで、お客様が立ち入れる場所が何十枚もの写真に収められている。

　ひとり旅が趣味で、毎月色々な旅館を巡っている蘭に頼んで、白川楼を撮ってきてもらったものだった。

　自分で帰るわけにはいかないため、旅費を私が負担する代わりに様子を見てきてほしいと頼むと、蘭は『もちろん。でも、お金はいいよ。……って言っても聞かないだろうから、半分だけもらおうかな』と笑ってうなずいてくれた。

　ここ一年ほどのしつこい連絡の理由がもしかしたらわかるかもしれないと思い偵てい察さつをお願いしたのだけれど、写真を見る限り、白川楼に変化は見られない。

　大きなリフォーム工事をして資金繰りが難しくなっただとか、そういう理由ではなさそうだ。

「……懐かしい」

　あまりいい思い出がなくとも、やっぱり二十年住んだ場所なので、そんな感想が口をついた。

　こうして白川楼を見るのは、三年ぶりだ。

「どう？　なにか変わってたりする？」

　蘭が横から覗き込んでくるので、ゆっくりと首を横に振った。

「ううん。旅館、どんな感じだった？」

「んー……正直に言うと、そこまでって感じだったかな。建物自体は部屋も温泉も趣おもむきがあってすごく素敵で、掃除とかも行き届いていて綺麗だったけど、温かみがあまりっていうか、旅館ならではのおもてなしがあまりっていうか。次また旅行するなら違うところに泊まろうって考えると思う」

　的を射た感想だった。

　さすが旅行が趣味なだけある。

　温かさやおもてなしの心は、十年前、白川楼から消えてしまったもので……私が大好きだったものでもあった。

「十年前、母親が継いでから客足が遠のいて経営が傾きだしたんだけどね、その時に母親が昔から働いてくれていた従業員を辞めさせたの。人気がなくなったのはフレッシュさがないせいだから必要ないって。ひどい仕打ちだった」

　もしかしたら、私を可愛がってくれていたのが気に入らなくて、というのも理由のひとつだったのかもしれない。

　そういう申し訳なさを感じたから距離をとろうとした私に対して、その時雄二さんは初めて怒った。

『子どもがおかしな気を遣うな』と、真剣な顔と声で言われて少し怖かったけれど、あれはきっと〝諦めるな〟と伝えたかったのだと、今ならわかる。

　私が自分の意思を持ち自由な未来を掴むことを諦めて、ただ母親に虐げられる人生に身を委ねることを、雄二さんは危惧していた。

　本当に情に厚くておおらかで、人の機き微びに敏感で、素敵な人だ。

「結局、そんな風に従業員をリストラしても客足は戻っていない。きっと、母親が関わっている限り白川楼は持ち直さないし、立て直すには外部に任せるしかないんじゃないかな」

　兄と私が仲良くするのを母親が嫌がったため、接触は必要最低限だった。

　でも、本当に少しだけ交わした会話を思い出す限り、大人しいタイプに思う。母親の溺愛は兄本人もわかっているだろうに私に対して横おう柄へいとか意地悪な態度をとるわけでもなかったので、決して悪い人ではないのだろう。

　ただ、私が見る限り、旅館の主人という仕事はあまり向いていない気がする。

「そういえば、お兄さんも多分、見たよ。女将さんの後ろをついて歩いてた。女将さんは〝時期主人となりますのでどうぞよろしく～〟って言って回って、お兄さんが少しでも褒められると〝そうでしょう？〟って顔緩みまくってたけど、そういう態度も老舗旅館には合わないなって思った」

　苦笑いしながらの蘭の話を聞いて、その時の光景が浮かぶようだった。

　実家のことを考えると心をどす黒い霧が覆い、それがたまらなく嫌なので、もう私には関係のないことだと早々に切り替える。

「蘭。写真と偵察ありがとね。助かった」

「ううん。私も楽しかったし、旅費も柚希が半額出してくれた分、浮いたしね。今度旅行したらお土産奮発するから楽しみにしててね」

　私の事情を知っても、こうして明るい笑顔で接してくれる蘭にホッとしながら、カフェの制服に着替え仕事に入った。




　バイトのシフトは、大体早番と遅番で組まれている。十一時の開店時から十六時までが早番で、十六時から閉店時間の二十時までが遅番だ。

　その他、とくに混み合う時間帯に数時間のシフトがランダムに組まれていて、今日の私の勤務はそのランダム要員だった。

　四時間、休みなしで働いてカフェを出たのが十八時半。

　そこまで遅い時間ではないし、宿泊しているホテルまでは基本的に大通りを歩いていけるから、防犯上なんの問題もない。

　たとえ、背中にべったりと視線を感じていたとしても、これだけ人目があれば見る以上のことはできないし……悠介が言っていた通り、さっさと私の現状を調べてくれた方が都合がいいってものだ。

　本当になにも問題はないのだ。それなのに、心をざわざわとした不安が覆い始めていた。




　そんな私の心を投影したような雨雲が空を一気に覆い始めたと思うとほぼ同時に雨が降り始め、小走りでホテルに到着する。

　ずぶ濡れとまではいかなくとも、全身しっとりと濡れた状態でこんな高級ホテルに入ってもいいものだろうか。〝お客様、濡れた状態でのご入室はちょっと〟とか止められないだろうか……と一抹の不安を抱きながらも入り口のガラスドアに近づくと、私に気付いたドアマンの男性が笑顔を浮かべ迎え入れてくれた。

「おかえりなさいませ」と会釈してくれる男性は、私がこのホテルに連泊していると知っているのだろう。

　白川楼でも、常連客や連泊するお客様が外出から戻った際には、フロントや仲居さんは〝いらっしゃいませ〟ではなく〝おかえりなさいませ〟を使っていた気がする。

　とはいえ、白川楼とこのホテルでは受け入れられるお客様の人数が圧倒的に違う。全員なんてとてもじゃないけれど覚えられるわけがないので、主要な人物は把握している程度だろう。

　主要でもなんでもない私の顔を覚えていたのは、言うまでもなく、悠介の連れだからで……悠介って、本当にすごいんだなとこんなところでも実感する。

　そそくさとフロントを抜けエレベーターで三十八階まで上がり、３８１０の部屋番号のドアセンサーにカードキーをかざすと、小さな電子音と共にロックが解除される。

　ここで寝起きするようになってから三日目で、エレベーターにもカードキーにもやっと慣れてきたところだ。

　十九時を回っているのを確認しながら部屋に入り、リビングの明かりに気付く。今朝はライトを消して一緒に出たはずなので、悠介はもう帰ってきているらしい。

　今日の午前中は役所に婚姻届を提出に行ったり、結婚指輪を買ったりするために半休をとらせてしまったため、早い帰宅に胸を撫でおろす。

　突然休んだ午前中分の仕事が午後に回り、悠介が大変な思いをしていたらどうしようと少し気がかりだったのでよかった。

　とりあえず、濡れた髪や体をどうにかしようと思い、洗面所に続くドアを開けようとして、中からする物音にハッとして手を止める。

　危ない……普通に開けるところだった。

　ひとり暮らしが板についているため、家の中でノックをする習慣が欠けつ如じょしている自分を反省しつつ、ノブに伸ばそうとしていた手でドアを叩いた。

　土曜日からの生活リズムを考える限り、この時間にお風呂ってことはないだろう。

　悠介も雨で濡れて着替えるなりしているのかもしれない。

「悠介、ただいま。ちょっとタオルとりに入っても大丈夫？」

「ああ」

　すぐに許可されたのでドアを開けたのだけれど、その途端目に入ってきたのが上半身裸の悠介だったので、頭が真っ白になった。

　厳密に言えば、ワイシャツを着てはいるけれど、そのボタンが全開で羽織っている状態だ。そのため悠介の肌が幅十五センチほど、おへそのあたりまで見えている。

　驚きすぎて数秒間ポカンとしてから、ようやく我に返り両手で自分の目を覆った。

「ちょ……っ、ねぇ！　裸なのになんで〝入っていいよ〟って言うの!?　騙された！」

　なんで半裸状態で私に入室許可を出すのか、わからないし信じられない。

　指の間から睨む私に、悠介は悪びれる様子もなく、わけがわからなそうに眉を寄せる。

「は？　下は履いてるし、上だってほぼ着てるようなもんだろ」

「それは着てるって言わない。絶っ対に言わない」

　私が頑なに譲らないからか、悠介は不思議そうに片眉を上げた。

「そこまで騒ぐことか？　プールサイドの男なんか皆こんなもんだろ」

「プールで上半身裸なのと洗面所で上半身裸なのは意味が違うもん！　女性で考えてみてよ。まず、公共の場のビキニと密室の下着じゃ全然違うでしょ。そういう意味」

　早口にまくしたてると、悠介はようやくその意味を理解したらしく「ああ……それはわかる」と納得してくれた。

　でも、その間もワイシャツのボタンを閉めてくれないため、悠介が動くたびに幅十五センチが広まったり狭まったりしていて目のやりどころに困る。

　チラチラしている分、どうしても目がそこにいってしまう。

「私、身近にお風呂一緒に入るような男の人いなかったし、こういうハプニング慣れてなくて免疫ゼロなの。これでもし悠介が全裸だったら卒倒する自信がある……っていうか、ねぇ。筋肉すごくない？」

　会話中もワイシャツの隙間から覗いていた胸板と腹筋を不意に目にした途端、恥ずかしさを忘れ凝視してしまう。

　鍛えられた体を間近で見るのは初めてだった。

「……なんだよ。見すぎだろ」

　ついには目を覆っていた手を外し、腰を折って観察し始めた私に、今度は悠介が気まずそうな声を出す。

「だってすごいと思って。ねぇ、なにかスポーツしてるの？　食事も気を付けてたりする？　あれ、でも一緒に食べる時は私と同じようなメニュー食べてたよね？」

　となると、運動量がすごいということだろうか……と考えていると、上からふっと笑い声が漏れる。

　腰を折り、両膝に手をついたまま見上げると、悠介が拳を口元に当てていた。

「すごい食いつきだな。筋肉にそこまで興味があるとは思わなかった」

　隠していても、細められた目と吊り上がった口の端、それに揺れる腹筋で、笑っているのはバレバレだ。

　おかしそうに笑う悠介を見るのが久しぶりに思えて、今度は筋肉ではなく顔を凝視してしまう。

　悠介はそんな私の眼差しには気付かずに続けた。

「学生時代からずっとボクシングを続けてるからそのせいかもな。でも、トレーニングとしてであって、試合に出るとか、そういうレベルじゃない」

「へぇ、そうなんだ。でも、ここまで鍛えてるのすごいよね。ちょっと触ってみてもいい？」

　笑顔で見上げた私に、悠介はやや戸惑った様子で顔をしかめた。

「触るって……おまえ、さっきまで裸がどうのって騒いでたくせに」

「だって、改めて見たらすごかったからこんな機会そうそうないし、と思って。ダメ？」

「別にダメだとは言ってない。……触りたいなら勝手にしろ」

　顔を背けた悠介からお許しが出たので、ゆっくりと手を伸ばし肌に直接触れる。

　ペタペタと両手で触っていると、皮膚の下にしっかりと筋肉の存在を感じ、なんだか感動する。

　鍛えられた体が、これまでの悠介の努力を表しているように思え「頑張ったんだね」という言葉が自然と口からこぼれていた。

　きっと、その思いが手つきにも表れていたのだろう。慈いつくしむように、いい子いい子とするみたいに腹筋を撫でる私の手を悠介がそれぞれ掴んで止める。

「あまりベタベタ触るな」

　その声に怒りの感情は含まれていなかったけれど、さすがにやりすぎたかもしれないとハッとする。

「あ、ごめんね。でも、ありがとう」

　折っていた腰を伸ばし、悠介を見上げてお礼を言う。

　悠介は、返事はせずに私をじっと見下ろしていた。両手が掴まれたままなので、なんとなく落ち着かないでいると、そのうちに悠介が「……濡れてる」とつぶやいたので、そこで自分が雨に降られたことを思い出す。

　全身しっとりしているんだった。

「ああ、そうだった。雨に降られたからタオルをとりにきたんだった」

　筋肉で騒ぎすぎて忘れていた。

「悠介も降られたの？　だからここにいたんでしょ？」

「ああ。そこまでじゃないから、上だけ着替えようと思っていたところだ」

　雨に降られたふたりが密室にいたら湿度だって増す。

　それがいくら、普通のアパートのそれよりもよほど広さのある、高級ホテルの洗面所だとしてもだ。

　ああ……そうか。でも、だから、空気の濃度が上がった気がしたのか。

　悠介に両手を掴まれて視線が重なった時から、やけに雰囲気が水分を含んだように感じていたけれど、そういうことかと納得する。

　濡れた前髪の先からこめかみを伝って雫が流れていく感触が気持ち悪くて拭いたいのに、どういうわけか、両手はまだ拘束されたままだ。

　なので、離してくれるようお願いしようと見上げて……なんとなく、それまでとは違う雰囲気を感じ目をしばたたいた。

「……悠介？」

　悠介の目は掴んだままの私の左手を見ている。その視線の先にあるのが薬指にはまった結婚指輪だと気付くと同時に、私自身もようやくその存在を思い出す。

　いい意味で存在感を発しないため、違和感がまるでなく、つけているのを忘れていた。

　高い指輪は皆こうも着用感がゼロなのだろうか。

　呑気にそんなことを考えていると、悠介がこちらを見る。指輪から私の瞳にゆっくりと移動する眼差しになぜだかドキリとした。

　やっぱり、空気がおかしい気がするし……それは湿気の問題じゃない気がする。

　悠介の瞳も、いつもとは違う熱がこもっているように見え、ただ見つめられているだけなのにそわそわして落ち着かない。

　目を合わせていると雰囲気に飲み込まれそうでうろたえる。目が泳いでいるのが自分でもわかるほどだった。

「あ、の……」

「柚希」

「え？」

　雰囲気を変えたい一心で、夕飯にしようと誘うために口を開いたのに、本題に入る前に遮られる。

　名前を呼ばれたから、その先に続く言葉を待ったのだけれど、悠介は私をジッと見つめ、もう一度「柚希」と繰り返すだけだった。

　……そう。名前を呼ばれただけだ。なのに、悠介が息が止まるような真剣な顔で私を見るから。受け止めきれないほどの熱を含んだ眼差しを向けるから。

　まるで、好きだとでも言われているように感じ、胸がトクトクと駆け足になっていた。

　悠介がゆっくりと腰を折り私の顔を覗き込むように近づく。鼻先が触れ合いそうな近距離にビクッと肩が跳ね、ついでに心臓も飛び上がった。

　だって……こんなに顔が近いの、初めてだ。

　逃げ出そうにも腕を掴まれた状態じゃどうにもならないし、それに体が石になったみたいに動かない。

　緊張に耐え切れなくなって伏せた目。その視線の先に悠介の唇が入り込んできて息をのむ。

　鼓動は、きっと悠介の耳にも聞こえているんじゃないかと思うほどに大きく早く鳴り響いていた。

　背中をぶるっとした感覚が走る。呼吸が震える中、形のいい唇がゆっくりと私のそれに近づき、重な――。

「……っしゅん！　いっ……！」

　唇が重なる寸前、くしゃみが出て反射的にうつむく。

　勢いよくうつむいた私のおでこと、顔を傾けて近づいていた悠介の頬骨がぶつかるのは当然だった。

　ゴッ……と鈍い音を立ててぶつかり、痛むおでこを押さえながら顔を上げた。

「ごめん、頭突きしちゃった……大丈夫？」

　私と同様に頬骨を押さえている悠介は、痛みからかわずかに顔をしかめながら「ああ」と返す。

　そして、ややしてから不満そうな顔を私に向けた。

「あそこでくしゃみするか？　普通」

「え、だって生理現象だし、それは……っていうか、悠介がなんか真面目な顔して急に近づいてくるから……」

　私が腹筋をベタベタ触りすぎたのがきっかけではあった。

　でも、悠介が掴んだ両手をすぐに解放してくれたらお互い負ふ傷しょうしなかったはずだ。

　だから、どちらかと言えば悠介が悪いと思うのに、彼があまりに堂々としているせいで、こちらがもごもごと言い訳口調になってしまう。

「今、なにしようとしたの？」

　ジッと見上げて唇を尖らせると、悠介はしれっとした顔で目を逸らし後ろ頭をかいた。

「……別に。おまえが免疫がないだとか言うから少し鍛えてやろうとしただけだ。夫婦の距離感に慣れておいた方がいざって時に役に立つだろ」

「まぁ……うん」

　それは確かにその通りだとは思うものの……それだけではない気がしてなんとなく納得できずに見つめていると、悠介は棚からタオルを取り出して私の頭に置いた。

「風邪ひく前に風呂に入れ。その間にルームサービスを頼んでおく」

「あ、うん。ありがとう」

　いつも通りの普通の態度だった。

　じゃあ、さっきのは本当にただの訓練的なものだったのだろうか。

　あの時流れていた雰囲気には、もっと違う種類のものが含まれていた気がしたのだけれど……私の気のせい？

　そもそも初恋もまだの私が、そんな細かい機微を解読できるはずもないし考えたところで答えなんてでないだろう。

　じゃあ、まぁ、悠介の言う通りでいいか。

　深く考えたところで、無駄なだけだってことは、こんな生い立ちを持っているだけによく知っていた。

〝どうして父親は不倫なんてしたんだろう〟

〝どうして私は親に大事にしてもらえないのだろう〟

〝どうして――〟

　全部全部、考えたところで時間の無駄で、心の負担にしかならないのだ。

　落ち込みたくなくて〝まぁ、いいや〟と割り切り、余裕がなくて〝もう、いいや〟と早々に切り捨ててきたものの中には、大事な初恋もあったりして。

　そんな今さらすぎる可能性が突如生まれ苦笑いを浮かべながらも、やっぱり〝まぁ、もういいや〟と割り切り、お風呂に入るためにバスタブにお湯を溜め始めたのだった。










「完全な絶縁が条件です」




『柚希』

　たくさんの人に呼ばれてきたはずの名前の響きが、まるで告白のように聞こえた。

　それはきっと、雨に打たれた私の頭が若干ショートしていたからなのだろうけれど、問題はそこじゃない。

　恋人を前にした時の悠介を垣間見た気がしたことだった。

　いつもは飄ひょう々ひょうとしていて、〝社会的地位と紳士的態度を身につけた大きな男子〟の悠介が、恋人の前ではあんなに色っぽく、あんなに熱のこもった眼差しで迫るのかと、知ってしまって以来、なんとなく彼にどんな態度で接すればいいのかがわからなくなっていた。

　表面上はいつも通りを心掛けていても、もともと嘘がつけるタイプでもない。

　よって、悠介が私の態度にどこか疑惑の目を向けるようになるのは当然だった。

　夏美さんからランチの誘いを受けたのは、そんな視線をチクチクと感じ始めて三日が経った金曜日のことだった。

　夏美さんが連れて行ってくれたのは、展望が見事なビュッフェ。三十八階の部屋に住んではいるものの、当然場所によって見える景色が違うため、料理の前にまず展望のよさに感かん嘆たんのため息が出た。

　同じくため息が漏れるほどの料理が並ぶ中から、それぞれお皿に盛りつけ席に戻る。

　雑談をしながら食事を進めていると、不意に夏美さんが私の左手をとり、指輪を見て目を輝かせた。

「へー、結婚指輪買ったんだ。いいじゃない」

「あ、でも悠介は〝間に合わせ〟だって言ってました。私はこれで十分だと思うんですけど」

　有沢グループの御曹司が普通に店頭で売っている指輪を贈るなんて、もしかしたら有沢家的にはタブーなのかもしれない。

　だから悠介は〝間に合わせ〟と言ったと考えるとしっくりきて、フォローする。

　もしも悠介が後で夏美さんから怒られることになったら困る。

「オーダーメイドだと時間がかかるしね。でも、一刻も早く柚希ちゃんに指輪を贈りたくてって悠介の気持ちが駄々漏れですごくいいと思う。で、悠介、どんな感じで柚希ちゃんに指輪渡したの？」

　ワクワクを隠そうともしない夏美さんが、体ごと前のめりになって聞いてくるので、答え方に悩みながら口を開く。

「あ、えっと、〝とりあえずの間に合わせだから〟って言われただけなので」

　夏美さんは悠介の恋路がものすごく気になっているみたいだけれど、あまりネタ的なものを提供して後で悠介がからかわれる結果になったら私が怒られる。

　そもそも、本当の恋人でも夫婦でもないので、夏美さんが望んでいるような甘いエピソードも、歯の浮くようなセリフもない。

　でも、新婚夫婦なのにのろけ話がまったくないのも不自然なため、本当に答え方が難しい。

　夏美さんからの誘いを軽い気持ちで受けてしまったことを、ここにきて少し後悔した。

　悠介の援護なしに私ひとりで夏美さんの攻撃を躱かわせるだろうか、と不安から背中に汗が流れる。

「それもそうか。悠介からしたらきっとその指輪は不本意だもんね。でも、結婚を決めていたなら、もっと段取りよく指輪を準備しておけばよかったのに。気が利かない男ね」

「あ、いえ……その、結婚は突発的に決まったというか、再会してからのスピード婚だったので、悠介も用意しておく時間がなかったんだと思います。でも、住む場所とか服とか、私が過ごしやすいように気を遣ってくれているので、とても嬉しく思ってます。この服も、悠介に頼まれて夏美さんが選んでくれたんですよね」

　馴れ初めだとかは悠介とそこまで話を詰めていない。

　個別で聴取された場合、答えが食い違っても困る……と考え、話題を変える。

　私の言葉に、夏美さんは「ああ、それ」と笑顔を浮かべ視線を下にずらす。

　今日着ているチェック柄のベージュのショート丈ジャケットも、黒のニットも、白と黒の切り替えのあるロングのプリーツスカートも茶色いショートブーツも、夏美さんのブランドで、悠介が準備してくれた物だ。

『適当に着ろ』とキャリーバックほどの大きさのある紙袋を五つ渡されたのは、同居を始めた翌日。中身は全部、夏美さんのブランドの服や靴、そしてバッグだった。

　悠介が言うに『何パターンか用意してくれって話したら、これ全部渡された』らしい。

　私の荷物はほとんどがトランクルームなので、その辺を気にして夏美さんに頼んでくれたのだろう。

　服だけでなく、食事や化粧品に至るまで悠介は先回りして気を回してくれるので、今言ったことは嘘ではなかった。

「今までもね、彼女ができたらコーデしてあげるから連れてきなさいって言ってたのよ。でも、そんな機会ずっとなくてね。だから、今回悠介から頼まれて、嬉しくてついたくさん持たせちゃったの」

「こんな素敵な服に袖を通したの初めてなので、少し緊張しますが……本当にありがとうございます。すごく気に入ってます」

　笑顔でお礼を言ってから、そういえばと思い出し続ける。

「あの、昔、有沢グループのレストランに悠介が夏美さんを連れて来店していましたよね。あの時は、美男美女でお似合いだったからてっきり恋人だと思って他のスタッフとバックヤードで騒いでたんですけど」

　あれが夏美さんだったとふと気付いたのはつい先日のことだ。

　ふふっと笑いながら話すと、夏美さんは「ああ、あったわね。そんなこと」と言ってから苦笑いを漏らした。

「お似合いだなんて言われちゃうってことは、悠介のことは本当に眼中になかったのね」

「え……あ、でも昔の話ですから。お互いに再会したのがきっかけみたいな感じなので、悠介も当時はそんなつもりはなかったはずですし」

　せっかく逸らした話題がまた戻ってきた。

　ギクッとしながらも笑顔で返したところで、私の携帯が鳴った。

　バイブレーションの震え方から電話だとわかり、バッグから携帯を取り出す。

　夏美さんに「すみません」と謝りながら確認した携帯画面には、〝母親〟からの着信だと表示されていて、自然と眉間にシワを寄せていた。

「電話でしょう？　私のことは気にせず出て」

「……はい」

　このまま無視したり切ったりしたら、私が夏美さんに気を遣っての行動だととられてしまう。

　それに、私が家族と不仲だということを夏美さんに言っていいものかもわかりかねたので、仕方なく通話ボタンを押した。

　母親からの連絡は基本的に無視していて、私の意思を伝えるにしてもメッセージにしていたので、まともに話すのは家を出てから初めてかもしれない。

《ちょっと！　何度私からの連絡を無視するつもり？　誰に育ててもらったか忘れたの!?　この役立たずっ》

　私が、はい、と二文字言うのも待たずに聞こえてきた声は、ひと言目から激怒しているのがわかるものだった。

　ヒステリックな母親が、従業員やかつての父親に向かって出していた、耳がキンとする声は一瞬で私の心を真っ黒に塗りつぶす。

《本当に信じられない……あなたは私に一生かかっても返せないくらいの大きな恩があるのよ。それを忘れて家出なんて、そういう図太さはあの女譲りなんでしょうねぇ》

　たっぷりと嫌味のこもった声は三年前から変わっていなかった。

　立てた爪でせわしなくテーブルを叩いている音が電話越しでも聞こえてくる。

「それで、用件は……」

《わかってるでしょう？　縁談の件よ。いい？　すぐに帰ってきて結婚しなさい。今回のお相手はどうしても逃がしたくないの。私とこの家に尽くして、少しくらいは役に立ちなさい》

　一方的にきつく言われると、一気にあの家にいた頃に気持ちが引き戻される。

　何度割り切っても処理が追い付かずにどんどんどす黒く曇っていく胸に、やっぱり電話に出なければよかったと後悔した。

　この人には、なにを言ったところで伝わらない。まず、母親に私の言葉を聞こうとする姿勢がないのだから、正しいことを言っているのが私の方だとしても関係ないのだ。

　母親の前では、そしてあの家では、私の意思なんてないも同然なのだから。

　こんな風に怒り狂っているところを見る限り、白川楼の経営はやっぱり傾いていてどうにもならないのだろう。切羽詰まっているのは母親の声でわかる。

　だとしたら、今は好機でもないのかもしれないけれど、どうせ声を聞かなければならないのなら一度で済ませたいので、重たい口を開く。

「無理です。私、もう結婚しているので」

《は？　結婚って……なにを勝手なことしてるの!?　あなたは私が決めた相手と結婚するって何年も前から決まってたでしょう！》

「決まってません。そちらが勝手に決めただけですし、私が誰と結婚しようと自由なはずです」

　そう答えながら、ひとつ不思議に思う。

　私の結婚については、もしかしたらもう知っているのかと思っていた。

　何日かに渡って感じていた視線が母親の雇った探偵のものだったら、もう報告が上がっているはずだから。

　でも、母親の反応を見る限り私が結婚していると初めて聞いたみたいだし……住んでいるところを特定したかっただけで、戸籍までは調べていないのだろうか。

　考えを巡らせている間も、携帯の向こうでは〝恩知らず〟だの〝どうしてくれる〟だのという一方的すぎる命令がひっきりなしに響いていた。

　それは私の耳に届くだけでは収まらず、どうやら夏美さんにまで聞こえていたらしい。

「柚希ちゃん。ちょっと代わってもらってもいい？　私もひと言挨拶しておきたいから」

　手を差し出す夏美さんは、にこやかな表情をしてはいるものの、引く気はないのが雰囲気からわかった。

　正直、母親とは関わってほしくない。きっと嫌な思いしかしないだろうから。

　でも、夏美さんが挨拶したいというのも当然なので、少しためらいながらも携帯を渡した。

「お電話代わりました。初めまして。柚希さんの結婚相手である……あ、いえ、姉です。はい……そうなんですね」

　夏美さんの対応から、母親が挨拶を聞き終えずに自分勝手に怒鳴っているのだろうと想像がついた。

　内容まではわからないにしても、携帯を通して音割れした母親の声がところどころ聞こえてくる。

　私にならまだしも、他人相手にもそんな態度がとれる母親を心底軽蔑した。

　あの母親の罵ば声せいを今、夏美さんが受けているのだと考えると申し訳なくてたまらなくなり、自然とうつむいてしまう。

　そんな私に気付いた夏美さんが、私が膝の上で握りしめていた手に、自身の手を重ねるのでハッとする。

　顔を上げると、夏美さんが携帯を耳に当てたまま微笑んでいた。

〝大丈夫〟とアイコンタクトした夏美さんが、携帯を持ち直す。

「ええ。わかりました。お母様のご心配はもっともです。電話では埒らちが明かないですし、今週末そちらに伺いますね。しっかりと話せばこちらの事情もわかっていただけるかと思いますので……はい。では、失礼いたします」

　夏美さんがあまりに穏やかな表情と声で言うので、内容を理解するまでに時間がかかった。

　でも、『今週末そちらに伺いますね』という声が頭の中でリピートされた途端に慌てて口を開く。

「え、夏美さん、今、今週末って……っ」

　驚きすぎて言葉が続かない私に携帯を返しながら、夏美さんはなおもにこやかだった。

「うん。なんだかひどく混乱してるみたいで話にならなかったから、直接会った方がいいかと思って。あ、もちろん私も同行するわ」

「えっ、いえ、それは……っ」

「それに、悠介との結婚のこと、お母様にきちんと報告していないんでしょう？　だったら一度帰った方がいいわ。今後にも関わってくるし」

　結婚の報告を母親にしていなかったという事実を知っても、夏美さんはそれを咎めるわけでもなく、ただ優しく帰省を促す。

　夏美さんの言う通り、結婚の挨拶なのだから、直接顔を見てするのは当然ではある。

　でも……。

「それは……普通の家庭だったらの話です。うちは少し事情があって……実は関係が良くありません。だから、結婚を機に家族や実家から離れようと考えているんです」

　目を伏せ、膝の上で拳を握る。

　こんな話をしたら、悠介との結婚を夏美さんが反対するかもしれないとは考えた。

　でも、あの母親に夏美さんを会わせる方がまずい。

　母親が夏美さんになにを言うかわからないし、私だって顔を合わせたくない。

　詳しい事情を求められたらどう説明したらいいだろう……と考え恐る恐る顔を上げると、夏美さんがそれを待っていたように目を細めた。

「大丈夫よ。私は柚希ちゃんと悠介の味方だから。それにね、一度帰った方がいいっていうのは、悠介のためでもあるの」

　それは……確かにそうだ。

　妻の親に結婚の挨拶もしなかったなんて、常識的にありえないし、有沢グループの御曹司ならなおさらだ。

　形だけでも顔合わせはしておかないと後々まずいというのはわかる。

『今後にも関わってくるし』

　夏美さんがどういう意図でそう言ったのかはわからないけれど、その通りだ。

　悠介が再婚するとして、前妻の親に挨拶しなかったという事実は残しておかない方がいい。離婚歴以外の汚点を、悠介の未来に残したくはない。

　母親がどんな対応をしたとしても、きちんと有沢家の人が挨拶に出向いたという事実が残ればそれでいいのだ。だったら……。

「わかりました。週末、帰ります」

　顔を上げてうなずいた私を見て、夏美さんは「大丈夫よ。柚希ちゃんをひとりにはしない。だから事情を話して」とハッキリと言ったのだった。




　日曜日、約三年ぶりに足を踏み入れた白川楼は記憶の中のそれとどこも変わっていなかった。

　月曜日、蘭に写真を見せてもらった通りだ。

　建物を囲む、黄土色の塗り壁。入口の門横には和紙をイメージさせる照明があり、そこに白川楼の文字が入っている。

　門をくぐり、石畳のアプローチを少し進むと三階建ての純和風の旅館入口に辿り着く。夜には建物内から懐かしさを感じる暖色の照明が漏れ、なかなか風情があったっけ、と思い出す。

　大きな窓からは、昔はせわしなく動き回る仲居さんの姿が見えたけれど、今は閑散としていた。

　十月という、時期的にも過ごしやすい季節の日曜日にもかかわらず満室でないのだから、経営が傾いているのは疑いようのない事実だった。

　母親が継ぐまでは、三カ月先まで予約がいっぱいなんてこともざらにあったのに。

　いくら私にはもう関係ないとはいえ、長い間過ごした白川楼が廃すたっていく様子を見るのはなかなか寂しいものがあるのは確かだった。

　母親と兄、そして私は、白川楼と通路で繋がっている、いわば別館で暮らしていた。

　話し合いはその別館でという話だったので従業員通用口から別館に入り応接間を覗くと、そこにはすでに母親と兄の姿があった。

　二十畳近くある和室には、六人ほどで囲めるちゃぶ台が二台連ねて置いてある。いつも通り着物に身を包んだ母親は上座に座り、その隣にワイシャツ姿の兄が座っていた。

　私に気付くなり目つきを険しくさせた母親も、なにも興味なさそうに目を伏せたままの兄も、建物同様、記憶の中の姿と変わらない。

「離婚届は出してきたんでしょうね。親に相談もせず勝手に結婚なんて……恩を仇で返すような真似して恥ずかしいと思わないの？　ああ、そこまで考えが至らないんでしょうね。不倫するような女の血を引いているんですものね。汚けがらわしいっ」

　思い切り歪めた顔で言われる。

　長居するつもりはないので、間口に立ったままでいると、母親が顔をしかめたまま「あなた、ひとりで来たの？」と聞く。

「はい。電話で話した人なら後から来ます」

　夏美さんは後から来る予定でいる。

　というのも、母親の鬱憤をそれなりに吐き出させた後じゃないと、どれだけ失礼な言葉を夏美さんに向けるかわからないからだ。

　とりあえず、私に不満をぶつけさせてから会わせた方がいいと思い、夏美さんには三十分後に入ってきてもらう算段でいる。

「そもそも結婚するっていうのに、親に挨拶にも来ないなんてどうかしてるわ。普通、三つ指をついて頭を下げるものでしょうに……さすが、あなたが選ぶような人ね。程度が低すぎる」

　感情のコントロールができない母親は、今日はヒステリックに叫ぶというよりも、嫌味なトーンでネチネチと言う気分らしい。

　まだ家族とうまくやりたいと諦めていなかった小さな頃は、日によって態度を変える母親への対応に困惑したものだ。

　まぁ、どんな態度にせよ一貫して私には悪意しか見せなかったのでそのうちに糸が切れるように諦めようと思えたけれど。

　母親の嫌味な声を、心を無にして聞き流しながら、チラッと兄に視線をやる。

　私がここに来てからひと言も発していない兄は、私のように感情を捨てたみたいな顔をしていた。

　母親は兄にだけは甘いけれど、それ以外の人間に対しては非道とも言える態度をとる。

　そんな母親を一番近くで見てきた兄にもなにか思うところはあるのかもしれない。

　家を出る前は、兄にも苛立ちを感じたこともあったものの、三年離れてみたらなんだかかわいそうだという思いが生まれていた。

「それにしても勝手なことをしてくれたわね。あなたの価値なんて資産家に嫁ぐくらいしかなかったのに、バツイチなんてなったらもう誰ももらってくれないじゃない。うちの看板に泥を塗るような真似をして……計画が台無しよ。本当にどうしてくれるの？」

　看板を傷つけて、客足を遠のけさせたのは母親だろうに。

　相変わらず自分の非を認めずに他人を責める様子に嫌気が差しながらゆっくりと口を開く。

「白川楼については、私にはなにも関係がないことですので。それに私は、離婚するつもりも、そちらが決めた相手と結婚するつもりもありません。今日はきちんとそれを伝えにきただけです。そちらの要求はなにひとつのみませんし、恩返しするつもりもさらさらありません」

　淡々と言い、母親を見た。

「私が家を出るまで、ご自身が私をどんな風に扱ってきたか忘れましたか？　それなのに私がいつまでもあなたに恩を感じていると考えていたなら、笑っちゃうくらいありえない話ですけど」

　母親が顔中に怒りを広げたのは予想通りにしても、兄が目を見開き私を見たのには驚いた。

　いつもなんの感情も出さなかったのに……と考え、でも私だって色々と諦めてからは、家族間では無感情を意識していたしな、と思い直す。

　あんな急ではないにしても、いずれ家を出るつもりではいたからそれまでの辛抱だと自分に言い聞かせ、基本的に母親の言葉は聞き流してきた。

　だから、兄からしたら、私がこんな風に面と向かって逆らうのは意外だったのだろう。

「私が今日ここに来たのは、相手方が結婚の挨拶をしたいと言ってくれたからです。あちらの事情もあるでしょうし、私も一度顔合わせはしておいた方が世間体的にもいいと思ったから来ただけで、本来であれば二度と敷居をまたぐつもりはありませんでしたし、顔も見たくなかったです」

　あまりにすらすらと口をついて出てくる言葉の多さに自分でも戸惑う。

　家を出るあの日まで、母親になにを言われたところでスルーしてきた。どれだけひどい言葉を投げつけられたって、どんな怒鳴り方をされたって、逆に存在自体をまったく無視される日が続いたって、なにも言わず耐えられた。

　それなのに、今、それができていない。

　自分の居場所が他にあるという安心感からなのか、それとも、三年という時間が私のストッパーを壊したからなのか。

　事を必要以上に荒立てないためにも、私の意思を伝えるのは最小限にとどめた方がいいとわかっているのに止まらず驚く。

　誰かに、ここまで悪意のこもった言葉を吐ける自分の醜さにも、ここまで溜まっていた母親への不満にも。

　自分自身に内心うろたえながらも、これから夏美さんが来るのだから、とどうにか律しようと心掛ける。

『話が通じない相手みたいだし、弱みを握ってこちらが優位に立つのが一番だと思うのよね。そうね、たとえば、柚希ちゃんがネグレクトされていたって情報を流しちゃうぞとか。現状が相当悪いなら、旅館の客足がこれ以上遠のくのは避けたいはずだから、些細な弱みでいいと思うの』

　私は、関わりたくない相手ならこちらが逃げるまでだと思い実行したけれど、夏美さんは、それは根本的な解決にはならないし一度対たい峙じすべきだと言った。

　きっと、私ひとりでは勇気が出せず辿り着かなかった答えだ。

『これだけ執拗にメッセージや電話がきているし内容が内容だから、脅迫罪も適用になると思う。あとは……ごめんね。立ち入ったことを聞くけど、家庭内暴力とかは大丈夫だった？』

　私が傷つかないか心配しながら聞く夏美さんに笑顔でうなずいたのは二日前。

　それからここに来るまで思い描いていた作戦を再度思い浮かべた時、母親が「はっ」と笑いを吐き出し、立ち上がる。

　そして、私の目の前に来て顔を歪めた。

「顔も見たくなかったのは私の方よ。汚れた出生のあなたを、私がいったいどんな気持ちで二十年以上も家に置いてやったと思うの？　毎日早く消えればいいと、どれだけ憎々しく思ってきたか、頭の足りないあなたにはわからないでしょうね。そういうところは、顔くらいしか取り柄のなかった母親にそっくりよ。どうせ、結婚相手だって外見だけで取り入ったんでしょ？　親子して汚らわしい」

　サンドバッグにならないと。

　自分自身にそう言い聞かせるのに、湧き上がってくる怒りが簡単にその意志を飲み込んでいく。

　それでも、感情的になったら負けだという、私の中にあるルールだけが怒りの波に揉まれながらもどうにか形が保たれていた。

『向き合うに値しない人間に感情的になっちゃダメだ』

　母親にツラく当たられる私を気にかけてくれる人はたくさんいた。その中には、小さな私にそう繰り返し教えてくれる人もいて、もらった言葉は私の中に未だに残って核となっている。

　感情的にならないために、深呼吸を一度してから口を開く。

「消えればいいと思うほど私の顔が見たくなかったなら、そもそも引き取らなければよかったんです。それなのに、私が自分の目の届かないところで少しでも幸せになるのが許せないからと、虐げて不幸な目に遭わせるためにここに置き続けたのはそっちでしょ」

　気に入らないのなら、放っておけばよかったのだ。

　不倫相手から私を奪うようにして引き取ったのも、父親が亡くなってもなお私をよそに預けなかったのも、紛れもなく母親の選択だ。

　私を虐め、こき使い、父親と不倫相手への鬱憤を晴らしたかったのだろう。同居は自分で選んだ結果のくせに、顔を見たくなかったというのは勝手すぎる。

「父親に裏切られたあなたは、確かに最初は被害者だったのかもしれない。でも、私にとっては加害者で、嫌悪の対象でしかないです」

「あなたっ、育ててやった私に対してよくもそんな口が聞けたものね！　家に置いてやった恩も忘れて……っ。普通はね、血の繋がりもないのに育ててもらったら、一生かけて恩返ししていくものよ！」

　ネチネチとしていた母親の声が、いつの間にかヒステリックモードに切り替わっていた。

　キン、と耳に嫌な音を響かせる声色に自然と眉間にシワが寄り、手を握りしめると指先が冷たくなっていた。

　母親が何度も繰り返す〝恩〟という言葉がざらりとして耳にも胸にも残りとても不快だった。

　私だって……。

「私だって、こんなこと言いたくなかったです。ありがとうって、心から感謝して恩返ししたかった。母の日には毎年プレゼントを選んでみたかったし、学校で制作した折り紙のカーネーションを、ただ捨てるんじゃなくて手渡してもみたかった」

　保育園で描いた似顔絵も、紙粘土でビンを包んで作った花瓶も、拾い集めたドングリで飾りつけた写真立ても、誰かの目に触れることもなくゴミ箱行きとなったけれど、本当だったらきちんと渡して、そして喜んでほしかった。

　でも、その夢を壊すどころか、抱くことすら許してくれなかったのは紛れもなく母親だ。

　母親の私への態度は、私が自分自身の存在を否定するようになるには十分すぎた。

「生まれてきたくなかったなんて……消えてなくなりたいなんて、本当は一度だって思いたくなかったのに」

　うまく折り合いがつけられずにいた、一番ツラかった頃の感情が蘇り目の奥が熱を持つ。

　大事にされたいと、諦めきれずに望んでいた小さな自分が胸の中で暴れているのを感じた。

　それに流されないよう、もう一度深く息を吐いて気持ちを切り替える。

　感情的になるな。

　しっかりと前を向け。

「話が逸れましたが、私はなにを言われても離婚しませんし、今後ここに戻るつもりもありません」

　母親の目を見て続ける。

「あなたに尽くそうと思う日は絶対に来ないので、そちらも私を利用しようなんて計画は今後も立てない方が身のためです。私はこれから、この家のことは忘れて幸せに――」

　パン、と乾いた音が聞こえた途端、頬にビリビリとした痛みが広がっていく。

　これまで、無視されたり怒鳴られたりはしたものの、直接的な暴力はなかったので驚いた。

　首と顔がちぎれていないだろうか。そう思うほどの衝撃で、母親が本気で私を叩いたのがわかった。

　呆然としたまま頬に手を当て、ゆっくりと視線を戻すと、まさに鬼の形相がそこにあった。

「生まれてこなければよかったなんて、何度私があなたに対して思ったことか……」

　怒りからか、震えた声で呟いた母親がきつく私を睨みつける。

「私の方がよっぽどあなたが消えればいいと思ってるの！　それでもここに置いてやるって言ってるんだから、あなたはただ黙って私に従って一生不幸に泣いて過ごせばいいのよ。それでも、父親と不倫相手の罪滅ぼしにはまだ足りないけどね！」

　母親は、怒鳴りながら嫌味に笑っていた。

　まるでなにかに取りつかれているんじゃないかと思うような態度に動揺から視線がグラッと揺れながらも、なんとか保ち、時計に目をやる。

　もうすぐ三十分が経つ。夏美さんが来るまでに……どうにか、場を収めなくちゃ。

　でも、どうやって……？

　たった一度頬を叩かれただけで、恐怖に支配されなにも考えられなくなっていた。

　打たれた頬が熱を持ち、じんじんとした痛みが広がり体中を侵食していく。

　これまでの、母親の冷たい眼差しだとか、私を否定する言葉の数々だとか、存在すら無視された生活だとか、色々なものが走馬灯のように私を覆っていき、呼吸がうまくできなくなる。

　まるで海の中にでも沈まされたみたいだ。

　ずっと、そんな過去は乗り越えたと思っていた。

　私は大丈夫だって。

　それなのに、今さら、本当はトラウマとして心に残っていると気付かされる。

　まだ、どこかで母親に愛されたかったと願う自分が眠っているのだとわかり、ものすごい自己嫌悪に襲われた。

　なにも言えなくなりジッと見つめている先で、母親は険しい顔のまま続ける。

「あなたが幸せになるなんて許されないのよ。わかったら二度と私に逆らわないで、ただ従っていれば……っ」

　怒りに駆られた母親がさらに手を振り上げた時、後ろから伸びてきた腕に体ごと引き寄せられた。

　バランスを崩し二歩後退したところで背中がなにかにぶつかり、咄嗟に後ろを見上げて目を見張った。

　だって、そこに立っていたのが夏美さんじゃなくスーツ姿の悠介だったから。

　真っすぐに私を見る瞳を確認した途端、やっと空気を吸えてホッとする。悠介のいつもまとっている香りがふわっと鼻をくすぐり、強張っていた体が解けていく。

　恐怖一色でなにも考えられなかった頭も動き出した気がした。

　私の肩を掴んで支える悠介の手が温かくて自然と息をついていた。

「え……なんで？　夏美さんは？」

　本来の計画であれば、弁護士を連れた夏美さんが登場する場面だ。

　それなのに、どうして悠介が……と驚いている私を見て、彼がわずかに顔をしかめる。

　その視線が母親に叩かれた頬を見ているとわかり、なんとなく手で覆って隠す。

　気まずいのは、パニック状態を見られたからか、悠介がツラそうな眼差しを向けるからか、おそらくどちらもだろう。

「今日は来ない。代わりに俺が来た。柚希に言っていなかっただけで、俺も姉さんも最初からそういうつもりだった」

「え、でも……」

　悠介だけが来ても、計画通りことが運ばないと心配していると、彼はそれに気付いたのか「問題ない」と言い、胸ポケットから名刺入れを取り出した。

　そして、突然の登場に呆然としている母親に一枚の名刺を差し出す。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。有沢悠介といいます」

　悠介の名刺を受け取った母親は、ハッとした顔をして「有沢……？」と呟く。

　心当たりがある様子だった。

「そのご様子だと、私のことはご存じのようですね」

　悠介も私と同じことを思ったらしい。

　ゆっくりと顔を上げた母親は、バツが悪そうな表情を浮かべていた。

「知っているもなにも……あの、今日はなにをしにここへ？」

　有沢グループの名前は、当然母親だって知っている。

　だから驚くのは無理もないけれど、母親の態度にはなんとなく引っかかりを感じた。

　ただ、有沢グループの御曹司が現れたから驚いているだけではないような……私の勘違いだろうか。

「夫としての挨拶ももちろんですが、妻である柚希の弁護をするためにお邪魔させていただきました」

「夫って……まさか、結婚相手って……」

　驚きょう愕がくの表情で私を見た母親に答えたのは、悠介だった。

「はい。柚希さんとは先日入籍させていただきました。事情があり急ぐ必要があったためご挨拶が遅れてしまったことを申し訳なく思っていましたが……先ほどのやりとりを聞かせていただき、挨拶の必要も謝罪の必要もないと思い直しました」

「え……」

「私の大事な妻に手を上げた上、〝消えればいい〟だの〝一生不幸に泣いてればいい〟だの、ひどい言いようでしたね」

　悠介の言葉を聞いた途端、母親の顔色が悪くなる。

「血の繋がりがない柚希を手元に置く決断をされたのはご自身でしょうに、関係のない恨みつらみをすべて幼い彼女に向け続けて発散していたなんて、あまりに大人げないとは思いませんでしたか？　とてもじゃないですが、大人が小さな子ども相手にする所業じゃない」

　焦った様子の母親が「それは……っ」と言いかけた時、母親の手から名刺が落ちる。

　私の足元に落ちたそれを拾い、書いてある文字に目を見開いた。

〝有沢法律事務所　弁護士　有沢悠介〟

　弁護士って……悠介が？

　そう驚くと同時に、昔バイト先に来ていた頃、よく弁護士関連の本を広げて勉強していたことを思い出す。

　すっかり忘れていたけれど、あの頃から悠介は弁護士を目指していた。

『おまえがもし騙されたら弁護してやってもいい』なんて、偉そうに笑われた記憶がある。

　まさか本当に夢を実現していたなんて……と場違いにも感動して見上げていると、悠介が母親を見ながら口を開く。

「柚希の怪我については、これから病院に行って診断書をもらってから警察で被害届を出します」

　診断書だとか被害届だとかの単語に、母親は「……は？」と声を漏らしていた。

　私も悠介の言っている意味がよくわからず、その横顔を見つめる。

「当然だと思いますが。大事な妻が心身ともに傷つけられたわけですから、警察に届け出ます。ああ、可愛くて仕方のないご子息の母親として前科者になることを心配されていますか？　それとも旅館の女将の立場として、今後の影響を考え後悔していらっしゃるのでしょうか。……まぁでも、自業自得ですよ」

　悠介が淡々と告げると、母親は動揺から瞳を揺らす。

　母親が誰かに対してこんな風に弱気になるところを見るのは初めてだった。

「あの、警察だけは、どうか……」

　兄と旅館。どちらを心配したのかはわからないけれど、母親が弱々しい声を出す。

　悠介はそれを恐ろしいほど冷静な目で見た後、私に視線を移した。

「柚希はどうしたい？」

　私にそう問う瞳には心配の色が窺えてホッとする。

　よかった、私の知っている悠介だ、と息をついてから、質問の答えを考えようと頭を動かす。

　そうだ。きちんと決着をつけないとダメだ。

　両手の拳をきつく握りしめ、顔を上げた。

「私に今後一切関わらないと約束してくれるなら、病院にも警察にも行きません。完全な絶縁が条件です」

　私が欲しいのは、永久的なしっかりとした縁切りと安心だ。

　夏美さんとも最終的にそこに納得してサインがもらえるよう、ネグレクトだとか脅迫だとか母親の後ろめたい部分を責めてうまく話を進めようという計画でいた。

　そう考えると、母親が私を叩いたことでこれ以上ない弱みを手に入れられたのかもしれない。

　でも……さっき、悠介が来てくれるまでの感情を思い出すだけで体の芯まで恐怖に飲み込まれそうになり指先が震え出すので、本当に結果的には、というだけだ。

　急に心細くなり悠介のスーツの裾を掴む。

　そんな私に気付いた彼は、私の背中を撫で「大丈夫か？」と声をかけた後、腰を下ろすように言った。

　そして私を座らせると、未だ目を伏せ口元を歪ませたままの母親に、鞄の中から取り出した二枚の紙を差し出す。

「交渉としては先ほど、柚希が言った通りです。今後、彼女に二度と関わらないと約束してくれるのであれば、訴えはしません。簡単な話です」

〝念ねん書しょ〟と他の文字よりも大きく書かれた紙の最後には、署名捺なつ印いんするスペースがあった。

　母親は、苦虫を噛み潰したような顔をしながらも、最初に座っていた場所に腰を下ろす。

　悠介が弁護士と知ったからか、随分大人しくて拍子抜けする。

　チラチラと悠介の顔色を窺っている様子は、なんだか怯えているように見えた。

　悠介は、二枚の念書とボールペン、朱肉を置くと私の隣に腰を下ろす。そして、一度私を心配するような眼差しをよこすので、軽く微笑んでうなずいて見せた。

　悠介の隣に並んだ途端、呼吸がしやすくなり肩から力が抜けたことに自分自身で驚く。

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしてやると心に決めていたし、途中まではそこそこ戦えたつもりだ。それなのに、一気に崩れてしまったのが情けない。

　でも、こうして味方がいるだけでこんなにも心強いのかと、こっそり息をついた。

　母親をまっすぐに見る悠介の横顔を見て、もう大丈夫だと安心していた。

「残念ながら、家族の縁は法律ではどうやっても切れないのが現状です。ですが、なにも手がないわけでもない。まずは、面談禁止、架か電でん禁止の仮処分を裁判所に申立てし、個別の禁止条項を決め後ほど通知いたします。ちなみに、一度の違反行為につき十万円の違反金が発生しますので、柚希に近付いたり電話をしたりする際には、そのことを覚悟の上でお願いします」

　淡々と説明する悠介に、母親は気に入らなそうに目を伏せているものの、なにかを言い返す気配は見られない。

　私を殴った手前、弁護士相手では勝ち目がないと悟っているのかもしれない。

　二枚の念書に署名捺印を求められても、少しためらった後は大人しく従っていた。

　もともと、念書への署名捺印が最終目的だった。

　それを夏美さんが連れてきた弁護士さんがやってくれる予定だったので、まさか悠介が登場するとは思わなかったけれど、それ以外は予定通りだ。

　しっかりとした公的文書が完成し、ホッとする。

　内容とサインを再度確認した悠介は、それぞれを茶封筒に入れると、一枚を母親の前に差し出し、もう一枚は鞄にしまった。

　そして「では、私たちはこれで」と立ち上がった後、母親に視線を向けた。

「柚希は私が守っていきます。おかしなことを考えないようお願いします。先ほど説明した繰り返しとなりますが、今後、柚希に接触してきた時点で違反行為となりますので。守っていただけない場合はこちらも警察に相談せざるをえなくなります」

　警察という単語に、母親はぐっと唇を引き結ぶ。

「事を大きくしたくないのでしたら……わかりますよね」

　最後に釘を刺すように言った悠介に、それまで黙っていた母親が顔を上げる。

　そして、懇願するような表情で口を開く。

「あの、この旅館の件は……っ」

「それでは、失礼します」

　母親の言葉を遮り、無理やり話を終わらせた悠介が、私の肩を抱き強引に歩かせる。

　母親がなにを言おうとしたのか気にはなるとはいえ、一刻も早くここを離れたい思いの方が勝った。

　もう念書ももらえたし、ここにいる理由はない。

　なので「歩けるか？」と聞く悠介にうなずき、家を出るために足を進める。

　三年前はまるで夜逃げのように脱出したけれど、今回は本当にしっかりと顔を合わせお互いに納得の上だ。

　スッキリとした心が気持ちよかった。










「期限付きが惜しくなったか？」




《じゃあ、しっかりと念書も書いてもらえたのね。よかった。ごねても悠介がついていればどうにかなるとは思ってたけど、別れ際にあまりに揉めるのも嫌じゃない？　だからすんなり事が運べばいいなって思ってたの》

　悠介の運転に揺られながら、携帯の向こうから聞こえる夏美さんの声に苦笑いを漏らす。

　果たしてあれは〝すんなり〟と言える状況だっただろうか。

　でも、夏美さんの言うように、悠介が出てきてからは早かったし、嫌味も罵倒もヒステリーも母親の通常運転だ。だったらスムーズに運んだのだろう。

　ちなみに悠介は、私が応接間に入ってすぐに、通路で待機していたらしい。そして、私が引っぱたかれたのがわかったので予定より早く登場したと言っていて……つまり、私と母親の会話はほぼ全部聞かれていたことになるので、そこには少し気まずさを感じた。

　私も、生まれてきたくなかっただとか結構心の深い部分まで出してしまっていたし、聞いていて気持ちのいいものではなかっただろう。醜い内輪揉めを聞かせて申し訳ない。

　車に戻った途端、悠介は私の頬に傷がないことを確認しシップを貼った。今はシップがその効果を十分に発揮し、頬の熱を奪ってくれている。

「でも、まさか悠介が来るとは思っていなかったのでびっくりしました」

《柚希ちゃん、悠介が弁護士だって知らないみたいだったから、言わないでいた方が楽しそうかなって。ほら、ヒロインのピンチに満を持してヒーロー登場みたいで悠介の株が上がったでしょ？》

「そうですね」

　お茶目な夏美さんに、ふふっと笑いながら答える。

　悠介が言っていたように、どうやら最初から彼を同行させるつもりだったらしい。

《悠介は普段は企業の顧問弁護士としての仕事がほとんどだけど、欲目なしで見てもなかなか優秀だし、なにより柚希ちゃんのためならどの弁護士よりも親身になるだろうし、他に適任はいないと思ったの》

　そう言われたら、サプライズを責める気にはなれない。

《あのね、そこからの帰り道に私のブランドのホテルがあるの。部屋をとってあるから、悠介と泊まっておいで。柚希ちゃんも疲れただろうし、ゆっくりしてきて》

　突然の申し出に「えっ」と驚くと、夏美さんが続ける。

《悠介は了承してるから大丈夫。もう向かってるはずよ。あ、着替えとかお泊り道具は一式ホテル側で用意させてるから柚希ちゃんは手ぶらで平気よ。なにか足りない物があったら、スタッフに言えばすぐに用意するよう伝えてあるから心配しないで。じゃあ、また近いうちにランチ行こうね》

　明るい声のまま通話が切れる。

　どこまで本気かわからない提案だったので、咄嗟に運転席を見ると、それに気付いた悠介は前を向いたまま口を開く。

「姉さんのブランドのホテルだろ？　もう先に見えてる。俺も来るのは初めてだ」

　悠介に倣って前を向く。進行方向の左側には確かに洋館が見えた。

　背の高い針葉樹に囲まれた中に、アイボリー色をした建物がある。

「隠れ家をイメージしたって話だ。ホテルで使われているタオルやバスローブ、浴衣、カーペットや家具まで、気に入った物は購入できるらしい。まぁ、つまりは大規模な展示会場だな」

「すごいね……。夏美さんのブランドってアパレル関係だけだと思ってたけど、家具とかまで手を広げてたなんてびっくりした。全部夏美さんのデザインなの？」

「もちろん専属のデザイナーも抱えてはいるが、八割方は姉のデザインらしい。姉のセンスを気に入った客に頼まれて作ったのが始まりで、それなりに固定客がついた今は東北に二号店を建設中で、来年の夏には西日本にも完成予定だと聞いている」

　そこで一度切った悠介が私にチラッと視線をよこす。

「それで、落ち込んでいる理由は？」

「え……なんで？」

「旅館を出た時にはスッキリした顔をしていたのに、車に乗ってしばらく経った頃から急に大人しくなった。誰でも気付く」

　そんなことはないと思う。

　常にしゃべっているような口数がものすごい多いタイプでない限り、少し黙っていたくらいで気になったりしない。

　私は暗い性格ではないし子どもっぽい部分はあるにしても、そこまでうるさいわけではない……はずだ。

　それに、車に乗り込んでから十分もかからないうちに夏美さんに電話をかけている。

　そんなわずかな間に私が元気かどうかなんて悠介にわかるものだろうか。

　弁護士って、洞察力がものすごいとか？

　だとしたらすごいな、と思いながらも笑顔を作って「そんなことないよ。大丈夫」と答えると、悠介は呆れたように小さく息をついた。

「俺は、無理して笑われるよりも素直に打ち明けてくれた方が嬉しい」

「別に無理したわけじゃ……」

「バイトしていた頃から、柚希が落ち込むとなんとなく横顔でわかるんだよ。別に決定打があるわけじゃない。それでも、なぜかすぐにわかる」

「……そうなんだ。……そっか」

　きっと悠介は人の機微に敏感なのかもしれない。

　そんな優しい人が弁護してくれたら、依頼する側だって心強いだろう。

「じゃあ言う。悠介、私がバイトしていた頃から弁護士になるための勉強頑張ってたでしょ。それを思い出して……きっとすごく頑張ってとった弁護士資格なのに、私のくだらないお家騒動に使わせちゃったんだなって思ったら、ちょっと反省っていうか」

　運転する悠介の横顔を見ながら続ける。

「夏美さんが、悠介は普段は企業の顧問弁護士としての仕事がほとんどだって言ってた。よくわからないけど、今回のケースって悠介が普段している仕事で扱わないような案件なんじゃないかなって。だとしたら、わざわざ調べて勉強してくれたのかなって」

　ただでさえ忙しいのに、私のせいで仕事を増やしたんじゃないだろうか。

　そこが心配で言うと、悠介は少し黙った後口を開く。

「おまえの言う通り、普段の仕事内容とは違うから、今回同行するにあたって多少は調べた。不安があると態度に現れるし、なめられたら負けだからな」

「……そっか」

「でも、詳しくないことを調べるのは普段の仕事でも当たり前のことだし、それを無駄だとも負担だとも思わない。だから柚希もつまらないことを気にしてらしくない顔するな」

　悠介が強気に言い切る。

　私を励まそうとしてくれているのが言葉や声から伝わってきて、その優しさに自然と笑みがこぼれた。

「うん。ありがとう」

「ほら、着いた。ここが姉さんのデザインしたホテルだ」

「うわー……すごいオシャレだね」

　遠くからも見えていた通り、深い色の針葉樹を抜けていくとホテルが全貌を現す。黒い枠の出窓に、アイボリーのレンガの外壁。三角の屋根。

　欧風とアンティーク調が混ざった雰囲気が可愛くて、これは女性に人気が出るはずだと納得した。

　すごいすごいと感心している間に、車は駐車場に入っていく。

　地下の駐車場に止めてからエレベーターで一階のフロントに上がると、夏美さんの言っていた通り、手続きなしで部屋に通された。

　ホテルのスタッフというよりは、エステ店のスタッフや美容部員のような制服に身を包んだ女性がにこやかな笑顔を浮かべ案内してくれる。

「オーナーから話は聞いております。些細なことでも、どうぞなんなりとお申しつけくださいませ」

　夕飯は二階のレストランで用意していることや、お風呂は一階で二十四時間利用可能なこと、エステやマッサージの用意もあるからぜひとも利用してほしいなどと、ひと通りの説明を終えた女性が「それではごゆっくりどうぞ」と下がったところで、部屋を見渡し息をついた。

　アイボリー色の絨毯には、ワインレッドの色でガーベラのような花柄が入っていて、その上に置かれたテーブルの天板は、まるで大木をそのまま輪切りにしたようなものがいくつか連なった、デザイン性の高いものだった。

　Ｌ字型のオフホワイトのソファベットに置いてあるクッションは、紫色と深緑色。

　部屋の奥、つき当たりの壁は一面ガラス張りになっていて、その向こうには丸石の埋め込まれた壁があり、滝のように薄く水が落ちていた。

　和のテイストがところどころに散りばめられているからか、とても煌びやかなのに落ち着く空間となっている。

　悠介と暮らしている部屋も豪華で素敵だけれど、夏美さんのホテルもオシャレでとても素敵だ。

　照明の使い方も工夫されていて、雰囲気がいい。

　こんな部屋に泊まったら、確かにタオルやバスローブといった衣服だけでなく、家具も欲しくなるかもしれない。

「夕飯前に風呂を済ませておけ。どうせ食後は眠くなる。この間みたいに寝落ちしても運んでやらないからな」

　部屋に感動している私の後ろで、悠介はすでに荷物を置き、スーツのジャケットをクローゼットにかけていた。

「あー……うん。そうしようかな。お腹いっぱいになったら寝ない自信がないし」

「子どもだな」

　ふん、と意地悪く笑う悠介に「どうせ悠介よりは子どもですー」と適当に返す。

　昔みたいなやりとりに笑うと、体に入っていた余計な力が抜けた気がした。

「おまえの明日の服はクローゼットに準備されてるから後で確認しておけ。それと、これは直接渡すよう頼まれてたものだ。風呂に必要な物だろうから、持っていけ」

　悠介に手渡されたのは、Ａ４サイズの厚みのあるショップバッグ。

　中には白と水色のストライプ柄の巾着が入っていた。こっそり中身を確認すると、下着やストッキングといった直接肌につけるもので、夏美さんの気遣いに感謝する。

　ショップバッグにも夏美さんのブランドのロゴがあるので、どうやら下着まで手掛けているらしい。

　しかし、本当に至れり尽くせりだ。

「十七時五十分か。このまま風呂に行って、レストランの前に十九時頃集合にするか」

「うん。お風呂も食事も楽しみだな」

　悠介と夏美さんの心遣いを受け、へこんでいた気持ちが浮上していく。笑顔で返し、お風呂の準備をして悠介とふたりで部屋を出た。

　数種類のお風呂を楽しんでレストラン前に行くと、すでに悠介の姿があった。

　くすんだブルーの浴衣に抹茶色の羽織が、思わず息をのむほどに似合っていて、カッコいいという感想が素直に浮かんだ。

　周りを通りかかった女性客がチラチラと視線を送っているのを見て、皆同じ感想なんだなとなんとなく嬉しくなる。

　悠介に好意が向けられているのを見るのは喜ばしいし、なぜか私が鼻が高い。期間限定とはいえ、妻だからだろうか。

　男性客の浴衣は一種類だけなのに対し、女性客は十種類以上の柄から選べるようだったので、白い生地にワインレッドでガーベラのような大輪の花が描かれているものを選んだ。部屋のカーペットと同じ柄なので、きっと夏美さんのブランドのメインなのだろう。羽織は、男性と同じく抹茶色だ。

　すれ違う女性客が着ている、ピンクや黄色、紺に赤と色とりどりの浴衣を目に留めながら悠介に声をかけ、その後はコース料理に舌した鼓つづみを打った。




　――そして、問題は部屋に戻った時に起こった。

　薄々気付いてはいたけれど、この部屋にあるベッドはひとつだけだ。そのひとつのベッドのサイズが異常に大きいので、ふたりどころか四、五人でも眠れそうだし広さには問題はない。

　ただ、さすがに男女で一緒に眠るのはどうだろうと考えるのは、先週の洗面所ハプニングが頭をよぎるからだ。

　あれ以来、なんとなく悠介との距離感がわからなくなっていたことを、今さら思い出してしまった。

　悠介が弁護士だとか夏美さんのプロデュースしたホテルだとかで驚いていたあまり、その辺のことも忘れていたのに。

　一番悪いタイミングで思い出した気がする。

　結婚生活を送っている体ていのホテルは寝室が別なため、こうして同じ空間で眠るのも初めてで、それも緊張を増幅させていた。

　レストラン前で私を待っている姿を見てカッコいいと思った時から、実は食事中も少しだけ速足だった鼓動がごまかせないものとなっていて、悠介の顔が見られない。

　二十四年間生きてきて、こんな困惑は初めてでどうしたらいいのかがわからないし、まず、視線をどこに定めたらいいのかも不明だ。

　十分広い部屋のはずなのに、密度が高い気がして落ち着かない。

「あ、えっと、窓の外も工夫されてて綺麗だね」

　ベッドに腰かけ、外を眺めている振りをしようと決める。そうしているうちに平常心に戻るかもしれないし、状況が変わることを願って。

　それなのに……不意に後ろから抱きしめられ、それまでぐるぐるしていた頭が真っ白になった。

　ふわっと香るのは、おそらくシャンプーだろう。女性用のお風呂には髪質によって使いわけられるよう、数種類のシャンプーとコンディショナーがあったから、男性もきっと同じで……と、どうでもいいことを焦りながら考える。

　向かいにある窓には、悠介の足の間に座っている体勢の私が映っていた。

　自分たちがどれだけ密着している状況かを客観的に見てしまい、余計に鼓動が跳ね上がる。

　男性に抱きしめられるのなんて生まれて初めてだ。

　背中にあたる体の硬さや骨ばった感じが私とは全然違うし、腕の太さや手の大きさも違う。そんなの当たり前のことなのに、身をもって実感していく。

　視線を下げると、浴衣の袖から覗いた腕が見え、筋の出方にドキドキした。

　男性の……悠介の腕だ。

　ただひたすらどうしようと困惑していた時、悠介が「今日のこと、話せるか？」と聞いた。

　きっと、私の心の負担を考えての問いかけだろう。

　私がパニックになってうろたえたところを、悠介は見ていたから。

　優しい心遣いに気付き、それまで混乱していた頭と感情が落ち着き出す。これは、恋人にするいちゃいちゃとかではなく優しさからの行為だとわかったら、困惑は一気に飛んで行った。

「うん。大丈夫」

　私がうなずくと、悠介は後ろから抱きしめたままの体勢で「じゃあ、無理だと思ったらすぐに言え」と前置きをした。

　悠介の腕がまるで私を守ってくれているように感じ、自然と顔がほころぶ。

　大事だと言われているみたいで、それが嬉しかった。

「母親が騒いで色々勝手なことを言ってきた時、おまえも大声を返したっておかしくない場面だった。それなのにずいぶん冷静に対応していたから驚いた。それだけ慣れてたってことか？　あんな状況に」

　最後『あんな状況に』という声には苦しさが滲んでいて、そんな悠介にふっと笑みをこぼし首を横に振った。

「違うよ。なんかね、教訓になってるの。〝向き合うに値しない人間に感情的になっちゃダメだ〟って」

「……誰の言葉だ？」

「私が小学生の頃まで、白川楼によく泊まりにくるお得意様のおじいさんがいたの。夕食の席にも私を呼んでくれたりして、たくさんおしゃべりしてたんだけど、その人に何度も言われたんだ。〝真剣に向き合うに値しない人間相手に感情を動かす必要はない〟って。〝その場を笑って終わらせた後、さっぱり切り捨てればいい〟って」

　顔を合わせるたびに言われていたので、さすがに幼い私でも覚えてしまった。

　あとは、〝常に希望を持って、実現させるために前を向いて頑張るんだよ〟だとか。

　ゆっくりとした口調で、何度も何度も刷り込むように言われた言葉だ。

　今でも、穏やかな声が頭に浮かび、その言葉を繰り返す。

「当時の私には難しすぎてよくわからなかったけど、本当に話すたびに言われたから今でも頭から離れないんだよね。あ、今はちゃんと理解してるよ。途中からは、そっか切り捨てればいいんだって、それが光にもなってたし。もしかしたらあのおじいさんは、私の立場を知っていて、その上でアドバイスしてくれてたのかな」

　私が父親と不倫相手との子どもだということも、兄が養子だということも、従業員は知っていたけれど、もちろんお客様には話していない。

　母親が私を邪険に扱うのは見て知っていても、その理由まで知るお客様はいなかったと思う。

　けれど、今考えてみると、あのおじいさんはきっと知っていたのだろう。

　そして、将来的に私が母親との縁を切るだろうと、そこまでわかっていたからこその言葉だったのかもしれない。

「母親が継いでからは来なくなっちゃったけど……あのおじいさん、元気かな」

　穏やかな微笑みを浮かべるおじいさんが懐かしくて無性に会いたくなっていると、悠介が私を抱きしめる腕に力を込めた。

「元気だろ。きっとピンピンしてる」

　悠介はおじいさんが誰なのかも知らない。なので、元気かどうかを知れるはずがないし、適当に答えているのは確実だった。

　それでも、はっきりと言い切った彼に、私を励ましてくれているのだろうと思い、「そうだね」と笑みをこぼす。

　最初は悠介の体の方が熱かったのに、今は馴染んだのか温度差は感じなくなっていた。

　そういえば、同居初日、私がソファで寝落ちしそうになったところをベッドまで運んでもらったんだっけ。

　あの時、この腕に抱き上げられたのか……と今さら思い出していると、しばらく黙っていた悠介が静かに口を開く。

「あんなこと考えてたんだな。知らなかった」

　悠介の言う『あんなこと』がどれを指すのか少し考え、母親との会話が頭に浮かんだ。

『私だって、こんなこと言いたくなかったです。ありがとうって、心から感謝して恩返ししたかった。母の日には毎年プレゼントを選んでみたかったし、学校で制作した折り紙のカーネーションを、ただ捨てるんじゃなくて手渡してもみたかった』

『生まれてきたくなかったなんて……消えてなくなりたいなんて、本当は一度だって思いたくなかったのに』

　悠介は、私が別館に入った後、廊下で待機していたと言っていた。

　どんな思いであれを聞いていたのだろうと思うと申し訳なくなる。

「白川楼に向かってる途中、姉さんが電話で、柚希は今まで母親相手に面と向かって意見したり責めたりできていないだろうから、そうさせてやれって言ってたんだ。姉さんの言う意味はわかったし、俺も、母親や実家にひとつの悔いも残さずに去らせてやりたいと思った。だから……すぐに助けてやれなくて悪かった」

　悠介の頬が、私のこめかみのあたりにコツッと触れる。

　驚いたものの、今回、悠介に謝られる覚えはない。

「ううん。悠介はなにも悪くないから、いいよ、そんな……らしくない」

　後ろから抱きしめられているので、表情はわからない。でも、声が少し沈んで聞こえたので、わざと明るく話す。

　お風呂から戻ってきた後も、レストランでも、悠介が私の頬のシップを見てわずかに顔をしかめていたのは知っていた。

　これに関しては、悠介がなにかを思う必要はこれっぽっちもないのに。

「それより、私こそごめんね。聞いてて不快だったでしょ。言っちゃダメな言葉を言った自覚はある。軽蔑されても仕方ないっていうか」

　過去の感情だったにしろ、他人に聞かせるような発言ではなかった。

　だから謝ると、悠介は「いや」とすぐに否定した。

「俺が軽蔑したのは、おまえの家族だ。不幸にさせるためにおまえを手元に置きたがる母親にも、二十年間、同じ空間にいながら守らなかった兄貴にも、頭の中が煮えるくらいの怒りを感じた。挙句、おまえに手を上げた。あの場で冷静に話を進められた自分に我ながら感心してるくらいだ」

　あの時の感情を思い出してなのか、はー……と息をついた悠介が続ける。

「だから、柚希はなにひとつ悪くない……と言いたいところだが、ひとつだけあるな」

「え、なに？」

　今回の件では悠介には迷惑しかかけていないため、全面的に私が悪いのは承知している。でも、あえて『ひとつ』と言われ気になっていると、悠介の手が頬を覆い、顔の向きを変えさせられる。

　私の顔を後ろから覗き込むようにしている悠介と至近距離から目が合い、一瞬心臓が飛び上がったものの……。

「途中から、結果的に母親に殴られてよかったって思ってただろ」

　両頬を、親指と人差し指でぐにっと挟まれ、目をしばたたいた。

　指の力加減にシップを貼った頬への配慮はあるにしても、強制的に変な顔にさせられる。しかも近距離からそれを見られているので多少の恥ずかしさはあったのに、それを驚きがかき消した。

「え、なんでわかったの？」

「おまえは全部顔に出るから、見ていればすぐにわかる。昔からそうだっただろ」

　当たり前のように言われたら、黙る他なかった。

　確かに、家族の前以外では昔から素直に感情が出せていたし、あんな環境で育ったのに人間不信でもない。それはひとえに周りの人が優しく温かかったからだった。

　思わず「恵まれてたんだろうなぁ」と呟くと、悠介は私の頬を挟んでいた指を離し、苦笑いを浮かべた。

「あの状況で育ってそんなことを言うのはおまえくらいだろ。自分以外のすべてを呪うのが普通だ」

「えー、物騒すぎるよ。なんか……悠介ってクールだし周りに興味なさそうに見えるから、呪いだとか他人に執着する言葉、すごく似合わなくておかしい」

　冷たいわけではないし、その場では喜怒哀楽を見せても、それをその後も引きずる様子は想像できない。良くも悪くもその場限りなイメージがある。

　なので、呪うなんて言葉が出てきたのが意外でふふっと笑っていると、それまでとは違い、真面目な眼差しを向けてくる悠介に気付いた。

　でも、すぐになにを言うわけでもないので、どうしたのだろうと声をかけようとしたところで、悠介が口を開く。

「俺は、柚希が生まれてきたことに感謝してる」

　間近から告げられた言葉に、声を失った。

「だから、誰かにおまえが傷つけられたら、それがどれだけ俺にプラスに働こうと〝結果的によかった〟とは思えないし、もしもおまえが俺の前から消えたら見つけ出すまで探し回る。今度は世界中だ」

　私が母親に言った言葉を思い出しているのだろう。

　私が、生まれてきたくなかったなんて言ったから、気にしてくれたのだ。

　直球すぎる優しさが胸に響いて、うっかり涙が溢あふれそうになるのをこらえて笑顔を浮かべた。

「ありがとう。理想の旦那さんだね」

　悠介がここまで言ってくれるのは、私が今、妻だからだとわかっていても、それでも十分だった。

　こんなに私に寄り添った優しい言葉をかけてくれる悠介はきっと、誰から見ても素敵な旦那様に決まっている。

　そう思い言った私に、悠介は表情ひとつ変えることなく「そうだろ」と答えた後、私をジッと見つめた。

「期限付きが惜しくなったか？」

「ふふ。そうだね」

　笑いながら返す。

　探るような眼差しだったし、流れからいって冗談だと思ったのに、彼はなぜか少し不貞腐れたように眉を寄せた。

　理由がわからずにただ眺めているうちに、悠介の表情がゆっくりと変わり……そして私に向ける視線も変わる。

　逃げ出したくなるほどの熱量がこもった瞳に射抜かれ、息をのむ。

　距離の問題だろうか。こんなに近いから、普段は見えない悠介の目の奥に灯る感情まで見えてしまいドキドキするのだろうか。

　私を抱きしめたままの腕に力がこもる。

　ついさっきまでは私を落ち着かせようとしてくれているのだと感じていた温もりが、急に温度を上げた気がした。

　それを意識した途端、どうして今まで自分が悠介に抱きしめられたままあんなにも普通に会話ができていたのかと不思議になる。

　私を映した悠介の瞳がだんだん近づいてくる。それに気付いても動けなかったのは、物理的に無理だからじゃなかった。

　悠介に引き寄せられ、拒否しようなんて考え自体が浮かばなかったからだ。

　ゆっくりと目を閉じ、重なった唇を受け入れる。

　心臓はやっぱりうるさかったけれど、悠介とのキスはちっとも嫌じゃなくて、むしろそうするのが当たり前のような気さえした。

　ふたりきりの部屋には、館内全体に流れているヒーリングミュージックが微かに聞こえているだけで、とても静かだった。

　数秒間触れていた柔らかい感触が離れていくのを感じ、目を開ける。

　初めてのキスにドキドキしながらも、未だ鼻先が触れる距離にいる悠介をチラッと見上げ……どちらともなく、再び唇を合わせた。

「……ん」

　しばらく、私の唇を柔らかく挟んで遊んでいた悠介が、覗かせた舌先で私が固く結んでいる唇の合わせ目をなぞる。

　その感触にわずかに震えていると「柚希」と名前を呼ばれ、口を開けるよう催促された。

　悠介の声が今まで聞いたこともないくらいに甘く耳に響くせいで、肩が竦みながらも、なんとか唇を開く。

　悠介に言われたからといって、ほいほい口を開けるなんて、まるで私からキスの続きを強ね請だっているようで恥ずかしいとは思うものの、もっとと思う衝動が止められなかった。

　素直に従ったからか、悠介がふっと小さく笑ったのが吐息と音でわかり、頬が熱を持つ。一気に恥ずかしさが増し、やっぱりここでやめようと下を向いたところで、悠介の指が顎あごにかかりすぐに唇が重なった。

「ん、ぅ……っ」

　入り込んできた舌にビクッと体が跳ねる。

　そんな私を抱きしめたまま、悠介は角度を変えながら私の咥こう内ないをゆっくりと撫でまわしていく。堪能するという言葉がぴったりなほどじっくり這っていく舌に、次第にぞくぞくとした感覚が生まれ背中を走る。

　口の奥で縮こまっていた私の舌を探し出すと、悠介はそこに自分の舌を重ね撫でるように優しく触れる。

　静かな部屋に立つ、わずかな水音がどんどんと部屋の雰囲気を甘く妖しいものに変化させていた。

「あ……っ」

　キスしながらゆっくりと押し倒される。

　背中がベッドに沈むと、ひんやりとした冷たさを感じ、自分の体がいかに熱を持っているのかを自覚する。

　私の顔の両脇に肘をついた悠介は、何度もキスを繰り返しながら右手で私の頬に触れ、その手をじょじょに動かしていく。顔の輪郭を沿い、首筋を撫でた手が浴衣のあわせにかかる。そのまま肩まで移動した手に、帯だけで締められた浴衣は簡単にはだけ、身につけている下着が悠介の眼下にさらされた。

　夏美さんが用意してくれた着替えの中にあった下着は、ミントグリーンの生地に白いたくさんのレースの花柄が刺繍された、とても可愛く繊細なデザインのものだった。

　それを見た悠介は、「この色、柚希に似合ってる」と言いながら、首筋に唇を押し付ける。

「ん……」

　首に唇で触れられると、くすぐったいようなふわふわとした気持ちよさがあり、自然と声が鼻から抜けた。

　鎖骨や肩にキスをしながら、悠介が私の帯を解く。お腹に悠介の浴衣の生地がじかにあたった感触で、前がはだけているのだと気付いた。

　恥ずかしさはあるのに、一向に嫌だとも、止めようとも思わない自分に頭の隅で戸惑う。

　だって……こんなの、いいんだろうか。戸籍上は夫婦とはいえ、相思相愛じゃない相手とこんなこと……。

　私は悠介を好意的には思っているけれど、それは恋愛感情ではないし、悠介だって同じ気持ちのはずだ。

　それなのに、私、どうしちゃったんだろう。

　どうして〝もっと〟なんて、先を望んでいるのだろう。

　悠介だってどうかしてる。そんな、ずっと待ちわびていたみたいに私に触れるなんておかしい。

「体、熱いな」

　独り言みたいに呟いた悠介が、私の肩に唇で触れながら、下着のホックを外す。胸の締めつけがなくなると、さすがにためらいが生まれたものの、悠介が肩に吸いつくものだから、そちらに意識が囚われる。

　わずかな痛みを感じたそこを舐めた悠介は、私と視線を合わせると微笑み、再び唇を重ねる。

「ん……」

　丁寧に甘やかされているのがわかった。

　私が不安にならないように、ゆっくりと何度もキスをしながら進めていってくれている。それに気付いた途端、胸の奥がキュッとしめつけられ、どうしようもない多幸感に包まれた。

　こんな風に身をもって大事だと伝えられたことは、初めてで嬉しくて……やっぱり〝もっと〟と欲張りたくなる。

　悠介から受ける濃密な愛情を、独り占めしたいという欲が生まれていた。

　体をずらした悠介が、脇腹に唇で触れる。くすぐったくて身をよじったけれど、そこを舌先で撫でられるとふわふわとした気持ちよさが混じり「んっ」と声が漏れる。

　悠介が、脇腹や腰骨の辺りにも軽く吸いつくので、目を閉じてただ受け入れていたけれど、そのうちに胸を直接手で触れられビクッと体が反応した。

　胸全体を手で覆い撫でられると、羞恥心が一気に溢れ、思わず顔を思い切り背ける。

　唇やお腹へのキスをされている間はなかったいやらしさが空気に混ざり、鼓動が速度を上げていた。

「ん……っ、ぁ……」

　胸の先を指先で撫でられているうちに、お腹の奥が疼いて自然と腰が浮いてしまう。そんな私に、悠介が小さく笑ったのが耳でわかった。とてもじゃないけれどそれを目で確認するなんてできず、ただシーツを握りしめて耐える。

　呼吸が震える理由は、恥ずかしさと気持ちよさからの両方だった。

「ふ、ぁ……っ、待って、ダメっ」

　執拗に指先でいじられていたそこを、今度は舌で舐められると、喉がひくりと鳴った。

　胸を舐められているというのが私にとっては衝撃的すぎて、理解が追い付かず咄嗟にストップをかけて悠介の視線から体を隠すように身をよじる。

　顔をベッドに押しつけ体を丸め込みながら「もう、ダメ」と降こう参さんし、跳ね上がったままの心拍数を落ち着かせるために呼吸を繰り返す。

　脱がされた浴衣をもぞもぞと着直していると、悠介は、私が言った通り触れるのをやめてくれ、ややしてから「嫌だったか？」と静かに聞いた。

　その声にはわずかなショックが隠れていた気がして、まだ諸々とパニック状態ではあるけれど、覚悟を決め視線を向けた。

　誤解させたままにしたくないという思いから見上げた悠介は、眉をわずかに下げ、心配するように私を見ていた。その表情に胸がきゅうっとしめつけられる。

「違う。全然嫌じゃなくて……むしろ、その、気持ちいいし、もっとって思ってた。でも……だって、こんなの、されたことにびっくりしすぎて頭が追い付かないよ」

　そもそも、先を強請ったのは私だとしても、ファーストキスと胸を舐められる経験を同じ日のうちに済ませるのは違う気がする。

　ファーストキスをしただけでも、きっと私はそこから一週間くらい思い出しては照れてを繰り返して、平常心を取り戻すまで時間がかかると思う。なのに、それ以上なんてどんなに衝動で先を望もうと完全にキャパオーバーだ。

　私だってもう二十四だし、ワンナイトだとか大人の関係だとか、そういう恋愛の形があるのは知っている。いい大人の男女が同室に泊まるという行為がイコールなにを指すのかもわかる。

　それに、悠介に言った通り、キスもそれ以上も全然嫌なんかじゃなかったし、色々考えないで雰囲気に流されれば多分、最後までできてしまう。

　でも、それじゃダメな気がしたのだ。

　このまま、お互いに雰囲気に流されて最後までしたら……漠然とだけれど、はっきりとした理由は言えないけれど、きっとよくない。

「悠介に触られるのも……キスとかそういうのも、全然嫌じゃないし、それは本当だか……んっ」

　誤解してほしくなくて、じっと見上げながら話していたのに、最後まで聞かずに悠介がキスしてくるので驚く。

　ちゅっと触れるだけのキスをした悠介は、わずかに距離をとってからおでこをくっつけた。

「わかった。これ以上のことは、今日はもうしない」

　そう言いながらまた唇が重なる。

　じゃれるようなキスをされているうちに、頭の中でごちゃごちゃとしていた考え事がどこかへいき、緊急事態だといわんばかりに鳴り響いていた心臓の音も通常運転に戻る。

　私の恐怖を取り除くように、おでこやこめかみ、鼻先や頬に柔らかく触れる唇が次第にくすぐったくなり、笑みがこぼれた。

　そのうちに私からも触れたくなり、悠介の顔を両手で捕まえて唇にキスをする。そして、ふふっと笑っていると、悠介はそんな私を見て思い切り顔をしかめてから片手で目元を覆い……大きなため息をつきベッドに横になった。

　悠介がぼふっとベッドに体を預けると衝撃でスプリングが揺れる。

　ベッドの上で、向き合うように寝転がった悠介は、恨めしそうな顔で私を見た。

「おまえ、これが俺じゃなかったら確実に襲われてたからな」

「え、でも、こんなの、悠介以外の人となんてまず考えられない……」

　キスだって、それ以上だって、悠介以外の男の人となんて無理だと思うのは、私の想像力の乏しさが原因だろうか。

　親しい異性は中学、高校、大学、とそれぞれいた。でも、仲がいい友人止まりだったし、学校が変わればリセットされ継続されないようなその場限りの関係だった。

　そのうちの誰ともハイタッチくらいのスキンシップは想像できても、それ以上は無理だ。

　というか、誰彼構わず友人以上のスキンシップを想像できる方がおかしいんじゃないだろうか。

　そう思い顔をしかめた私を見た悠介は、困惑したような、少し照れたような、なんとも言えない顔をしてから、私の頭をかき混ぜるようにくしゃくしゃと撫でた。

「当然だろ」

「だよね？」

　肯定され、声も表情も明るくなる。

　笑顔で返した私に、悠介は「俺だってもう、おまえ以外……」と言いかけたけれど、途中で口を閉じ、起き上がると照明をしぼる。

「もう寝ろ。今日は疲れただろうし、明日は早番だって言ってただろ」

「ああ、うん。そうだね」

　乱されたままだった下着を直し、ベッドに入る。

　ほとんど真っ暗になった部屋の天井には、水が流れていくような映像が映し出されていて、綺麗だなとため息が漏れる。

　後で夏美さんにお礼と感想をメッセージで伝えようと考えながらゆらゆら揺れる天井を眺めているうちに、眠気がじょじょにやってくるのを感じた。

　右を見ると、悠介は私に背中を向けて横になっていた。眠っているのかどうかはわからないけれど、規則正しく肩が揺れていて、それが愛しくて自然と顔がほころんでいた。

　でも……しばらく上下する肩を見ているうちに、なんとなく手を伸ばしたくなる自分に気付いて首を傾げる。

　どうして私、悠介に触りたくてむずむずしているんだろう。

　さっきまであんなに近くにいたから、この距離感が物足りなくなっているのだろうか。

　いや、でも、本来付き合ってもいない男女の距離感としては、同じベッドで眠る時点でおかしい。近すぎる。

　契約結婚をして、夫婦みたいに同じ空間で過ごしているから勘違いしているのかな。

　だとしたら、気を付けないと二カ月足らずでこんな風に毎日顔を合わせることもなくなるのだから、今の生活に慣れすぎたらダメだ。

　……そう思うのに、悠介の背中から目が離せなくて、触れたい衝動を閉じ込めた胸は窮きゅう屈くつに苦しくなるばかりで止められない。

　昔よりも少し広くなった背中。大きな節だった指。暖かく優しい手のひら。私をすっぽり閉じ込められてしまう力強い腕。たまにからかう言葉を言う、低く艶のある声。

　私の名前を呼ぶ、声――。

『柚希』

　頭の中に悠介の声が響いた途端、私を見つめる真剣な眼差しまで思い出され、鼓動が跳ねる。

『柚希はどうしたい？』

『おまえが落ち込むとなんとなく横顔でわかるんだよ。別に決定打があるわけじゃない。それでも、なぜかすぐにわかる』

『俺は、柚希が生まれてきたことに感謝してる』

　今まで悠介にもらった言葉が、急に私の中で意味を持ち主張し始める。

　それらはきっと、悠介からしたら落ち込んだ私を励ますつもりで言ってくれたもので、特別な意味なんてない。

　でも、それをわかっていても私は嬉しくて、すごくすごく嬉しくて……単に悠介の心遣いを感じて気持ちがほころんだのだとばかり思っていたけれど、もしかしたら違ったのだろうか。

　だって私は、触り足りないなんて、そんなはしたないことを誰が相手でも思うわけじゃない。

　きっと、悠介だからもっと触れたいし、触れられたくて、ベッドの間にあるわずかな距離すらもどかしくなるんだ。

　――もしかして。

　私、悠介が好きなの？




　部屋に流れるのは心地よいヒーリングミュージックで、落とされた照明の中、目に映るのはゆらゆらと揺れる水面。

　ふかふかのベッドに、ちょうどよく沈む枕。

　私の人生至上、ぶっちぎりで入眠しやすい環境のはずなのに、いつまでも心臓がトクトクと弾むせいでなかなか眠りにつけなかった。










「私が多分悠介を好きになっちゃったって話」




『そんなんじゃなくて、ただちょっと気になるっていうか』

『あのね、そういうこと言い出した時点でもう恋におちてるの。むしろ、誰かにそれは好きだってことだよって背中を押してもらいたいから相談してるっていう説まであるよ』

　バイト休憩中、ＳＮＳのタイムラインを眺めていて、突然流れ出した漫画ＣＭに手が止まる。

　可愛らしい女子高生が交わす会話がなんだかとても心当たりのあるものだったので、先が気になり、携帯に顔を近付けた。

『でも、ずっと幼馴染としてしか見てこなかったんだよ。男子とか女子とか、意識してこなかったのに突然、あいつが男子なんだって自覚しちゃって、しかも一度意識し始めたら今までの色々な思い出が浮かんでドキドキして……これって本当に好きなのかな？』

『自分でももうわかってるでしょ。そういう顔してるもん。初恋おめでと。思い切り頑張ってみなよ』

　励まされた主人公の女の子ははにかみ、うなずく。

　その潔さに心を打たれていると、先ほど〝あいつ〟と呼ばれていた幼馴染男子とのふたりきりの教室に場面が切り替わる。

『あのね、私……っ』

『俺さ、今度の大会で優勝したらおまえに伝えたいことがあるんだ。ずっとそれを目標に頑張ってきたから……それまで待っていてほしい』

　真剣な幼馴染男子に、主人公は『うん。待ってる』と微笑む。それを見た幼馴染男子は衝動的に主人公を抱きしめ『ごめん。ちょっとだけ――』と、唇が重なる寸前で映像が終わり、この漫画のタイトルが大きく表示された。

「いや、待てって言いながらおまえは待たないんかい！……って感じだね。こらえ性のない男だなぁ。まぁ、高校生ならがっつくのも仕方ないか」

　ひとりきりだと思っていた休憩室に突如声が聞こえ肩が跳ねる。

　振り返ると、蘭が私の後ろから携帯を覗き込んでいた。

「びっくりした……」

「ごめんごめん。夢中になってるから、なに見てるんだろうって気になって。その漫画、そんなに面白そうだった？　十代向けの雑誌に掲載されてるやつでしょ」

　私の隣の椅子を引いた蘭が聞く。

　バイト先のカフェの休憩室は十畳ちょっとで、そこに長方形のテーブルと囲むようにパイプ椅子が置いてある。他にあるのは冷蔵庫と、テレビ、オーナーが使うパソコン台のみ。

　電子レンジはないけれど、賄まかないが出るので問題ない。

　テレビには、下げ世せ話わすぎるとよくネットニュースで話題になっている情報番組が映し出されていた。

「十代向け……そうなんだ。すごいね」

「なにが？」

「だって、キスとかしてたし、予告カットではそれ以上もしてそうだったし」

　最後の方はもごもごしながら言うと、蘭は「初体験の平均年齢って二十歳前後だし普通じゃない？」と平然と答えてから私をまじまじと見て……そしてわざとらしい微笑みを浮かべた。

　机に頬杖をつきこちらを見る蘭の目には確信が浮かんでいて首をひねる。

「なに？」

「柚希って、今まで恋愛系の話題興味ゼロだったじゃん。私がどれだけドラマだの芸能人のスキャンダルだのを嬉々として話しても、〝そうなんだ〟って言うだけで本当にまったく響かなくてさ。でも生い立ちとか複雑だし生活で手一杯なのかなって思ってたんだけど」

　そこで一度切った蘭が口の端を上げて私を覗き込む。

「有沢さんと、恋愛的事件がなにかあったでしょ」

　見事言い当てた蘭にびっくりしながらも、「……あった」とうなずくと、蘭の方が目を見開き顔中に驚きを広げた。

「えっ、本当に!?」

「え、わかってたんじゃないの？　自信満々に聞いてきてたのに」

「いや、多分あったんだろうなーとは思ってたんだけど、実際に肯定されたら衝撃がすごくて……えー、なになに？　なにがあったの？」

　パイプ椅子を引っ張りガタガタと私に近寄ってきた蘭が目を輝かせる。

　どう説明しようか悩んだものの、順を追わないとまとめられる自信がなかったため、「長くなるけどいい？」と前置きして、実家に帰ったところから話し出す。

　母親との話に「はぁ!?」とどすの効いた声を出したり、夏美さんのプロデュースしたホテルに宿泊した話に「え！　いいなぁ！」と明るく言ったりと、表情をくるくる変えながら私の説明を聞いていた蘭は、すべてを聞き終えるとポカンと口を開けて固まった。

「え、待って。……有沢さん、柚希のこと好きじゃん。いや、なんか柚希から聞く話の内容で薄々そうじゃないかとは思ってたけど、確信した。もうそんなの柚希が好きじゃん」

　真顔で言われ、首を横に振る。

「違うよ。逆。私が多分悠介を好きになっちゃったって話だよ。なんか、もしかしたら……くらいの気持ちだったんだけど、さっきの漫画見てたらしっくりきたし、きっとそうなんだと思う。本当に今さらなんだけど。っていうか、いつからなのかもいまいちわかってないけど、多分そう」

　悠介のことを話しているだけで、なんとなく胸がざわついて落ち着かない。

　そわそわして、ドキドキして走り出したくなるような、小さく縮こまりたくなるような、不思議な感覚だった。

　蘭はパチパチと瞬きを繰り返した後、「なるほど」とひとりで納得したみたいにうなずいていた。

「柚希的には、もうちゃんと初恋って自覚してるんだ。ほら、ひとりいたじゃん。憧れの男の人。私は、話を聞いていた限りだと、その人に対しての気持ちにも多少恋があったのかなって思ってたけど違うんだ」

「雄二さんは……うん。違うよ。雄二さんへの気持ちは私の一方通行で満足な感じなの。好きだからそばにいられたらそれで嬉しい、みたいな。悠介にも基本的にはそうだけど……ちょっとだけ、一方通行じゃ物足りないって思っちゃう。悠介にとっての私も特別だといいなって」

「なるほどねー」

　楽しそうな声で言った蘭が、ニコニコしながらうんうんと首を縦に動かす。

　満足と顔に書いてあるので、多分、私の恋の持論は間違ってはいないのだろう。

「それで、これからどうするの？　個人的には勝算もがっつりあるし一刻も早く告白しちゃっていいと思うけど」

　そんなことを言い出す蘭に、少し考えてから口を開く。

「正直に言うと、告白はしたいと思ってる。なんか初恋だからかわからないけど、ひとりでこの気持ちを抱えているのがむずむずして落ち着かなくて出口が欲しいんだよね。とりあえず伝えたい欲がすごいっていうか。でも……ちゃんと離婚してからかな」

「え、なんで!?」

　蘭が声を張り上げる。よほど意外だったらしい。

「私も悠介が好きなのかもって思い始めてから、結構色々考えたけど、今って契約結婚中でしょ？　それって、お互いの利益のためにした約束事で仕事に近いんじゃないかと思って。だとしたら、そこに私情を挟んでいくのは違うし悠介にとって負担を増やす結果になるかもしれないから」

　私が自己満足のために告白してスッキリしたとしても、その後、悠介が抱えるものが増えるのは嫌だし、本意じゃない。

　私は悠介にすごく助けられたし、それをきちんと返したいという思いがまず一番上にあるし、人としてそうでなければいけないとも思う。

　約束した期限が来るまでは、恋心は横に置いておいて、ビジネスパートナーとしてしっかり役割を果たすべきだ。

　そして、しっかり任務を遂行し終えたら、その時、想いを伝えたい。悠介の答えがなんにしても、私の気持ちだけは自分の口から直接言いたい。

　そう説明すると、蘭は深く息をつき、背もたれに体を預けた。

「そっかー……うん。わかった。応援する。筋が通ってるし真面目な柚希らしいって言えばそうだしね。なんかでも、嬉しいな。柚希がちゃんと誰かを好きになって、しかもそれを前向きに捉えて伝えようとしているってちょっと感動する」

　蘭が天井を仰ぎながら視線だけこちらに向けて続ける。

「私、柚希の生い立ち聞いてからね、サイレントベビーって何度か調べたの。サイレントベビーって成長すると自分の意見が言えない性格に育ったりするらしくて、だから、シフト変更を急に頼まれても笑顔で受け入れるところとか少し不安に思って見てたの。正直、有沢さんとのことも、最初はただ断れなかったんじゃないかって疑ってた」

　蘭の言葉に驚く。

　だって蘭は、私が過去の話をしても、それを知る前と態度を少しも変えなかった。

　だから、そんな風に気にして心配してくれていたのかとびっくりして……でも、すぐに、ああそうかと納得した。

『でもさ、正直なところ、戸籍にバツがつくわけじゃん。ちょっとためらったりしなかった？　本当によかったの？』

　そう聞いてきた時の蘭は、私の気持ちを探るように慎重な眼差しを向けていた。

　私の知らないところで気にかけてくれていたんだなと嬉しくなりながら微笑む。

「そうなんだ」

「うん。でも、そうやって〝伝えたい〟って思えてる柚希に安心した。叫んだり泣いたりしてもいいんだって柚希に思わせてくれた大人が周りにいたってことだし、よかったよ」

「うん。旅館だったから、従業員だったりお客様だったり、周りにたくさん大人がいたし、甘えさせて構ってくれてたから」

　生まれてきたくなかっただとか、消えてなくなりたいだとか、沈んだ時期はあったにしても、そのうちに反はん骨こつ精神も生まれたし、雄二さんたちが『柚希はなにも悪くない』って繰り返し教え込んでくれたおかげで、自分を責めることもなくなった。

　それに、今は。

「蘭が心配してくれるから、ちゃんと叫ぶし泣くよ」

　目を細めて言った私に、蘭は満足そうに笑う。

「うん。そうして。ほら、私の元彼が強引に会いに来たことがあったでしょ。あの時、柚希がぶるぶる震えながらも〝お引き取りください〟って何十回も繰り返して撃退してくれてさ。本当に身を挺ていして守ってくれたのを見て嬉しかったから。あの時もう柚希とは一生友達でいようって心に決めたから、これからも私が守るの」

『お、お引き、お引き取りっ、ください！』

　強面で大柄な男性だったから、他のスタッフはみんな関わりたくなさそうだった。

　でも、要求通り蘭を出すわけにはいかないと思い、対応したのが懐かしい。

　蘭を守りたい一心だった。

　急なシフト変更だって、無理して受け入れているわけじゃない。お世話になっているから、お店の役に立ちたいだけだ。

「なぜか私の元彼ってすぐストーカーみたいになるんだよね」と呑気に笑う蘭に、苦笑いをこぼす。

「今後はできれば強面とか大柄な人はやめてほしいかも。あの時私、足竦んでたんだから」

「そうだったね。撃退した後、柚希、その場にへたりこんじゃって、他のお客様に心配されて囲まれながら私とオーナーで両脇抱えて――」

　そこからは懐かしい思い出話に花を咲かせたのだった。




　悠介への恋心はとりあえず横に置いておこう。割り切ろう……なんて、思ったところで、感情はそう簡単に整理できるものではない。

　一度意識した時点で、今まで通りに接するなんてまず無理な話なのだ。しかも、恋愛経験がゼロの私には余計に。

「えっ、な、なに……？」

　昨日、母親とあんなやりとりをしたため、襲撃を危惧した悠介は、私がバイトを終える時間に合わせて店まで迎えに来てくれた。

　ニヤニヤ顔の蘭に送り出され駅までの道を歩き出した時、悠介が急に手を繋いできたので驚いて見上げると、彼は不思議そうに片眉を上げた。

「なにって、外では夫婦に見えるようくっつくって話だっただろ」

「あ……そっか。ごめん」

　私からお願いしたことを思い出し、謝った後続ける。

「でも、もう実家の件は悠介のおかげで解決したし、外だからって周りの目を気にして無理にくっつかなくても大丈夫だよ」

　悠介だってくっつきたくてくっついているわけではないのだから、無理させるのは忍びないしなんだか悲しい。

　それに、今となっては私的にもくっつくのは少し問題がある。こんなにドキドキした状態では、必要に駆られた場合でも上手に夫婦を演じられる気がしない。

　なのに悠介は、「もう慣れた」と言い、握る手に力を込めた。

「おまえの家族の目がなくても新婚夫婦なら手を繋ぐくらい当たり前だろ。逆に離れて歩く方が不自然だ」

　ついには恋人繋ぎにされてしまった手に、胸がしめつけられすぎてなにも言えなくなりうつむく。

　なんかもう、とてつもなく恥ずかしくて顔がどんどん熱を持っていくのがわかった。

　チラッと見上げると飄々とした横顔があって、経験値の差を見せつけられた気がした。

　今朝、朝食を済ませて夏美さんのホテルを出た後は、私はすぐにバイトだったため、昨日の一連の件については話していない。

　とくに掘り返して話す内容もないけれど、何事もなかったかのように過ごすのもなんだか違う気がして「あの」と切り出した。

「昨日は本当に迷惑かけてごめんね。でも、すごく助かったから、ありがとう。その後のホテルでの言葉も……その、ありがとう。嬉しかった」

　昨日も、お礼は一応伝えてある。

　その時は、悠介の顔を見てすんなりと出てきた言葉が今はつっかえつっかえにしか出なくて、私が自分の恋心に気付くか気付かないかでこんなにも変わるのかと驚いた。

　っていうか……昨日の夜の件は、今考え直すと相当やってしまった気がする。

『違う。全然嫌じゃなくて……むしろ、その、気持ちいいし、もっとって思ってた。でも……だって、こんなの、されたことにびっくりしすぎて頭が追い付かないよ』

『え、でも、こんなの、悠介以外の人となんてまず考えられない……』

　本当に……自覚していなかったとは言え、すごい発言だったと今さらながら頭がクラクラした。

〝気持ちいい〟とか〝もっと〟とか、〝悠介とじゃないと考えられない〟とか、もうほとんど告白しているようなものだ。

　悠介の顔を見ながら普通にそんな発言をした自分も、悠介とのキスも、悠介に触れられたことも、すべてが時間差で羞恥というダメージとなりのしかかってきてしゃがみ込みたくなった。

　恋をした女の子は無敵だとなにかで聞いたことがあるけれど、私に限っては、恋心なんて自覚していなかった時の方が、怖いもの知らずだった気がする。

　見張られているような視線を感じたからといって、平気で悠介にくっついていたし、悠介の腹筋をベタベタと触り倒したこともあった。……というか、そもそも〝悠介〟なんて、普通に呼び捨てにしている時点でなんだか、もう……恋人同士みたいで照れる。

　ジタバタしたくなるのを耐えながらも口を引き結んで、顔がにやけないよう努める。

　私がひとり葛かっ藤とうしている間も悠介は平然としているのを見て、もしかして、とある疑惑が浮かんだ。

　悠介って、どちらかと言えば硬派なイメージだったけれど……もしかしたら、結構慣れていて人目がある場所で手を繋ぐくらいなんでもないのかもしれない。

　再会して間もない頃、女性の扱いに慣れていると感じたことを思い出す。

　そういえば、ジュエリーショップも堂々と入店して店員と積極的に話していた。今住んでいるホテルだって自分の家のように詳しい。

　いくら、有沢グループのホテルだからといって、悠介は仕事的には関わっていないのだから、詳しいのは単によく利用しているからかもしれない。

　ジュエリーショップにもホテルにも、そして、密着することにも慣れているのは、今までの恋人にも同じようにしていたからだと考えたらしっくりきた。

　つまり、指輪を贈って、ホテルに一緒に泊まって、こうして手を繋いで歩いていたってこと？

　……誰と？　どんな人と？

「ねぇ、悠介って今までの恋人……」

　悠介を好きになった途端、急に今までの恋愛遍へん歴れきが気になり彼を見上げる。

　でも、最後まで続けられずに一度口を閉じた。

「ごめん。なんでもない」

　再会してすぐの頃は、なにも考えずに聞けたのに、今は躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　それは、やっぱり踏み込みすぎかもしれないという考えがよぎったからというのもあるけれど、一番の理由としては怖かったからだ。

　一度恋愛関連の話になった時、悠介ははぐらかしたし、今回だって同じ結果に終わるかもしれない。

　でも、もしもしっかり答えてくれた場合、私は傷つく気がした。

　悠介は、魅力的な男性だ。前は否定されたけれど、それは謙遜で、きっと恋人を切らせたことなんてないと思う。

　そして、その人たちに誠実に向き合って、支えて、手を繋いで歩いて、ぶっきらぼうに思える態度の裏に優しさを隠していたんだろう。

　今、かりそめの妻である私にそうしているように。

　大事に抱き寄せて、溶けるようなキスをして……私とは経験していない行為もして。

　ベッドの上で私を呼んだような声と表情で、その人の名前を口にして――。

　それは、大人の男性としては当然だし、嫌だと思う私がおかしい。

　そうわかっていても、勝手に想像する頭を止められなくて唇を噛んだ。

　ダメだ。どう割り切ろうとしてもやっぱり悔しいし、過去だろうと全然嫉妬するし、私だって……！というやる気がどんどん湧いてしまう。

「言いかけて途中で止めるなよ。気になるだろ」

　肉食どころか猛もう獣じゅうクラスの恋心に戸惑っていると、片眉を上げた悠介に言われ、笑顔を作った。

「え、ううん。本当になんでもない。それより、こんな時間に仕事抜けて大丈夫だったの？　私のことはもう気にしなくても大丈夫だよ」

　今日は早番だったから、今は十六時半。一般企業だったら定時前だ。

　弁護士事務所がどういうタイムスケジュールで動いているのかは知らないけれど、ちょうど一週間前だって婚姻届を提出したり指輪を買ったりで午前中、悠介は仕事に行けなかった。

　いくら自分が代表だからといって、あまり頻繁に私用で仕事を抜けるのは他の人たちに示しもつかないし悠介の立場が悪くなる。

　それを心配して〝もう大丈夫だから〟と言ったのに、悠介は「そういうわけにもいかない」と即答した。

「念書には法的効力はないし守らない人間も多い。気を悪くさせるつもりもないが、あの母親はそういうタイプだ。それに、おまえのことを嫌うあまり執着しているし、そういう人間は簡単に常じょう軌きを逸した行動に出る。念には念を入れておいた方がいい」

「そうなんだ……」

　署名捺印しているわけだし、あの約束事は絶対守られるのだとばかり思っていたので、悠介に言われ驚く。

「ただ、あちら側にそこまでの知識がなければ書面を交わしたという事実で押さえつけられる。それに、今後どう転ぶかはわからないが、念書を書かせておいてこちらに不利に運ぶことはないし、とりあえず一手目としては悪くなかったとは考えている」

「え……ってことは、悠介はあれで終わるとは思ってないの？」

　私としてはあれで解決して、縁はしっかり切れたつもりでいた。

　なのに悠介の口ぶりはそうじゃないと語っているので慌てて聞くと、彼がこちらを向く。

　その瞳には心配が浮かんでいた。

「悪い。不安にさせるつもりはなかったんだ。もちろん、これで終わる可能性だって十分ある。だから、最初に言った通り、あくまでも念のためだし……それに、俺がただ単におまえを心配して動いているだけだ。だから、俺の仕事だとかは気にしなくていい」

　昔と再会してからとで悠介が変わった部分は、こういうところだと思う。

　昔は、私も家の事情なんて話していなかったし、よくも悪くも明るい話題しかしていなかった。

　だからいつもからかったりからかわれたりして、笑って、不貞腐れて……ってしていただけだったけれど、再会してからの悠介は素直に私が心配だと口にするし、気にしなくていいと優しい言葉もくれる。

　きっと、昔の悠介の態度や言葉の裏にもそういう優しさは隠されていたんだろうなと思うと、思い出全部ひっくり返してひとつひとつ確認したくなった。

　上辺の軽口にいちいち反応するだけだった単純な自分が情けなくて悔やまれる。

「そういえば、姉さんから新作の服を送ったって連絡があった」

「えっ、いや、嬉しいけど……なんかもう一生かかっても返せないくらいの恩をもらってる気がする」

「柚希が受け取って着ればそれで満足なんだろ」

「新しい部屋探す時、クローゼット大きいところにしなくちゃ」

　今は置き場所があるからいいにしても、離婚の期日が来てひとり暮らしを始めた時、あの服の量は問題だ。

　でも、せっかくの厚意を捨てたり売ったりしたくもないので、どうにか入る場所を探さないと。

　だけど、その前に……。

「それより、結婚アピールしておきたい相手とか親族とかいたら言ってね。私、悠介にあれだけ助けてもらったのに全然返せてないから、期限までに協力できることはなんでもするから」

　鼻息を荒くして言った私に、悠介はしばらく黙ってから目を逸らし「そうだな」と呟いた。

　悠介が好きだからこそ、期限内は立派に偽装夫婦を演じ悠介の役に立つ。

　きちんと仕事としてやり終える。

　そう決めたのに、気付いたばかりの恋心は意外にも狂きょう暴ぼうで自制が効かず、悠介に飛びかかりたくてうずうずする衝動を抑えるのが大変だった。




　悠介は、自分がしたくてしているだけだからと言ってはいたけれど、やはり多少無理して時間を作ってくれていたのだろう。

　私とホテルに帰宅した後、夕食を済ませた彼は、「少し仕事してくる」と言い、再び部屋を出て行った。

　いくら悠介が気にしなくていいと言ってくれていても、やっぱり気になって送り出し、落ち着かないままお風呂を済ませ、ドライヤーをかけ終えたところで携帯が鳴り……液晶画面の〝雄二さん〟という表示を見て慌てて通話ボタンをタップした。

　それから三十分ほど私の近況報告を聞いた雄二さんは、携帯の向こうで安心した声を出す。

《そうか。心配してたから、とりあえず決着がついたみたいでよかった。柚希が自由になれてホッとしたよ》

　最初、悠介と契約結婚したと話した時には相当驚かれたけれど、母親とのことまで説明すると、雄二さんは納得してくれたようだった。

《柚希は俺にとって妹同然だからな》

　そう、誇らしげに言う雄二さんに自然と顔がほころぶ。

　ソファの上で膝を抱え、ガラスの向こうに広がる夜景に目を向けた。

「ありがとう。まだ悠介の見方だと完全に解決したわけじゃないみたいだから先になるけど、落ち着いたら地元にも気兼ねなく帰れるし、今度スペーメにも雄二さんの料理食べに行くからね」

《ああ。悠介と一緒に来いよ。おまえたちの騒がしい会話、久しぶりに聞きたい》

　懐かしそうに言われ、一瞬言葉に詰まる。

　私はもうその頃の私ではないので、悠介と騒がしく冗談を言い合って雄二さんの期待に応えられるか不明だからだ。

　そう考え、自然とため息が落ちていた。

《なんだよ。喧嘩か？》

「違うけど……恋って怖いなって。人格変えちゃうんだもん」

　好きな人を前にしても平常心で通常運転できる人なんてこの世にいるとは思えない。

　もしかしたら、これを何度か繰り返していけば何人目かで慣れていくものなのだろうか。

　だから初恋は叶わないなんてジンクスがあるのかな。

《ああ。今朝のニュースの話か。俺も見たよ。片想いしていた女性が、相手の男性を自分のものにするために拉ら致ちしようとした事件な。確かに怖いと思った。歪いびつになった恋愛感情は自分でも制御するのが難しくなるんだろうな。こじらせると怖いよな》

「……だよね」

　勘違いした雄二さんが《じゃあ、またな》と言い電話を切る。

〝通話終了〟という文字が出ている画面をなんとなく眺めていて、不意に気配を感じ振り返ると、ソファの後ろに悠介の姿があった。いつの間にか帰ってきていたらしい。

「おかえりなさい。お疲れ様」

　立ったまま私を見下ろす悠介は、ネクタイを緩めながら「ああ」と小さく返事をした。

「今の電話、雄二さんか？」

「うん。最近、連絡してなかったから近況報告してた。雄二さん、本当にずっと私のこと気にかけてくれてたし、母親との関係ももう問題ないから安心していいよって話した」

「……ふぅん」

　短く返事をした悠介の声に不満が混じっていると気付き、慌てて続ける。

「あ、でも、まだ用心しておいた方がいいって悠介が言ってるって話はちゃんとしたよ。だから、きちんと落ち着いたらお店に顔出すねって」

　せっかく悠介が色々気を付けてくれているのに、当人の私が呑気に〝もう大丈夫〟と笑っていたらそりゃあ腹が立つだろうと思いフォローしたのに、悠介の顔から不機嫌さは消えなかった。

　となると、理由は別にあるということだ。

　仕事関連なら私が気にしたところでうっとうしいだけかもしれないけれど、間接的には私をバイト先まで迎えに来てくれたり、夕飯を一緒に食べてくれたりしたせいで時間をとられた結果の可能性もある。

　というか……この関係って、本当に悠介のためになっているのだろうか。

　悠介が私を弁護してくれたり心配して送り迎えしてくれたり、部屋を用意してくれているのに対して、私は夏美さんと会っただけで、他にはなにも悠介のプラスになれていない。

　もっと言えば、生活費を始め、かかる費用すべてを悠介が払ってくれているし、夏美さんは気のいい方だから、私じゃなくて誰が相手でも認めていたと思う。

　二カ月という期間は、悠介が最初に言い出したものよりもだいぶ短いけれど、なにも予定通りじゃなくてもいいはずだし、悠介だって実はもう終わらせたいと考えているのかもしれない。

　自分から言い出した手前、短縮しようと提案しにくいだけで。

　だとしたら……あれ。これって、私から言い出せば解決する？

　むしろ、早く私に言い出して欲しかった可能性すらあると気付き、期間中しっかり夫婦を演じようだのと明後日の方向に意欲を見せていた自分自身に青くなりながら悠介を見上げた。

「あの、悠介、結婚期間中に私がすることって具体的になにかある？」

　真意を探るためにジッと見上げた私に、悠介は訝しげに眉を寄せ、回り込みソファに座った。

「いや、俺側の条件としては最初から変わらない。結婚した事実を仕事の関係者に周知させることと、姉と会って気に入られること。それ以外にはない」

「周知具合はどんな感じなの？」

「知らせておきたい相手には、婚姻届を提出した日のうちにメールで知らせたし、当然だが誰も疑っている様子もない。まだ三週間ほどだが、それまでとくにしつこかった相手もぴたりと黙ったし効果としては上々だな」

　悠介の答えに、少しは役に立てたのかなと胸を撫でおろす。

「そっか。じゃあ、もう二カ月とか待たなくても、籍抜いてもいい感じなのかなって思ったんだけど……悠介的にはどう思う？」

　お互いの希望がすでに叶っているのなら、ダラダラと契約結婚を続ける必要もない。

　もしも悠介が、まだ周知が足りないと言うのであれば継続した方がいいけれど、どうやらそういうわけでもないらしい。

　だったら……と思い、提案すると、私を見る悠介の瞳がスッと冷たく細められた。

　背筋が冷たくなるような眼差しを向ける悠介を見るのなんて初めてだったのでなにも言えずにいる私に、彼がゆっくりと問う。

「随分急だな。雄二さんになにか言われたか？」

　落ち着いたトーンなのに、切り込むような鋭さがあった。

　悠介がこんなに冷たい雰囲気をまとうのは初めてで、戸惑いから心臓が速足になる。

「違うよ。私がそうした方がいいんじゃないかって思ったの。だって、今の状況は、私が悠介に迷惑をかけてるだけだから。助けてもらってすごく感謝してるのに、私はたいして返せていないし、その、今後もその機会がないならもう終わらせた方が資金的にも悠介に負担をかけずに済むかなって……役に立ってないのが落ち着かなくて」

　怒ってるのかな、だとか、責められてるのかな、だとか、一度チラッとでも考えてしまったらもうダメだった。

　声もスッと出なければ、言葉もつっかえてしまい、いつもとは違う悠介相手に緊張している自分に気付く。

　どうして悠介がこんなに静かな怒りを含んだ空気をまとっているのかがわからなくて、急に怖くなり指先から熱が失われていく。

　呼吸が自然にできなくなり、喉がひくりと震えた。

　そんな私を黙って見ていた悠介だったけれど、そのうちにハッとした表情をし……大きく息を吐いてから片手で目元を覆った。

「……悪い。ただ、期間短縮を言い出した理由が知りたかっただけで、柚希を責めるつもりはないし、怒ったわけでもない。でも、言い方がキツかったな」

　背もたれに体を預け天井を仰いだ悠介が、こちらに手を伸ばす。

　そして私の手を握るとツラそうに顔をしかめた。

「冷たくなってる」

　温かい手で私の手を包む悠介に、ホッとして緊張が解れるのを感じた。

　私の指先は悠介の指摘通り確かに冷たくなっている。

「うん。なんでだか急に」

「おまえは誰かに怒鳴られたり怒られたりして自分の存在を否定されたと思うと血の気が引いて呼吸もおかしくなる。昔からそうだった」

「え……そうなの？」

　自分でも意識してこなかっただけに驚くと、悠介は天井を仰いだまま、そして私の手を握ったまま、続けた。

「気付いてなさそうだったから、わざわざ意識させる必要もないと思って言わなかった。でも、バイトをしていた頃からそうだったのは確かだ。クレーマーに怒鳴られた後は青い顔をしていたし、酔っ払った客に大声を出された時も、息苦しそうにしてた。その頃は単純に男の大声が苦手なんだと思ってたが……昨日、おまえの母親への態度を見て理解した」

「トラウマ……ってこと？」

　確かに、親という存在から怒鳴られたり、大声で罵倒されたりしたショックは私の中にある。それは、昨日母親と対峙した時に私自身初めて気付いたけれど……それくらいの嫌な思い出は誰にでもある。それに不調を呼び起こすほどのものじゃない。

「でも、だとしても、そんな大げさなものじゃないよ。今まで自分でだって気付かなかったくらいだし」

　言われてみれば、思い当たる節はたくさんあった。

　蘭の元彼事件の時、怒鳴られた後、貧血みたいになって立っていられなくなったのも、思い起こしてみればそれが理由だったのかもしれない。

　だけど、意識を失うだとかそこまでひどいものじゃないし問題ないと笑った私に、悠介がゆっくりと視線だけ向ける。

「そこだけは、柚希が鈍くてよかったと思ってる」

　わずかにからかうニュアンスで言った悠介は、ツラそうに微笑みを崩して続ける。

「おまえにとってはそうだとしても、俺にとってはそうじゃないんだよ。理由を知って、余計に今後柚希にそんな思いはさせたくないと思ったのに……今、俺がさせた」

　握られたままの指先に力がこもる。

　その力強さから悠介の後悔の深さが伝わってくるみたいで、思わず握り返していた。

　ソファの上で正座をし、悠介と向き合うようにして「違う！」と大きな声で告げる。

「悠介のせいなんてこと、ひとつもない。もし、今、指先が冷たくなっちゃってたことを言ってるなら、そんなのただの冷え性なだけだよ。それに、悠介の手があったかいからもう治ったし。私が悠介に感謝することはたくさんあっても、謝ってもらわなくちゃならないことなんて、本当に本当に、ほんっとうに、ひとつもない」

　全力で否定した私を見た悠介は、しばらくは驚いた顔をしていたけれど、そのうちになんとも言えない面持ちとなり、最終的には苦笑した。

　眉を下げて笑う悠介を見て、私もよかったとホッとして笑顔でいたのだけれど……それが十秒を超えたあたりから、気恥ずかしさがじわじわと襲ってきた。

　なんだかものすごく子どもみたいなことを言ってしまった気がして恥ずかしい。

　両手で頬を隠そうとするも、片手は悠介が握ったままだ。だから「離してよ」と手をぶらぶらと揺らすのに、悠介の手は一向に私を解放しなかった。

「嫌だ」

「嫌だって……子どもみたい」

「どっちが」

「やっぱり子どもっぽいって思われてた。絶対心の中でバカにしてる……」

　手を離してもらうのは諦めて、片手で膝を抱えてそこに突っ伏す。

　バイト時代、酔っ払いに絡まれていたところを助けてくれたのは悠介だし、子どもっぽい姿だって情けないところだって、今まで散々見られているし照れたところで今さらだ。

　でも……あの頃と今は違う。ただの悠介じゃなくて、〝好きな人〟なのだから、できれば私のいいところだけを見てほしいのだ。

「仕方ないでしょ。悠介みたいに難しい言葉並べて相手を納得させるだけの力があればいいけど、私にはないから……そしたら、信じてほしいって繰り返すしかないし」

　口を尖らせて、本当に子どもみたいな言い訳を漏らす。

　そんな私を見てまた少し笑った悠介が、握ったままの手に力を込めた。

「〝絶対〟とか繰り返す子どもみたいな言いぐさではあった。でも、バカにはしていない」

　気配を感じて顔を上げた途端だった。

　いつの間にか目の前まで近付いていた悠介が私の顎に手をかけ、そのまま唇を重ねた。

　驚いて目を見開いた私に、五秒ほどで離れた悠介は至近距離から笑顔を向ける。

「可愛いと思っただけだ」

　これはきっと……あれだ。親愛のハグの延長のキスで、深い意味はない。

　外国で、大人が子どもの頬やおでこにして慈しんでいる、見ている側がほっこりするあれだ。だから違う。恋愛感情からでは決してない。

　そうでも思い込んでおかないと、私の胸の中で猛獣みたいに暴れている恋心が暴走して口から告白となって飛び出しそうだった。

　その後、機嫌を窺いつつ期間短縮を再度提案したのに、悠介が受け入れてくれることはなく、私はまた子どもみたいに口を尖らせる他なかった。










「三年前、柚希が突然失踪した理由」―SIDE　悠介―




　幼い頃に両親を亡くした俺は、姉と祖父の下で育てられた。

　現役で会社を経営している祖父は多忙で家を空けることが多かったが、住み込みのハウスキーパーの女性も姉も、競争するように俺の世話を焼き、それはうっとうしいほどだったため寂しさはあまり感じた覚えがない。

『悠介は放っておくと非行少年になりそうな雰囲気があったし、男の子って気難しいってよく聞くからコミュニケーションが大事だと思ったの』

　最近になって姉はそんなことを言っていた。構い倒したのは多少は俺のためだったとしても、基本的には勝手な姉の性格が原因だろう。

　そのおかげもあってか、道を踏み外す気も起きないまま高校三年に上がった頃、祖父から新しく飲食店を作るという話を聞いた。

　これまでのようなコース料理を扱う店ではなく、リーズナブルで学生でも気軽に立ち寄れる店を目指すという。

　そこで料理長として紹介されたのが、雄二さんだった。

　俺が十八歳、雄二さんが二十六歳の頃の話だ。

『ずっと旅館で働いていたところを忠ただしさんに拾ってもらったんだ。子どもを笑顔にできるような料理が作りたいって話したら、忠さんが共感してくださって実現した』

　祖父を〝忠さん〟と名前で呼ぶ時点で、相当親しい間柄なのだろうと予想できた。

　当時、すでに祖父から許可をもらい弁護士を目指していた俺が口を挟むべきではないと考えたから言わなかったが、正直この頃はまだ、旅館で顔を合わせる程度の間柄の人間に料理長なんて任せて大丈夫なのかと疑問を抱いていた。

　有沢グループは世界的にも有名な企業だ。魂胆や悪意を持ってすり寄ってくる人間も吐き捨てるほどいるし、それは年齢が上がるにつれ身をもって感じていたため、急に出てきた雄二さんに不信感があった。

　けれど、それも最初だけで、関わっていくうちにどんどん警戒心は解けた。理由としては、雄二さんがあまりに裏表のない性格をしていて、すぐに懐に入り込んでくるような人たらしだった部分が大きい。

　包容力というべきか。真面目で誠実で人当たりがよく、生徒からの絶大な信頼を誇る教師のようだった。

　ハウスキーパーと姉に過度に構われ続けてきた俺にとっては、雄二さんとの距離感は心地よく、店ができてからは学校帰りは週三、四の頻度で立ち寄っていた。

　そのまま三年が経った頃だった。雄二さんから、柚希を紹介されたのは。

　当時十七歳の柚希を見た感想は、今となっては詳しく覚えていないが、白い肌にも栗色の髪にも全体的に色素の薄い印象を受けた。

　二重の目も小さな鼻も桃色の唇もどのパーツをとっても整っていたし、雄二さんが自慢気に『絶ぜっ世せいの美少女だろ』と言っても異論はなかった。同じ時期、同じ学校に在籍していたら学年関係なく男子生徒の間で話題に上がるくらいには可か憐れんな顔立ちをしていたし、実際に柚希の学校ではそうだったと思う。

　雄二さんがどれだけ可愛がっていようと、馴れ合うつもりはなかった。普通に会話を交わした結果、好意を持たれても面倒だ。いくら雄二さん自慢の知り合いだろうと興味はなかった。

『ねぇ、私、手品部に入ってるんだけどね、今日新しいマジック習ったの。ちょっとだけでいいから、お客さん役してくれないかな？』

　拍子抜けしたのは、柚希の飾らない性格と、思春期の女子とは思えないほど恋愛色をまったく感じさせない態度にだった。

　いつでも元気で威勢がよく、そしてよく笑う。魂胆なんて言葉すら知らないような、ほの暗い感情なんて一度も持ったことのないような、カラカラとした眩しい夏の太陽みたいだと思った。

　当時の俺は、異性からのアプローチも増え正直うんざりしていたところだったため、そういった匂いをまったく醸かもし出さない柚希との会話は気が楽だった。

　雄二さんを慕っているのは俺の目から見ても明らかだったので、俺の方が親しいとわざとマウントをとり、よく柚希をからかったりもしていた。

　ただ、いつだったか『その髪色、両親どっちからの遺伝だ？』となんの気なしに聞いた俺に、柚希は『えーどうだろ』と曖昧に笑っていて、あの時のことは未だに胸の底に後悔としてくすぶり続けている。

　知らなかったとはいえ、柚希がどんな思いでいたのかと思うと悔やみきれない。

『こんな難しい勉強してるの？　有沢って、すごいんだね』

　俺の持っていた判はん例れい六ろっ法ぽうを見た柚希が感心して輝かせた目を向けてきた時には、あまりに直球すぎてどう返せばいいのかわからず言葉に詰まった。

『申し訳ありません。他のお客様の迷惑になりますので』

　店内で女子高生が俺にしつこく声をかけてきた時には、柚希が外まで連れて行き、追い払っていた。

　店のドア越しにも、明らかに罵倒されたのがわかったのに、戻ってきた柚希は嫌な顔ひとつせず笑顔を見せた。

『頼んでないし、俺が直接断った方が早かっただろ。おまえが悪者になる必要はない』

『でも、有沢って容赦なく断るからあの子たちのダメージが大きいし』

　柚希は苦笑いを浮かべて『それに』と続けた。

『有沢が断ったら角が立つでしょ。あの子たちがどこまで知っているかはわからないけど、有沢は立場もあるわけだし、変なことで恨みとか買っても嫌だしさ。その点私なら〝あの店員むかつく〟くらいで済むから。困った時くらい都合よく使ってくれていいよ』

　そう笑った後、柚希はハッとした顔をして恐る恐る俺に聞いた。

『もしかして、本当に余計なお世話だった？　あの子たちの誰かが好みで、これから誘うつもりだったりした？』

『まさか。今のところはこれで手一杯だ』

　判例六法を指でトントンと叩くと、柚希はホッとしたような顔で笑っていた。

『よかった。本当に頑張ってるもんね。有沢がいつもそれ読んでるから、本屋さんで法律関係の本を見かけると私も有沢の顔が頭に浮かぶようになった。それだけ毎日法律の本と向き合ってる有沢が弁護士してくれたら、依頼人も安心して任せられると思う』

　あの頃の俺は、多少の迷いが出ていた頃だった。

　好きにしていいと言われ弁護士の道を選んだが、祖父が老体に鞭むちを打って仕事に行く背中を見ると、これでよかったのかと考えてしまう。

　祖父本人は『年寄り扱いするな。体だってどこも壊していない。下手したら悠介より元気だ』と笑うし、俺の目から見ても年齢の割には相当若々しく映ってはいる。

　しかし、だからといって祖父ひとりに有沢グループの重責を背負い続けさせるのは親不孝になるかもしれない。

　そろそろ祖父を責任から解放させてやるべきなんじゃないだろうか。

　そんな迷いを抱いていた頃だったため、柚希の素直な褒め言葉や明るい笑顔に救われていた。

『いつも笑ってるけど、昔からそんな感じか？　落ち込むことってあるのか？』

　いつだったか、バイト帰りの柚希を車で送りがてら聞いたことがある。

　素朴な疑問だったのだが、助手席に座った柚希は少し考えたような間を空けた後、困り顔で笑った。

『んー……立ち直りは早い方だよ。でも、正直に言うと、もともとはうじうじいつまでも悩む性格だと思う』

　その答えはあまりに普段目にしている柚希とは嚙み合わず、思わず『は？』と返した俺に、彼女は苦笑いを浮かべた。

『なんていうか、周りの人が優しくしてくれたり励ましたりしてくれると、すぐ元気にならなくちゃって思うの。そうしないと、嫌われて、もう誰も優しくしてくれなくなるんじゃないかって、怖くて』

　それを聞いても、まだなにも知らなかった俺は納得がいかなかった。そんな俺に『今の話、内緒ね』と柚希はやはり明るい笑顔で告げた。

　すべてを知った今なら、あの時柚希が言った言葉の意味がわかる。

　雄二さんや旅館のスタッフが気にかけてくれなくなるのが怖くて、心配されるとすぐに笑顔を作るようになったのだろう。

　本当はどんなに不安で心細くても、それでもせめて雄二さんたちには嫌われないようにと……体に染みついてクセになるほど必死に元気に笑おうとしたのだろう。

　物心ついた頃から、きっとずっと、今も。

　気心が知れた幼馴染だとか、そんな気持ちで相手をしていた柚希に惹かれ始めたのはいつからだったのだろう。

　雄二さんとの仲を柚希に見せつけてからかうのではなく、柚希との仲を雄二さんに見せつけて牽けん制せいしておきたくなったのは、いつからだったのだろう。

　柚希が俺を呼ぶ声がやけに耳につくようになり、柚希が『雄二さん』と口にするたびに〝ゆう〟の響きが俺を呼んでいる気がして落ち着かなくなった。

　柚希が俺を見る真っすぐな瞳に、心臓の奥が焦がれていくのを感じた。

　バカみたいに雄二さんに憧れて懐いている柚希を、俺の腕の中に閉じ込めたくなった。

　いつの間にか、雄二さんに会うためではなく、柚希の顔を見るために店に通うようになっていた。

『もう少し仕事が落ち着いたら、話がある』

『なにその気になる言い方。でも、わかった。覚えておくね』

　柚希への気持ちを認識しながらも、祖父から自由をもらった以上、まずは弁護士として成功するのが先だ。それまでは伝えるべきではないと、店で柚希に男の影がないことを頻繁に確認しつつ、日々業務と向き合っていたある日。

　柚希は突然姿を消した。

　繋がらない電話をあれだけかけ続けたのは、後にも先にもきっとあれが最後だ。




　日曜日に白川楼を訪れてから五日。まさか週に二度も地元に足を運ぶとは思わなかった。

　実家から三駅ほど離れた住宅街の一角にあるバーは、相変わらず閑かん散さんとしていた。

　祖父の友人が仕事の傍ら趣味でやっている店とはいえ、経営は大丈夫なのかと不安になるほど、この店が賑わっているところを見たことがない。

　黒いスクエア型の二階建ての建物には、一階部分に細長い窓が三つ並び、その隣に木製のドアがある。一応控えめな看板はあるものの、店内がよく見えずどんな雰囲気かもわからない店に通りがかりで入ろうと思い至る人間はまずいないだろう。

　店内の配置は至って普通で、カウンター席が六席とその後ろにテーブル席がふたつ。ひとつひとつの家具やインテリア、控えめなＢＧＭから照明まで、マスターのこだわりが詰まっていて居心地がいい。

　バックバーに並ぶアルコールの種類も豊富となれば、一度取材でも入れば人気が出るのは必然だ。

　もっとも、その静かな雰囲気が気に入り通っている俺からしたら、繁はん盛じょうしたらしたで困るのだが。

　いつもは気分をリセットするためにひとりで来るが、今日は待ち合わせだった。相手の姿がないことを確認してからカウンター席に座ると、もうすっかり顔馴染になっている初老のマスターが「いつものかい？」と聞いてくるのでうなずく。

　ニコニコとしていて愛想はいいのに、必要以上に話しかけてこないところも気に入っている。

　グラスの中でウイスキーベースのカクテルが作られていく様子を眺めながら、四日前からずっと引っかかっている柚希の言葉を思い出す。

『違うよ。私がそうした方がいいんじゃないかって思ったの。だって、今の状況は、私が悠介に迷惑をかけてるだけだから。助けてもらってすごく感謝してるのに、私はたいして返せていないし、その、今後もその機会がないならもう終わらせた方が資金的にも悠介に負担をかけずに済むかなって……役に立ってないのが落ち着かなくて』

　戸惑い瞳を揺らしながら、震えた声で言った柚希を思い出し、眉を寄せた。

　突然、契約の終了を早めようとするから、そこに雄二さんへの想いが絡んでいるんじゃないかと俺が勝手に勘ぐっただけで、彼女にあんなことを言わせたかったわけじゃなかった。

　最近、柚希がなにか言いたそうにこちらを見ていることにも、そして結局なにも言わずに目を逸らすことにも、気付いていた。

　そして、雄二さんとの電話を終えたタイミングでの提案となれば、雄二さんから助言を受けたか、もしくは柚希の感情が変わったのかと疑いたくもなる。

　昔から彼女は雄二さんにとても懐いていて、どの種類の好意かはわからないが、いつだって駄々漏れだったのだから。

「いい店だな。でも、待ち合わせに使うにはわかりにくすぎないか？　一軒家かと思って少しドアの前でうろうろしてたから、はたから見たら完全に不審者だったな」

　隣に座りながら声をかけられる。

　見ると、雄二さんが笑いかけてきた。

「久しぶりだな、悠介」

「久しぶりです」

『俺もそこまで頻繁には会っていない』

　いつか柚希に言ったのは嘘じゃない。

　事務所を他県に構えたこともあり、あまり地元には帰ってきていなかった。思い返してみれば、雄二さんと顔を合わせるのも半年ぶりかそれ以上だ。

　黒髪短髪で爽やかな見た目は相変わらずで、でも、目尻の笑いジワは深くなった気がする。本人は気にしているらしいが、俺から見たら彼らしくよく似合って見えた。

「同じ酒でいいですか？」

「ああ」

　目配せすると、マスターがうなずきウイスキーのボトルを手に取る。

　その間に雄二さんは「忘れないうちに渡しておくな」と厚みのあるＡ４サイズの封筒を差し出した。

「これ、頼まれていたやつな。散り散りになっていても、今でも繋がっているやつも多いから、芋づる式で結構集まった。訴えるとなった時に証拠として使おうと考えていたのも数人じゃなかったみたいで、当時の日記や録音データも複数ある。役立ててくれ」

　資料を簡単に確認しながら「ありがとうございます」と礼を告げる。

　時効は過ぎているから訴訟は無理でも、客商売である以上これが公表されるのはまずいはずだ。今は世論も厳しい。十分役に立ちそうだ。

　マスターがグラスを置いたところで、雄二さんがこちらに視線をよこした。

「柚希の家の件、おまえが解決したんだってな。ありがとう」

　まるで自分のことのように気持ちのこもった声に聞こえ、ふっと笑みが漏れる。雄二さんらしいという思い半分と、呆れ半分だった。

　そんな俺の心情を見事に読んだのか、雄二さんは「気持ち的には兄貴みたいなもんなんだよ」と笑う。

「ずっと母親から冷たくされるどころか、存在自体を無視されているところすら見てきたからな。俺が白川楼で働き始めた頃には、柚希はもう母親からの処しょ遇ぐうを当たり前の顔をして受け入れていたが……当時の柚希は六歳やそこらだった。そんな小さな子がそこまで割り切るまでには相当色々な感情を乗り越える必要があったはずなんだ」

　柚希から聞き、知っていたはずだった事実なのに、年齢を聞き胸が痛む。

　小学校に上がる頃か……と考え、昔の記憶がよみがえる。

　入学式のために作ったスーツに身を包んだ俺を見た両親は、嬉しそうに目を細め、カメラや携帯と、ありとあらゆる機器で撮影し、後日写真館にまで行った。

　俺が当たり前のようにそんな愛情を甘かん受じゅしていた頃、柚希は……と思うと、居たたまれずグラスを持つ手に力がこもる。

「だから、今回の件を聞いてホッとしたんだ。ありがとう」

　ポンと肩を叩かれる。

　見ると雄二さんが人のいい笑顔を浮かべていて、くすぶっていた怒りを吐き出すために息をつき……今日のもうひとつの目的である話題を切り出す。

「三年前、柚希が突然失踪した理由を、雄二さんは知っていたんですよね」

　俺からこう聞かれると予想していたのか。雄二さんは驚いた様子も見せず、そしてごまかそうともせずにうなずいた。

「ああ。今日は俺の知っていることはすべて話すつもりで来ている。少し長くなるが、大丈夫か？」

「はい。俺もそのつもりで来てますから」

　即答した俺に小さく笑った雄二さんは、アルコールを一口飲み、ややしてから口火を切った。

「昔から柚希は高校を卒業したら家を出るって言い張ってたんだ。誰でもあんな家にいたいとは思わないし当然だ。でも、柚希の今後の人生を考えた場合、大学を出ておいた方がいいと思って進学を勧めた。幸い、母親は世間体を異常に気にするし進学を断らないだろうと思った」

「男だん尊そん女じょ卑ひの改善がこれだけ叫ばれてますしね。母親も自らを女性の社会進出のロールモデルとして見られるような売り込み方をしてきたなら、柚希の大学進学を許さないわけにはいかない」

　兄が大学に通っているならなおさらだ。

　雄二さんは深くうなずいた。

「そういうわけだ。でも……いくら将来有利に運ぶからとはいえ、柚希にさらに四年耐えろと言ったのは今思えば酷だったのかもしれない。それを、今でもずっと後悔してる」

　いつも穏やかな横顔に険しさが混じる。

　柚希が大学に通い始めてから姿を消すまで、バイト終わりにはいつも俺が送っていた。

　当時すでに惹かれていた俺からしたら、夜道をひとりで帰らせるのが心配だったのだが、柚希には『用事のついでだ』とごまかしていた。

　他にも女性のバイトはいたのに柚希だけを送っている時点で普通だったら俺の気持ちに気付くと思うのに、彼女は恋愛方面にとことん鈍く、まだ告白できる状態でなかった俺からしたら、そこに救われてもいたし焦れてもいた。

　そんなある日、柚希が『帰りたくないなぁ』と独り言みたいにこぼしたことがあった。

　柚希の家の事情をなにも知らなかった俺は、普段そういった感情をこれっぽっちも見せない彼女の発言に困惑と期待を入り混じらせていたが……あの言葉の真意は違ったのだと、後になって気付いた。

　数人の女子高生を堂々と追い返す柚希が、酔っ払いに絡まれて震えながらも逃げなかった柚希が、唯一こぼした弱音だった。

　後先考えずに攫さらってやればよかった。

　しばらく黙っていた雄二さんは、後悔の念を押し込むようにグラスを傾けてから続けた。

「結局、大学在学中に何度目かの縁談が持ち込まれて、柚希は卒業を待たずに家を出た。母親の狙いとしては、言うまでもなく金策だ。柚希から聞いたら、相手は二十歳以上年齢が上だった。本当にどうかしてる」

『うん。代表が母方の祖父から母親に代わった翌年くらいから経営が傾いてるみたい。ちょうど十年前かな。だからこの十年、母親なりに色々手を加えていて、何度となく出た私の縁談話もそのうちのひとつなんだと思う。きっと――』

『育ててやったんだから、これからはせめて金づるとしてくらい役に立てってことか。実の親もいない、頼る場所もないおまえなら強引にでも嫁がせてしまえば、その先でどんなひどい仕打ちをされても耐える他ない……と踏んだってところか』

　再会した日、柚希とした会話を思い出す。

　もしも柚希が逃げ出さなければ、今頃そんなに歳の離れた男と結婚させられていたのかと思うとゾッとした。

「三年前に柚希が逃亡したことによって諦めていた画かく策さくを、一年前に出た旅館の買収話をきっかけに本腰を入れようとしたんだろう。まったく、柚希の気持ちをどこまでもないがしろにしていて腹が立つよ」

「そうですね」

　絞り出すような声で言った雄二さんにひとつうなずく。

　話しているうちに、あの母親への怒りに火がついている自分に気付き、大きく息を吸って落ち着かせる。

　今日は終始冷静に話をするためにここに来たのだ。

　店は相変わらず閑散としていて、雄二さんが来てからは来客がない。ぽつぽついる他の客も静かにアルコールを楽しんでいるようだった。

　マスターがグラスを磨いているのを眺めながら、ゆっくりと口を開いた。

「三年前、柚希が突然いなくなった理由を聞いた時、雄二さんは知らないって言いましたよね」

　柚希がいなくなり連絡も取れなくなった時、まず最初に雄二さんに確認をした。

　答えが『いや、なにも聞いていない』というものだったのは、今でも覚えている。

　視線を移すと、雄二さんは俺を真っすぐに見てうなずいた。

「ああ、言った」

「でも、本当は柚希から全部聞かされていた。知らないと嘘をついたのは、俺が口外すると思ったからですか？」

　雄二さんは、店側にも〝知らない〟で通した。

　母親が尋ねてきた時、誰かが口を滑らせたら柚希が危ないから、という理由はわかる。

　でも、俺には言ってくれてもよかったのにと思うのは傲慢な考えだろうか。

　そんな思いが顔に出ていたのかもしれない。雄二さんは目を細めて「おまえはそんなやつじゃないよ」と俺の肩を叩いた。

「俺が黙っていたのは……どちらかと言えば、悠介の気持ちを考えたからだ。柚希側の事情だけしか関係なかったら、俺はおまえには話していたと思うし、柚希が出発する前に会える場を作った。おまえの柚希に対する気持ちはわかってたからな」

　俺の気持ちは、毎回送り届ける以外にも態度や行動に表れていた自覚はあったし、むしろ柚希の鈍さに胡坐あぐらをかいてとくに隠そうともしていなかったため、雄二さんにバレていても驚きはなかった。

「俺の気持ち……実家関係ですか？」

「ああ。柚希の家出の理由を深く知れば、いずれ買収の話に行き着く。そこにおまえが変な責任を感じたりしないか心配だったんだ。ただでさえ厄介な立場にいるのに、そこに罪悪感まで乗っけたくなかった」

　苦しそうにしながらも微笑んだ雄二さんが続ける。

「柚希を妹みたいだと思っていると言ったが、悠介のことも弟みたいに思ってるんだよ。色々心配するのは当然だろ。ただ、黙っていたのは悪かった」

　今までは肩を叩いていた手が、今度は頭を撫でようとしてくるのでさすがに軽く払いのける。

　学生の頃ならまだしも、もうそんな年じゃない。

　俺の小さな反抗を受けても笑っているところを見ると、どうやら雄二さんはそこまで見越していたらしい。

　人のいい笑顔は昔から変わらず、責める気にもならない。

　雄二さんはまだ楽しさが残る声で「でも」と話題を変える。

「もう、俺がやきもきして柚希を心配する必要もなさそうだけどな」

「なんでですか？」

「先日、柚希と電話したんだ。柚希が家を出てからもそれなりには連絡を取り合っていたが、今回が一番明るい声をしていて安心した。恋愛にも興味が出てきたみたいだしな。電話越しでも雰囲気が変わったのがわかったよ」

　最後、意味深な表情で言った雄二さんに目を見開く。

　柚希が雄二さんに好意を寄せていたのは確かだ。それをわかっていても俺がそこまで焦らなかったのは、雄二さんは柚希を妹のようにしか思わないと……思えないと考えていたからだ。

　でも、違うのかもしれない。

　不意にそう思えてきて黙った俺に、雄二さんが「おまえがそばにいるおかげだな」としみじみとした声で言う。

　そんな雄二さんを見ながら、昔、彼にじゃれついていた頃の柚希のことを思い起こしていた。

　考えてみれば、俺が惹かれたきっかけは、雄二さんといる時の柚希の素直な笑顔だったかもしれない。

　最近の柚希は俺といてもどこかぎこちないし、雄二さんの言うように雰囲気が変わった。

　それがなにを表すのかはわからないにしても、もしも雄二さんが柚希を妹としてではなく恋愛対象として見ているのなら……俺の勝ち目はだいぶ薄い気がした。

　――まぁ、だとしても今さらだ。

「柚希は、きっと雄二さんのそばにいても明るく笑っていられると思います」

　そこで一度切ってから、雄二さんを見て続けた。

「だからといって、渡すつもりはないですけど」

　柚希がどんなベクトルにしろ、相当な大きさの感情を雄二さんに向けているのは最初から知っている。その上で惹かれ、振り向かせようとしているのだから、可能性がどうだろうが尻込みするつもりもない。

　真っすぐに目を合わせ告げた俺に、雄二さんはわずかに目を見開き、それから脱力したように笑った。

「いや、万が一渡されたところで俺におまえの代役は務まらないよ。柚希が姿を消してなんの連絡もないのに三年も探し続けて見つけたんだ。他の男が敵うわけがないだろ。それくらいはいくら鈍感な柚希だってわかってる」

「いや、柚希は……」

「言っただろ。雰囲気が変わったって。しっかり正面から今の柚希を見てみろ」

　俺がなにかを見逃しているような物言いに黙る。

「悠介が、柚希に恋愛するだけの余裕だとか環境を与えたんだろ。おまえに大事にされていく中で傷が癒えて、普通に恋愛する〝女の子〟になれたんだ。今度、おまえと一緒に飯食べに来いって言ったら、照れてはしゃいでて……あれはちょっと、感動するくらい嬉しかった」

　雄二さんは優しく目を細めて続ける。

「やっと年相応の感情を抱けたんだ。ゆっくり育んでほしいと思った。そのうち柚希の口から直接報告されたかったからなにも気付かない振りをしたんだ。だから、いつかおまえと柚希がふたりで俺に会いに来てくれるのを楽しみにしてるよ」

　落ち着いた声でそう言われ、なかなか返事ができなかった。

　雄二さんが感じた柚希の変化が事実だとしたら、どうして期限を早めたいなんて言い出したのか説明がつかない。

　もしも俺を好きなら、自ら関係が早く終わることを望む理由がわからない。

　いや……そもそも俺が見てきた柚希と、今雄二さんから聞いた柚希が矛盾している。

　雄二さんが嘘をつくとは思えないとはいえ、すんなりと受け入れられそうもなかった。

「柚希によろしくな」

　最後、そう笑った雄二さんにうまくうなずくことができなかった。










「未練なんて少しもない」




　蘭からメッセージが届いたのは、十月二十五日の月曜日。悠介と再会し、契約をしてからちょうど三週間が経とうとしていた時だった。

【有沢グループのスキャンダルがネットニュースになってるんだけど、見た？】

　十四時過ぎ、部屋の清掃が終わったタイミングでのメッセージに「え……」と無意識に声が漏れた。

　蘭が貼りつけてくれていたリンクをタップするとすぐに記事に飛ぶ。そして飛び込んできた『有沢グループの黒い歴史』というタイトルに息をのむ。

　ドクドクと心臓が不穏な音を響かせる中、なんとか読み進めていくと、内容は悠介の出生にまつわるものだった。要約すると、お父様が愛人に産ませた子どもが悠介という内容で……奇しくも私の出生と重なり、すぐに頭が働かなかった。

　動揺している間に蘭から電話がかかってきたので、混乱しながらも通話ボタンを押した。

《あ、見た？　今、休憩中なんだけどね、情報番組で取り上げられてて慌てて調べたらネットニュースにもなってたから驚いちゃって。あ、ほら、あの下世話な番組》

　以前、お昼休憩中、蘭と一緒に見ていた番組が頭に浮かぶ。司会者の中年男性もコメンテーターも言いたい放題で、当事者でもないのにいい気がしなかった覚えがある。

「ああ……うん。これ、本当なのかな。どんな感じで放送されてたの？」

《今までクリーンなイメージしかなかっただけに致命的、みたいな言い方されてた。でもね、元記事は三流週刊誌だし情報提供者も匿とく名めいだしで、信ぴょう性にはかけるって言ってたよ》

　そういえば、さっき蘭が送ってくれた記事についていた週刊誌のロゴは、確かに聞いた覚えのないものだった。

「だったら、ＰＶ稼ぎとかが目的のフェイクニュースって可能性もあるのかな。いや、でも、嘘をこんな大々的に世間に公表しないか……」

《いや、全然しそうじゃない？　まぁ、事実にしてもそうじゃないにしても、こんなネタ提供するって有沢グループを相当恨んでる人がいるんだなって思って。柚希と有沢さんが結婚して間もないタイミングだったし、万が一柚希が危険な目に遭ったりしたら嫌だから知らせておいただけ。一応、気をつけなね》

　早口に言った蘭が《あ、ごめん。そろそろ戻らなきゃ》と慌ただしく電話を切る。

　休憩時間の終わりが近づく中、急いで電話をくれたのだろう。私の身を案じてくれた蘭に感謝しながら、ざわざわしている胸を上から押さえた。

　事実かどうかも不明なら、事実だった場合、夏美さんやおじい様は知っていたのかだとか、気になる問題が多すぎて頭が混乱する。

　そんな中でも、悠介はもうあの記事を読んだのだろうか、とそれが一番心配だった。

　だって、もしもあの記事が事実で、もしも悠介が今回初めて自分の出生を知ったのだとしたらものすごいショックを受けているはずだ。

　そういえば……ここ数日、悠介の様子がおかしかったことを思い出す。

　ソファで夜遅くまで書類を確認していたし、話しかけても上の空だった。悠介が仕事を部屋まで持ち込むことも、あんなに心ここにあらずという感じなのも初めてだ。

　ああいった記事は、雑誌なりネットなりに載る前に本人に報告があると聞いたこともあるし、もしかしたら悠介は少し前から知っていたのかもしれない。だから、どこか元気がなかったのだろうか。

　考えれば考えるほどそんな気がしてきて、ホテルの部屋でひとり、落ち着きなく動き回るのだった。




　悠介が帰ってきたのは、十八時過ぎ。いつもよりも早い帰宅時間だった。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　最早恒例となっている挨拶を交わした悠介は、鞄とスーツのジャケットをソファに置くと洗面所に向かう。そして、うがい手洗いを済ませ、ネクタイを緩めながら冷蔵庫から冷えたミネラルウォーターを取り出す。

　それから、ソファの左端に腰かけた。

　ここまでは、仕事を終えて帰宅した悠介のルーティンだ。割と取引先から手土産をもらうこともあり、そんな日はその手土産を私の頭の上にポスンと置いて驚かせるという行為も加わるのだけれど、今日はないようだった。

　私はソファの中央に座りクッションを抱えた状態で悠介の一連の様子をこっそり盗み見する。その横顔は、やっぱりどこか元気がなく思えた。

　思い起こしてみれば、悠介がここまで落ち込んだ顔をするのは初めてだ。あのネットニュースが事実にせよ嘘にせよ、悠介は少なからずショックを受け思い悩んでいるのだろう。

　きっと気のせいではないと確信し、ミネラルウォーターを飲んでいる悠介の方に体ごと向けた。

　ソファの上で正座して悠介を見つめる。

「悠介。血筋なんてたいした問題じゃないよ。ほら、私の家がこれ以上ないくらいいい例だよ」

　ペットボトルのキャップを閉めた悠介がこちらを向くので、真っすぐに見て続ける。

「母親は血の繋がりなんてない兄を溺愛してるし、父親は血の繋がりのある私を助けてくれることもなかったし、いないものとして過ごしてた。だから、血なんて関係ないよ。悠介は、今まで築いてきた、お姉さんやおじい様との関係を信じればいい」

　悠介の瞳が揺れたのを見て、たまらず手を伸ばす。

　身を乗り出し、悠介の左手を両手で包むように握った。

「たいして知りもしない私が言ってもうるさいだけかもしれないけど、関係のない誰かが無責任に言う言葉なんて、信じる必要はこれっぽっちもないと思う。私から見たら、悠介と夏美さんはこれ以上ないくらい素敵な家族だよ」

　事実がどうであれ、悠介に傷ついたままでいてほしくない。

　しかもこんな、自分の名前を名乗ることもしないような卑怯な人のしたことで、悠介がショックを受ける必要なんてない。

　そう思い必死に告げたのだけれど……気付けば悠介はキョトンとした顔をしていて、次第に疑問が湧いてくる。

「あれ？　あの……ネットニュースの件で悩んでたんだよね？」

　そっと両手を離して聞くと、悠介は少し考えを巡らせるように眉を寄せた後「ああ……なるほど」と納得がいった声を出した。

「あのニュースを見て、そうとるとは思わなかった」

「そうとるって……だって、それ以外に捉え方なんて……って、え、違うの？」

　ショックを受けていたんじゃないのかと聞いた私に、悠介はひとつ息をつき、後ろ頭をかいた。

「あれの出所は一般人のＳＮＳで根拠もないフェイクニュースだ。俺も記事の件は今朝事務所で聞いたんだ。情報開示を求めて相手を突き止めてから訴えるつもりでいたが、目星はついていた上、犯人のアカウントが本名だったから話が早かった」

「え、じゃあもう犯人がわかってるの？」

「ああ。ただこちらに確証はあっても、そのＳＮＳがそいつのアカウントだという証拠が必要だ。だから情報開示請求の結果が届き次第、逃げようのない証拠として提出して……俺は今後の抑止剤として見せつけがわりに訴訟まで持っていきたいところだが、おそらく示じ談だんで終わるだろうな」

　示談……つまり、相手が誠意としてお金を支払いそれで終わりになるのか。

　少し前、ＳＮＳで誹ひ謗ぼう中傷していた人が訴えられ、裁判で数十万円の支払いを命じられていたのを思い出す。

　でも、相手が有沢グループとなれば、企業イメージダウンだとか株価下落だとか、色々関係してきそうだしそんな額で決着がつく問題ではない気がするけれど……。

「あの、犯人って誰だったの？」

　もうほぼ目星はついているという話だったので聞いてみる。

　聞いてから、図々しすぎたと質問を取り下げようとしたけれど、悠介がなんでもない様子で口を開く方が先だった。

「俺が顧問弁護士として契約している企業の社長令嬢だった。執拗に社長から見合い話を持ちかけられて断ってたんだ。その時、娘が俺を気に入ったみたいなことも言っていたし、確かに本人から事務所に何度か誘いの電話もあった。アポなしで事務所やマンションまで来ることまであったくらいだから、乗り気だったのに断られたのが癪しゃくに障って……ってところだろ」

「お見合い……そういえば、断るのが面倒だって言ってたもんね」

「三週間くらい前、結婚指輪を買った帰り道、視線を感じるって言ってただろ。あれもおそらく彼女だ」

　てっきり私の実家関係かと思っていただけに驚く。

　でも、そういえば、母親からの電話に出て結婚報告をしたら、母親はなにも知らなそうな反応をしていたっけ。

　ジュエリーショップから出て誰かの視線を感じた時、悠介が言っていたことを思い出す。

『いや、俺にも心当たりはあるし、その可能性も……まぁ、タイミング的には柚希を探していると考えるのが妥当か』

　あれは、今回の彼女のことを言っていたのかと納得した。

「え……あ、じゃあ、悠介がマンションじゃなくてホテル住まいだったのも、その彼女が原因？」

　契約を結んでから住まいの話になった時、悠介はここ数カ月はホテル住まいだという言い方をした。

　つまり、それまではマンションに住んでいたということだ。

　それを聞いた時もなにか事情がありそうだと思いながらも聞けずにいたのだけれど、もしかしたらそういうわけだったのだろうか。

　悠介は私の予想通り、「そうだ」とうなずき、面倒くさそうに眉を寄せた。

「マンションまで来られるのは気持ち悪いからな。本人にも父親である社長にも何度か注意したが、そういう行動をとる本人に話が通じないのは想定内だとしても、父親の方も娘可愛さなのか注意する様子もなければ、しまいには〝孫の顔が見たい〟だの言い出したから、早々にホテル暮らしに切り替えた」

「顧問弁護士してるんだっけ……。クライアントだからあまり強く出られない感じなの？」

　彼女のしている行為は犯罪だし、それを注意もせずに煽っている社長だっておかしい。

　迷惑だと言っているのに孫だなんて、どういう思考回路をしているのだろうとすら思ってしまう。

　そんな相手なら昔の悠介の印象から、契約を切ったりしそうなものなのにな、と思い聞いた私に、彼は淡々と答える。

「関係性としては対等だ。ただ、大口の取引先ではあるし、それにそこまでのことをされている以上、このまま切って終わりももったいないだろ。いずれあちらの弱みになるのは確実だし、タイミングを見て逆手にとって有利に持っていく方が事務所にとっても利益になる」

「ああ……なるほど。じゃあ、今回のＳＮＳが決め手になるんだね」

　それまでの行為だって十分犯罪だけれど、今回のフェイクニュースは度を越しているし悠介個人ではなく有沢グループとしての問題になっている。

　社長だっていくら娘が可愛くても庇いきれないし、責任は免れないだろう。

「今までの行為についても全部まとめて訴えてやるつもりだ。付きまとい行為が原因でホテル生活になったわけだから、その宿泊代も盛り込む。まぁ、今までスルーしてきたぶん、誠意を見せてもらう」

　表情ひとつ変えずに話す悠介に感心する。

　マンションでの暮らしを奪われたのなら、もっと怒りに直結してもおかしくなさそうなのにその横顔は冷静そのもので、すごいなぁと今さらながら感心した。

「でも、悠介が嫌な思いしてたらどうしようって思ったから、そういう事情でよかったよ。嘘でホッとした。……あれ、でもだったら最近なにを考えて落ち込んだ顔してたの？」

　フェイクニュースだったのなら、ショックは受けていないはずだ。その社長令嬢との件も今回のが決定打となって悠介にとって悪くない着地を迎えるような言い方をしていた。多少の面倒くささはあったにしても、表情を曇らせるようなものではないと思う。

　見ている限りの話にはなるけれど、悠介は多分、仕事はできると思うしキャパも広い。

　そんな悠介がなにを思い悩んで沈んだ顔をしていたのかが不思議で聞いた私に、悠介は少し言いよどんでから渋々といった様子で話し出す。

「今日のことを言っているなら、フェイクニュースの内容についてだ。俺を困らせるために適当に嘘を並べたんだろうが、偶然にも柚希の家の事情と酷こく似じしてただろ。だから、あれを柚希が見たら色々嫌な思いが蘇ったりするんじゃないかと心配してただけだ。相手に対して苛立っていたから、不機嫌に見えたのかもしれない」

　そこで一度黙った悠介が私をジッと見る。

　真面目な眼差しを向けられると、急に恋心が主張し始め心臓が騒がしくなった。

　今までは悠介が心配なあまり、恋愛感情なんて忘れて目を見て話したり、自分から手を握ったりしていたのに、悠介を好きな気持ちを思い出した途端に緊張して息が詰まりそうになる。

　どうせなら、恋心にはもう少しどこかに引っ込んでいてほしかった。

　ドキドキうるさい鼓動が悠介に聞こえてしまいそうでひたすら焦っていた時、悠介が私の手を握ったりするからもうパニック状態だ。

「それ以前に俺が考えていたことは、柚希との関係だ」

「私との、関係……？　あ、期間短縮の話？　だったら私の方はいつでもいいし、悠介の都合次第で大丈夫だよ。でも、今回の件が決着するまでは籍を入れておいた方がいいのかな」

　社長令嬢の彼女が事実無根の誹謗中傷をした件は直接私には関係ないにしても、悠介が既婚者の方が今後、話が有利に運ぶとかあるのだろうか。

　だとしたら、告白したいからなんて私のわがままは全然後回しでいい。悠介の役に立つことが一番だ。

　そう思い、既婚未婚、はたまたバツイチは、その案件に関係してくるのかなと頭を悩ませていると、不意に悠介が「はー……」とため息をつきソファに仰向けになった。

　片膝は伸ばし、もう片方の膝は立てた状態で横になった悠介の顔が正座した私の足のすぐそばにあって、その近さにドキッとする。

　悠介の柔らかい髪先が私の膝に触れていた。

　初めて見る角度の悠介にどうしたらいいのかわからず、それでも見ていたくて視線が外せない。体が緊張からカチコチに固まっていた。

　私の手を握ったまま薬指にはまっている指輪をいじる悠介は、視線も指輪に向けたまま口を開く。

「悪い」

「えっ……なにが？」

「血筋がどうのだとか、柚希に言わせるつもりはなかった」

　抑えた声に後悔が滲んでいた。

　悠介に言われ、そういえば、と思い出す。

『悠介。血筋なんてたいした問題じゃないよ。ほら、私の家がこれ以上ないくらいいい例だよ』

『母親は血の繋がりなんてない兄を溺愛してるし、父親は血の繋がりのある私を助けてくれることもなかったし、いないものとして過ごしてた。だから、血なんて関係ないよ。悠介は、今まで築いてきた、お姉さんやおじい様との関係を信じればいい』

　勘違いした私が必死になって悠介に伝えた言葉だ。

　私が勝手に暴走しただけだったけれど、悠介からしたら罪悪感を抱いたようで、逆に申し訳なくなる。

　気にしなくていいと伝えようとしたのに、寝ころんだままの悠介が私を見上げてくるので、胸が射抜かれ声を失った。

「俺のためにそこまで身を削って励ます必要はない。もし、柚希が言った通りだとしても、本来の家族以上におまえを大事に考えている人間は他にいる。それを忘れるな」

　優しい言葉をかけられ、ドキドキしながらも自然と頬が緩んだ。

　いつだって、悠介は私の気持ちをこうしてフォローしてくれる。それをもう身をもって知ってしまっている自分に気付いた。

　……そうだ。同じ部屋で暮らしている中で悠介が私を大事にしてくれていると知り、実感し、安心したから、きっと、恋をする余裕ができたのかもしれない。それまではとにかく必死で、そしてどんなに外で誰かに優しくされても家では独りだったから、とてもじゃないけれど恋愛に気持ちを割けなかったんだ。

　そんなことに今さら気付き、この同居生活を持ちかけて与えてくれた悠介に感謝の思いでいっぱいになる。

　ドキドキしながらも、右手をそっと伸ばし悠介の頭を撫でた。

「そんなに心配しなくても、私はもう大丈夫だよ。そもそも家族のことではもう落ち込んでいないんだってば。三年も前に自分からいらないって捨ててきたものなんだから、未練なんて少しもない。私はちゃんと前を向いてるよ」

　微笑んで見せると、悠介はわずかに目を見開いた後、ふっと表情を和らげる。

〝子ども扱いはやめろ〟と手を払われるかもしれないとも思ったのに、悠介は私が頭を撫でるのを止めなかった。

「そうだったな。ただ、俺相手に無理して笑顔を作る必要はないって言いたかっただけだ。柚希が笑っていようと落ち込んでいようと、俺はおまえを嫌いにはならない」

　それどころか、上機嫌な声で返される。

　悠介は、そのまま〝もっと撫でろ〟と言わんばかりに目を閉じた。気分はまるで、とんでもなく高貴な猫に懐かれたようだ。

　私は初めて自分自身の母性本能を感じ、可愛いという感情が溢れそうになるのを抑え込むのが大変だった。




　好きだって言いたい。悠介に気持ちを伝えたい。

　私の初恋の症状はとにかくそれに尽きる。

　というか、二十四歳の私がこんなにも衝動を抑えるのに苦労しているのに、小学生、中学生で初恋を経験した人はどうやって自制していたのだろう。

　こんな、ちょっと気を抜いたら暴走しそうな気持ちを秘めつつ学校生活を送れる自信がまったくないので、私の場合は今さらでよかったのかもしれない。

　同居を始めて約三週間。交換条件とは言えど、悠介は私の事情のために結婚生活を送ってくれて、しかも契約終了後は就職先まで用意してくれると言う。かたや私はたいした役にも立てずにこんな不純な気持ちを抱いて……本当に、どれだけ不誠実なのだろうと恥ずかしくなるばかりだ。




「つまらない男ねー。っていうか、案外臆病なのね。あれだけお膳立てしてあげたのに手のひとつも出さないなんて」

　呆れが混じった声が聞こえ、意識がわずかに浮上する。

　ひどく頭がぼやけている上、油断するとまたすぐに寝入ってしまいそうだ。

　今はちょうど睡魔に勝つか負けるかの瀬戸際だった。

「傷ついているところに付け入るような真似はしたくないだけだ。混乱させるだけだろ。それに、もっと俺の前でしっかり泣いたり落ち込んだりできるまで安心させてやるのが先決だ」

　次に聞こえてきたのは悠介の声に思え、頭の霧が少し晴れる。

「まぁ、四年？　五年？　よくわからないけど、ずっとだものね。今さら焦らないってだけか。それだけ柚希ちゃんが大事なのね」

　さっきのが悠介だとしたら、こっちは夏美さん？

　そう考え、じょじょに気を失う前のことを思い出す。

　今日は確か、悠介が帰宅してすぐに夏美さんが訪ねて来たんだった。いいワインが手に入ったからと、ワインに合う料理も一緒に持ってきてくれて、三人で食べたのを覚えている。

　それで……そうだ。ワインがあまりにも口当たりがよくて料理もすごく美味しかったから、ついつい飲み過ぎて気付いたら眠くなって、そこから記憶がおぼろげだ。

　ものすごく気持ちよく寝入ったことを思い出し、せっかく来てくれた夏美さんに失礼すぎる……！と起き上がろうとしたけれど、会話の中に私の名前が出てきたためうかつに動けない。

　どうしよう。だからといってこのまま狸寝入りするのも、盗み聞きしているみたいで嫌だし……。

　そろっと薄目で確認するとＬ字型のソファの短い部分に夏美さんが、そして長い部分の端っこに悠介が座り、私はその間に横になっている状態だった。

　頭は悠介の方を向いているので、いつか悠介を撫でた時と逆の位置だ。

　ふたりはアルコールに強いようで、私と同じかそれ以上飲んでいるはずなのに酔った様子を見せずに普通に会話を続けていた。

「そういえば、例の件は進みそうなの？」

「ああ。証拠は相当集まったし問題ない。首を横に振るようなら、この証拠を使うまでだ」

「縦に振るに決まってる。スタッフを簡単に切り捨てるような人間なんでしょう？　それどころか場所にも建物にも愛着なんてないんでしょ。プライドから執着しているだけよ」

　夏美さんがはっきりと言いきる。

「それに、再建の要だった柚希ちゃんはもう自分のもとには戻らないともわかったでしょうしね」

　どうすれば自然な寝起きを表現できるかと考えを巡らせていると、また私の名前が聞こえてくる。

　再建という単語から推測すると、悠介と夏美さんは白川楼について話しているのだろうか。

　どうしてふたりがそんな話をしているのだろう。

「でも、まだ柚希ちゃんに言ってないのね。こういう話はずるずる延ばしていると余計に言いにくくなるから早いうちがいいわよ」

「わかってる」

「柚希ちゃんなら大丈夫よ。わかってくれると思う。まぁ、その物わかりの良さを悠介は心配しているんでしょうけど。でも、柚希ちゃんはこれだけあからさまな態度をとられていてよく悠介の気持ちに気付かないわよね。私なんて助手席に乗せてるところを見かけただけですぐにわかったのに」

「どんな子だか見せろって俺が折れるまで言い続けて、結局店までついてきたよな。いい迷惑だった」

　悠介が呆れ顔をしているのが声だけでわかった。

　そういえば、昔、スペーメに悠介が夏美さんを連れて来たことが一度だけあったと思い出す。

「いいじゃない。少しくらい。援護射撃だってしてあげてるからプラマイゼロでしょ。っていうか悠介、柚希ちゃんにはあまり捻くれた態度ばかりとってないで素直になりなさいよ。ツンデレなんて、相手に無事気持ちが伝わった上だから可愛いで済んでるけど、気持ちに気付かれもしないまま終わったらただの嫌なやつよ」

　ソファの振動と気配で、夏美さんが立ち上がったのだと気付く。

　目が開けられないので耳に意識を集中させる。それと同時に、自然な寝息も立てないといけないので寝た振りも楽じゃない。

　身支度を整える衣擦れの音が聞こえた後、ヒールの足音がドアに向かって離れていくのがわかった。

「一度、目の前から消えた時に死ぬほど後悔したんだ。もう繰り返さない」

　悠介は見送るつもりはないらしくすぐ側にいるので、私もうかつに身じろぎもできず寝ている振りを続けていた。

「じゃあ、今度は逃がさないように死ぬ気で頑張りなさいよ」

　夏美さんの声の聞こえ方からして、もうドア前にいるようだった。

「言われなくてもそうする。もう手放すつもりはないし、親だろうが他の誰にも渡さない」

　なんだかすごい発言をされたような気がしてうっかり目を開いてから慌てて閉じる。

「両想いになったら絶対に挙式披露宴するのよ。うちのブランドから出す初めてのウエディングドレス、もうすぐ完成するからね」

「柚希が気に入ればって話だろ。忖そん度たくなしにブランド名は伏せてデザインで選ばせるから、もし落選しても文句言うなよ」

「余裕よ」

　幸い、悠介は夏美さんの方を見ていて気付かなかったようで会話は続いていた。

　会話が終わると同時にドアが閉まる音がして、直後にオートロックがかかる。

　夏美さんが帰った途端、部屋がやけに静まり返りますます起きるタイミングがわからなくなった。

　というか……さっきのは、私の話をしていたんだよね？

　手放さないだとか、ドレスを選ばせるだとか、目的語は全部私で間違っていないよね？

　いや、でも、なんでも自分のことだと考えるなんて自意識過剰だしうぬぼれすぎ？

　頭上で交わされた会話の内容に驚きすぎたあまり、体内のアルコールはすでに飛んでいる。だから、しっかり頭も働いていると思うものの……自信が持てないのは、私に都合がよすぎるからだ。

　私のことだったらいいな、と願うあまりに聞こえた幻聴か、もしくは今も夢の中というオチなんじゃないかという可能性すら考え出した時、悠介に頭を撫でられる。

　大きな手が髪を撫でつけるように優しく触れるので、驚いて咄嗟に目を開いてしまい……まずいと思ったのだけれど、悠介に「ああ、悪い。起こしたか？」と聞かれホッとする。

　どうやら自然に目を覚ましたように映ったらしい。

「あ、ううん……ごめん。寝ちゃって」

　体を起こすと頭がくらっとしたけれど、それ以上に体が痛くて肩をほぐすように動かす。ずっと寝た振りをした状態だったからだろう。

　とりあえず、狸寝入りだとバレずに乗り切れたことに胸を撫でおろす。でも、そんな私を悠介は不可解そうにジッと見つめた。

「さっきの話、聞いてたのか？」

「えっ……なんで？」

　心臓が止まりそうになりながらもなんとか返したのに、悠介はなおも私を見る。

　そして、その表情を確信めいたものに変えた。

「柚希の場合、本当に今目が覚めたなら、姉さんが帰ったのかどうかを聞いた後、失礼なことをしたんじゃないかって心配するだろ。でも、姉さんがいないのをわかってもとくに不思議がる様子を見せない。つまり、どこからかはわからないが起きてたということになる」

　私がわかりやすいのか、はたまた悠介の洞察力と推理力が鋭いのか。

　見事に言い当てられ背中を冷や汗が流れる。

　ここまで見抜かれているのに嘘でごまかすなんて技は私には使えないので、ソファの上に正座して頭を下げた。

「うん。途中、目が覚めたんだけど、起きるタイミングを逃しちゃって……結果的に盗み聞きしたみたいになってごめん」

「聞かれてまずい話なら、たとえ寝ていたとしても柚希がいる場所ではしないから問題ない」

「でも、なんか私の名前も聞こえたし……」

　言ってから、しまったと思った。

　なにも自ら掘り起こすような真似をしなくても、このまま謝って終わりでよかったのに、と焦りながら続けた。

「あ、でも、半分以上寝ぼけてて！　名前は聞こえた気がしたけど、なんの話だったのかは本当に見事なほどまったく――」

「俺が柚希を好きだって話をしてた」

　見るからに慌てふためいた私がペラペラと口を動かしている途中で遮るように言われた言葉に、時間も心臓もこの世界のすべてがピタッと止まった気がした。

　中途半端に開いたままの口を閉じることもできなければ、瞬きすらできずに息をのむ。

　悠介はずっと真剣な眼差しで私を見ていて、その瞳に自分の姿が見えた途端、ドキッと胸が跳ね上がりものすごい速さで動き出す。

　うるさい心臓に急かされ、やっと呼吸しなきゃと思い出し空気を吸い込んだ。

　私、今、告白された……？

　盗み聞きしていた時も、もしかしたらという期待はあった。でも、そんなのはきっと私が都合よく捉えただけの勘違いで、違うに決まってるって、そう思っていたから。まさかこんな風に目を見て真っすぐに告げられるなんて想像もしていなかったし、むしろ告白するのは私の方だと思っていたから……どうすればいいのか、わからない。

　好きな人に告白されるなんて初めての経験なだけに、困惑して思わずうつむく。

　正座した膝の上で握っている拳をただ見ていると、そこに悠介の手が入り込んできて私の左手を包むからビクッと肩が跳ねた。

「あ、の……」

「返事は急がなくていい。ただ、俺の気持ちだけ伝えておく。俺は、三年前柚希が失踪する前から好きだったし、弁護士として成功したと自分で思えるくらいに成長したら告白するつもりでいた」

　声だけで、決して茶化しているわけではなく真面目に言ってくれているのがわかった。だから、うつむいたまま聞くのは失礼だと思い、恐る恐る顔を上げる。

　私の手を包む、大きな手。がっしりとした肩に、男性らしく出た喉仏。無駄のない輪郭。低く艶のある声が発せられる唇に、通った鼻筋。形のいい、奥二重の目。

　そして……想いの込められた眼差し。

　視線を交わしているだけで胸がキュッとしめつけられ苦しい。

　見慣れたはずの悠介が、すごくカッコよく見えてしまって呼吸が震えた。

「そんなに、前から？」

　まさか三年以上も前からだとは思っていなかっただけに驚いて聞くと、悠介はバツが悪そうな笑みを浮かべた。

「まぁ……あの頃から柚希は雄二さんに夢中だったから気付かなかっただろうけど、多分、ほとんどのスタッフは気付いていたと思う。姉さんも、一度俺が柚希といるところを見かけただけですぐわかったって言ってたしな」

『どんな子だか見せろって俺が折れるまで言い続けて、結局店までついてきたよな。いい迷惑だった』

　狸寝入りしていた時に聞こえてきた言葉を思い出し、ハッとする。

「夏美さんがスペーメに来たのって、私を見るためだったの!?　あれって、私がまだ大学入ってそこそこの時だし、五年前くらいだよね？」

　つまり、その頃にはもう悠介は私が好きだったということになる。

　再会してから今日までは仕方ないにしても、私は、失踪するまでの約二年間、まったく悠介の気持ちに気付かなかったのか……。

　雄二さんを好きな気持ちは恋愛感情ではないとはいえ、悠介に〝雄二さんに夢中〟と言われても当然な気がした。

「そうだな。五年くらい前からになる」

「じゃあ……そっか、あれも……なるほど」

　芋づる式に色々なことが繋がっていく。

　初めて会った時、夏美さんは私の顔を凝視していたけれど、あれは五年前、私を見ていたから〝あの時の子〟という意味だったんだ。

『別にぃ。うまいことやったのねぇって感心しただけよ。急に紹介したいなんて言い出すから変だとは思ってたのよね。なるほど、こういうことだったのねぇ。なんだかダシに使われた気はするけど、まぁ可愛い弟のために許してあげる』

　直後に言っていたあの言葉も、五年前の偵察で見た私を悠介が結婚相手として紹介したから出たんだ。

「あれ。でも、ダシって……？　ねぇ、夏美さんが前、自分をダシに使ってうまいことをやったって悠介に言ってたけど、あれってどういう意味？」

　夏美さんを紹介された時の話と言葉のニュアンスを説明すると、悠介は「ああ、あれは……」としばらく黙ってから、諦めたように小さく息をついた。

　そして、ソファの上で私と向き合うように座り直す。

　左手は相変わらず握られたままだ。

「気持ちを伝えた以上、もう黙っている必要もないから言うが、そもそも姉に気に入られて欲しいという条件は嘘だ。仕事関係の人間から見合い話を持ってこられてうっとうしく思っていたのは事実だが、だからといって偽装結婚してまで黙らせたいほどじゃないし、どうとでも断れる」

　淡々と言われる。

「え……っと、じゃあ、悠介側には結婚を急ぐ理由はなかったってこと？」

「ああ。姉に会わせたのは柚希との繋がりができるだけ多く欲しかったからだ。もしもまた姿を消した場合、俺からの電話には出なくても、姉からなら出るかもしれないだろ。おまえが頼れる人間を、ひとりでも多く作りたかった」

　なんでそんな嘘を、だとか、どうしてそこまで、だとか聞こうとした口を閉じる。

　そんなの、私のためでしかないのがわかったからだ。

　再会した時、私が切羽詰まっていたから悠介は助けようと提案してくれたんだ。

　私が負い目を感じないように、色々考えて、私にも役目を与えて納得させてくれた。

　本当は全部が私のための契約結婚で、同居生活だったのに……。

　それは、ただあの場で好きだから協力したいと告げられるよりもとても大きな愛情に思え、唇を噛みしめた。

　夏美さんと私を引き合わせたのだって……私のためだったんだ。

　それだけじゃない。きっと、悠介と再会してから今日までの日々に、たくさんの〝私のため〟が散らばっている。

『誰かにおまえが傷つけられたら、それがどれだけ俺にプラスに働こうと〝結果的によかった〟とは思えないし、もしもおまえが俺の前から消えたら見つけ出すまで探し回る。今度は世界中だ』

『ただ、俺相手に無理して笑顔を作る必要はないって言いたかっただけだ。柚希が笑っていようと落ち込んでいようと、俺はおまえを嫌いにはならない』

　今までもらった言葉全部が優しく私を支えてくれていたのだと今さら気付いた。

「そんなに好きでいてくれたの……？」

　聞いた、というよりは驚きから漏れた言葉だった。

　五年という時間にもだけれど、悠介が抱いてくれている想いの大きさにも驚いていた。

　だって、まさか私が誰かにそんなに大事に想ってもらえるなんて考えたこともなかった。

　それが、こんなにも嬉しくて温かいのだと、初めて知った。

　溢れ出した涙が頬を伝って流れ落ちていく。

　急に泣き出した私を見た悠介は目を見開いていた。

「ありがとう。嬉しい」

　両手で顔を覆い本格的に泣き出した私を、悠介が優しく抱きしめたりするものだから、私は余計に涙が止まらなくなるのだった。










「触れてもいいか？」




　あれ。もしかして、悠介の中では、告白の返事ってまだしていないことになってる？

『ありがとう。嬉しい』じゃダメだった？

　そんな可能性が浮上したのは、悠介から告白を受けた一週間後。十一月の第一週だった。

　私としては私の気持ちも悠介に伝えたつもりでいたので、両思いだと喜び、うきうきしてこの一週間を過ごしていた。

　だって、悠介に好きだって言われて、私は嬉しいと答えて、そのあと抱きしめられたら、そんなのもう恋人だ。だから、すっかりそのつもりで報告したのだけれど、蘭の言葉に浮かれていた思考が停止した。




「やっぱり！　絶対有沢さん柚希が好きだと思ってたんだよね。おめでとう！　初彼氏すっとばして初旦那だねー。一緒に住んでる分、色々進むの早そうだけど、柚希は慣れてないんだし不安なこととかはちゃんと言った方がいいよ。我慢は今後のためにならないし」

　バイトの休憩中。明るい表情でアドバイスされ、私は目をしばたたくことしかできなかった。

　だって恋人になってから一週間、そういった方面への進展はゼロだ。

　恋愛経験皆無の私は、悠介が好きだと気付いた時からなんとなく告白がゴールだと思っていた。悠介の答えがイエスでもノーでも、とにかく伝えられればそれでいいとすら考えていた。

　なので、逆に悠介から告白を受けたのは意外でしかなかったけれど、想いが通じ合ったとわかった時点で、私にとってはやっぱりそこがゴールに思えていたのだ。

　毎日幸せで、嬉しくて、それで十分だったから。

　でも……蘭に言われて初めて気付く。

　両想いの大人の男女が同じ部屋で暮らしていてなにもないって、おかしいのかもしれない、と。

　蘭にこの一週間なにもないと説明すると、彼女は「え……」と言ったきり、言葉を失っていた。

「悠介も両想いがわかって満足してるとか？」

　可能性として挙げた私に、ようやく声を取り戻した蘭が「いやいや」と苦笑いを浮かべる。

「二十代後半の男性がそんなプラトニックな関係で満足するかなぁ。しかも有沢さん、五年以上柚希が好きだったんでしょ？　で、前、ホテルに泊まった時に途中までしてるわけでしょ？　そんなの、両想いってなったら速攻で関係進むと思う」

「じゃあ、私に経験がないから気を遣ってくれてるのかも」

「それはあるかもしれないけど……でも、手を繋いだりとかキスくらいはしてもよくない？」

　蘭の指摘が的確すぎて、なにも返せなくなる。

　確かにそれくらいは普通だと、経験のない私ですら思うのに、この一週間を思い起こしてみると、悠介はまるで意識しているかのように私に触れようとしなかった。

　私の髪の乾かし方が甘い時とか、今までだったら強引にドライヤーをかけられたりしていたのに、それもない。

　日曜日、一緒に外出した時も、いつもみたいに手を繋がなかった。

「もしかして、告白の返事が有沢さんにきちんと伝わってない可能性ってない？　だとしたら、告白した以上しっかり距離をとって接してくれているのも有沢さんらしいなってものすごく納得できるんだけど……」

　難しい顔をして言った蘭に、私はハッとして再度言葉を失うのだった。




　早番の仕事を終えバイト先のカフェを出てホテルに向かいながら、休憩時間に蘭が言っていたことについて考える。

　告白の返事を私が考えているだろうと思っての優しさだとすると、本当に悠介らしい。

　横柄だったり強引だったりする時もあるのに、根っこの部分はいつだって優しいのだ。

　それなのに私ときたらひとりで浮かれて満足して、悠介がこの一週間どんな心持ちでいたのか考えもしなかった。

「ダメだなぁ」

　自分の考えの浅さや配慮のなさを反省する。

　とりあえず、今日悠介が帰ってきたらきちんと私の気持ちを伝えよう。

　それで、実はこの一週間も私はフライングで両想いのつもりでいたことを謝って、ちゃんと関係をスタートさせたい。

　そう決意し、よしと自分自身に気合を入れていた時、ホテル前に立つ人影に気付いた。

　まず、最初に着物が目に入り、見覚えのある柄にピタッと足が止まる。

　深い紫色に白い小さな花びらが描かれている着物は、母親が好んで着ていたもので、目にしただけで気分が重たくなるようだった。

　ホテルの前にいるのは、紛れもなく母親だけれど……意外なのは兄を連れていないことだった。いつもどこに行くにも自慢するために連れ歩いているのに、ひとりなのは珍しい。

　なにかあったのだろうかと不気味に思え近付くのを躊躇していた時、母親がこちらに気付く。

　でも、私を見て目つきを険しくするどころか、笑みを浮かべた母親に、ますます違和感が強まった。

　嫌味を含まない笑顔なんて、生まれて初めて向けられた……。

　あれは本当に母親だろうかと半分呆然としつつも、残り半分で警戒して背筋を伸ばす。

　目的は一体なにかと考えているうちに私の前まで来た母親は、目尻を下げ口元に笑みを浮かべた。

〝安心した〟と言わんばかりの顔だった。

「よかった。会えて……さっき、部屋を訪ねたんだけど留守だったみたいだから、どうしようかと思ってたの。どうしても話したいことがあったから」

「どうして私がここに住んでるってわかったんですか？」

　疑いの眼差しで見る私に、母親はごまかすように笑った。

「いえね、有沢さんの事務所から、ちょっとね。でも、しょうがないでしょう？　電話もメッセージも拒否されてるし、こうでもしなくちゃ会えなかったんだから。どうしても話したかったのよ」

　悠介は事務所を構えているし、事務所の住所が書かれた名刺は母親も持っている。そこから悠介の後をつけて……ってことなのだろう。

　自分でつけたのか、誰かを雇ったのかは知らないけれど、そうまでして今さらなにを話したいというのだろう、と考えていると母親が続ける。

「有沢さんも関係することなのよ。聞いておかないと、きっと後悔するわ」

「悠介も……？」

　そんな風に言われたら、無視して背中を向けるわけにもいかない。

　私のせいでこれ以上悠介に迷惑がかかるのは嫌だ。でも、だからといって、今まで散々私をないがしろにしてきた母親とふたりで対峙するつもりもなかった。

　どんなに冷静を装っていても、今だって心がざわざわと不安に揺れて落ち着かない。

「話を聞きます。ただし、悠介にも同席してもらいます」

「それは……」

「その条件がのめないなら、話はできません」

　やや強引に告げた私に、母親は一瞬気に入らなそうに顔を歪め、それを取り繕うように笑顔を作りうなずいたのだった。




　私からの電話を受けた悠介は、すぐに駆けつけてくれて、話し合いのための場所にとホテル上階にあるレストランの席を用意してくれた。

　十七時から営業開始のレストランはまだ開店前なため、貸し切り状態だ。

　広々としたフロアは明るさの落とされたライトに包まれ、聞こえてくるのは控えめなＢＧＭとキッチンの作業音。

　店のランクは違えど、雰囲気はバイト先のカフェの開店前と似ていた。

　端っこのテーブルを借り、奥に母親、手前に悠介と私が並んで座る。母親はレストランの高級感に圧倒されたのか、少し目を泳がせながら口を開く。

「あのね、今日はあなたを心配してわざわざここまで来たのよ。まぁ……ご本人を目の前にして言うのも失礼だけど、こちらの有沢さんにあなたが騙されているんじゃないかって思ってね」

　なにをどう考えたら〝騙されている〟という発想になるのかと、自然と眉が寄っていた。

　逆はあっても、私を騙して悠介が得をするなんてことはひとつもないのに。

　そんな私の考えを読んだように、母親が続ける。

「あなたには言ったことはなかったけれど、有沢さんの会社の会長さんが、白川楼を買収したいって、一年ほど前から打診してきているの」

「え……」

　正直、あまり母親の言葉に反応を見せたくなかった。

　この人の言葉や態度で感情を動かすのが癪だし、いつかのおじいさんに言われた言葉もある。

　でも……さすがに自然と声が漏れていた。

　だって、有沢グループが白川楼を買収するなんて話、聞いていない。しかも、会長っていったら、悠介のおじい様だ。

「条件としては、私は今後一切白川楼には関わるなってことで……しかも、買収金額も到底納得がいくものじゃないから、断っているんだけどね」

　呆然としながら隣を向くと、私が見る前からこちらを見ていたのか、すぐに悠介と視線が重なった。

「本当なの？」

　慎重に確認した私に、悠介は真面目な顔で「ああ。そう聞いてる」とうなずいた。

　その表情は、混乱している私ですら大丈夫かと心配になるほど深刻で、悠介の緊張が伝わってくるようだった。

　一時的にパニックになっていた頭の中がスッと静かになっていく。

　理由はよくわからないけれど、悠介の雰囲気があまりに強張っているから、母親の話の内容よりも正直そちらの方が気になっていた。

「だからね、有沢さんがあなたを結婚相手に選んだのは、あなたを懐かい柔じゅうして白川楼を手に入れるためなのよ。有沢さんにとってあなたはただの駒でしかないの。利用されてるだけで、無事買収の契約が済んだらすぐ離婚をつきつけられて放り出されるに決まってるわ。こんな贅沢な場所で暮らせるのは今だけなのよ」

　母親がさも〝お願い、わかって〟という表情で訴えかける。

　その様子を眺めていて、ああ、そうかと話が繋がった。

　一年前から縁談を受けろという催促が増えたのはそれが原因だろう。そして、一週間前に悠介が夏美さんと話していた〝例の件〟もこの話だったんだ。

『今、とりかかっている仕事が終わるまでは時間がとれないらしい』

　もしかしたら、おじい様がとりかかっている仕事もこの件だったのかな……と考えていると、向かいの席から「聞いてるの!?」と厳しい声が飛んできた。

　沸点が低い母親は私が思い通りの反応を示さないからイライラし出したらしい。

　険しい声に一瞬ひくりと喉を鳴らした私に気付いたのか、テーブルの下で悠介が私の手に触れる。

　びっくりして見上げると、私を心配している眼差しがあり、恐怖に押しつぶされそうになっていた胸がキュッとしめつけられた。

　悠介だって、今、なにかしらの事情や感情を抱えている。だから、さっきあんな顔をしていたのに、私の小さな変化も見逃さず支えてくれようとする姿に心がトクトクと温かい気持ちで満たされていくのを感じた。

　怖くなんてない。

　強がりでもなんでもなくそう思い、母親を見る。

「聞いていますけど、それで、なにが言いたいんでしょうか」

　私の切り返しに、母親は不可解そうに顔をしかめた。

「なにがって……だから、騙されてるって教えてあげてるのよ。きっと、買収にかかるお金を少なくするためにあなたに取り入っているだけで、すべてが済んだら捨てられる。そんなの嫌でしょうって言ってるの」

〝買収にかかるお金を少なくするために〟という言葉に少しだけ引っかかる。

　有沢グループが本気で白川楼をとりにいっているなら、その後のトラブル回避のためにも一般的な価格で取引しそうなものだ。

　それに、母親だってもうお客様どころか従業員まで離れていっている状態なら、手を挙げてくれる企業がある間に旅館を手放した方がいいように思える。

　再建の第一手として古くから勤めてくれている従業員を切るという選択をする母親は白川楼にたいした思い入れはないのだろうし、なおさらだ。

　有沢グループからは、そんな状況でも到底納得できないくらいの低い金額しか提示されていないということなのだろうか。

　……でも、事実がどうであろうと私が口出しすべきところではないし、関係もないと頭を切り替えた。

　テーブルの下、悠介の手を握り返し顔を上げる。

「そうですね。嫌です。駒として使われるのも、用が済んだからと捨てられるのも」

「だったら……っ」

　パッと表情を明るくした母親に続ける。

「でも、私は悠介にならそうされても許せます。今まで散々大事にしてもらっていたって気付いたから。たとえ、ポイって捨てられたところで……まぁ、悲しいは悲しいですけど、それでも前を向いて歩き出せるくらいの気持ちをもうたくさんもらってるから」

　きっと悠介は、おじい様から白川楼買収の話を聞いて、いつ私に話そうかと悩んでいたのだろう。そんなの、仕事の話であって悠介のせいじゃないのに必要のない罪悪感も抱えていたのかもしれない。

　私があの旅館の従業員に囲まれて育ったことを悠介は知っているから、白川楼がなくなると知ったらショックを受けると考えて……だからこその、あんな顔だったのかなと思うと胸が痛かった。

　私は、悠介に心配させてばかりだ。

「もう十分って私が満足するくらいたくさん優しくしてくれたから。無理して笑わなくていいって、そのままの私を受け入れてくれたから。私がこれから信じてついていくのは悠介で、あなたではないです」

　私にとって母親は恐怖の対象でもあったけれど、愛してほしいと願った相手でもあった。でも、それはもう過去の話だ。

　悠介と再会して、彼との時間を過ごしていく中で、きちんと過去として昇華できている。

「白川楼がどうなろうと私にはもう関係ないので、こういうことは今回で最後にしてください」

　はっきりと言い切った私に、しばらく呆然としていた母親が眉間にシワを寄せ目を吊り上げた。

「あなた、あの場所で育ててもらっておきながらよくもそんな……っ」

「私が好きだった白川楼はずっと前にあなたが壊したから、もうとっくになくなってます」

　不意に繋いだままの悠介の手に力がこもる。

　悠介は安心させるような笑みを浮かべひとつうなずいてから母親を見た。

「そろそろお話は終わりでいいでしょうか」

　それまで黙って話の行方を見守ってくれていた悠介が言うと、母親は不満そうに唇を噛んだ。

　それから私の方を向き、無理やり浮かべた笑顔でなにかを言おうとしたけれど。

「ところで、前回交わした接触禁止の約束は覚えていますよね」

　悠介がそう切り出す方が先だった。

「それは……っ」

「しっかり自署捺印されていますよね。違反した場合は都度十万と記載してあるはずです。こちらとしてはどんな事情が発生しようとこの約束は守られるという意味で交わしていますし、もちろん今回も例外ではありません。もしもこれ以上ここに居座り柚希に精神的ストレスを与えるつもりでしたら請求させていただきますが」

　違反金という単語に、母親が明らかに顔色を変えたのが見てとれた。

　約束は覚えていても、私が悠介に騙されていたのだとショックを受け母親側につけば念書なんて関係ないと腹をくくっていたのだろう。

　どうしてあれだけの仕打ちをされてきた私が、簡単に母親の話を信じて悠介から離れると考えたのか理解ができなかった。

　でも、母親が自分に都合よくそう考えても仕方ないのかもしれない。

　母親は……この人は、私がどんな性格なのか、どんな人間なのかをなにも知らないし、知ろうともしてこなかったのだから。

「では、店側にも迷惑がかかりますのでそろそろこのへんで。お帰りはあちらになります」

　立ち上がった悠介が母親に退店を促す。

　有無を言わせない声のトーンと雰囲気に圧された母親が渋々立ち上がり歩き出したのを見た悠介が、その背中に向かって口を開く。

「柚希の人生は俺が守りますので、ご心配なく」

　母親は怒りからかわなわなと震えた後、ホテルを後にしたのだった。




　自分で感じていた以上に緊張していたのか、母親の姿が見えなくなった途端に腰を抜かしてしまった私は、悠介に支えられながら部屋に戻った。

　ベッドに腰を下ろし息をついていると、ミネラルウォーターのペットボトルが差し出されたので、お礼を言い受け取った。

　悠介は、ベッドの横の壁に寄りかかり腕を組んで私を見ている。

　その瞳が心配を含んでいると気付いて、笑みを返した。

「大丈夫だよ。今度こそ本当に決別できたかなって思ってちょっと気が抜けただけだから。それに、母親だって今回の件で強制的に私から離れれば、解放される部分もあると思うし。立場的に私を憎む気持ちはわかるんだよね。だからもう、過去にとらわれないで楽に生きてくれればいいなとも思う」

　父親の裏切りの証である私の存在はないものとしてきれいさっぱり忘れて、自分の人生を生きてくれればいい。

　ひどい扱いを受けたから、私は今後もきっと母親を許せはしない。でも、だからといって不幸になってほしいとも思わない。

　これから先、私に関わらないのならそれでいい。

　そんな思いで言ったのだけれど、悠介は納得いかない様子で眉を寄せた。

　なので、「〝甘い〟って顔してる」と笑うと、彼は壁に寄りかかったまま腕を組み直した。

「そう思ってる。でも、柚希が納得いく決着になったなら俺はそれでいい」

「うん。ありがとう。すぐに駆けつけてくれたことも、話し合いの場所を用意してくれたことも、味方でいてくれたことも。全部、ありがとう」

　悠介のおかげで母親としっかり話せたので感謝していると告げた私に、彼はしばらく黙った後「知っていたのか」と聞いた。

　慎重な声のトーンに、なにを知っていたのかと問われたのかがすぐにわかった。

　有沢グループが白川楼を買収しようとしている件だ。

「ううん。さっき初めて聞いたから驚いた。あ、全然嫌だとかそういう意味じゃなくて、まさか有沢グループが白川楼を欲しがるとは思わなかったから」

　有沢グループのホテルは日本全国どころか海外にもあるとはいえ、既存のホテルや旅館を買収したという話は聞かない。

　なので、白川楼がある土地に新たに……という計画が会社の中で出たとしても、買収するのではなく新規に建てそうだ。

　だから意外だと話すと、悠介が答えてくれる。

「祖父が思い入れがあるらしい」

「え、白川楼に？」

「ああ。もともとは柚希の祖父だとかその上の代が旅館を仕切っていた頃からの常連で、でも、代表が柚希の母親に代わってからは行かなくなった。旅館の雰囲気も料理の味も変わっただとかよく嘆いていたから、あのまま廃っていくのを放っておけなかったんだろ」

「そうだったんだ……。お得意様だったなら、私も会ったことあるかもね」

　ふふっと笑ってから、手の中でペットボトルを転がす。何度か左右に往復させた後、悠介を見上げた。

「目の前にいる母親と、隣にいる悠介。どちらを信じようなんて、少しも迷わなかった。初めて聞いたからもちろん動揺はしたけど、悠介は私が傷つくんじゃないかって心配して言わなかったんだろうなってすぐにわかったから……悠介の優しさなんだって思ったらすぐに落ち着けた」

　私の表情から、今の言葉に嘘がないと判断したのだろう。

　悠介は目を伏せ、ぽつぽつと話し出す。

「うちが買収したら、柚希の帰る場所を奪うことにもなる。どんな事情があったにしても、長い間過ごした場所だ。小さな頃から両親になにも与えられず、取り上げられてばかりだった柚希から、もうなにも奪いたくなかったんだ」

　そんな思いでいてくれたのか、と心が温かくなるのを感じながら目を細めた。

　そして、立ち上がり、悠介に近づく。

「ありがとう」

　目の前で立ち止まり、悠介の目を見て続けた。

「白川楼には確かにいい思い出もある。でも、土地とか建物に執着してるわけじゃないんだと思う。誰がそこで待っててくれているかってことが大事なんだよ。昔馴染の従業員がいないあの旅館は、私にとっては帰りたい場所じゃない」

　母親が代表になった時点で、私の帰る場所ではなくなっていたのだ。

　今、私がいたい場所はひとつしかない。

「私は、悠介のいる場所にいたい。これから先も、約束の期限が来た後も、ずっと。悠介が好きだから、一緒にいたい」

　素直な気持ちをただ声にしただけだったけれど、悠介の顔に驚きが広がっていくのを見て自分が重大発言をしたと気付いた。

　普通にポロっと言ってしまったけれど、今のはまるで告白だ。しかもプロポーズに近いかもしれない。

　本音だとはいえ、告白はもっとしっかり伝えるつもりでいたため、慌てて続ける。

「あの、そうじゃなくて……ううん、それはそうなんだけど、もっとちゃんと言うつもりでいたのに、なんか雰囲気とかなにもなく急に言っちゃった……ごめん」

　目を合わせ謝る。

　そのまま、見つめ合った状態でなんとも言えない時間が流れ……そのうちに、ふたりして笑い出してしまった。

　私がおかしくなったのは、うっかりこぼれていた告白からの一連の流れがとても間抜けに思えたからだったけれど、きっと悠介も同じ理由だろう。

　つまりは私が笑われているっていうのにちっとも嫌な気持ちにならないどころか、悠介の笑顔が嬉しくてますます笑ってしまう。

　一カ月暮らしているふたりきりの部屋。まだ笑みの残る表情で悠介が私を見る。

「今のは、告白の返事として受け取っていいんだよな」

　私がうなずいたのを確認した悠介は、目を細め、そっと私に手を伸ばす。

　そして、頬に触れる手前で「触れてもいいか？」と聞いた。

　その言葉を聞いて、やっぱり蘭の推理が正しかったのだと確信する。

『もしかして、告白の返事が有沢さんにきちんと伝わってない可能性ってない？　だとしたら、告白した以上しっかり距離をとって接してくれているのも有沢さんらしいなってものすごく納得できるんだけど……』

　これまでの、ただ偽装夫婦を演じていた時と、想いを通わせたこれからとでは触れる意味合いが変わる。

　だから悠介は意識して私に触れなかったのだ。

　すぐ近くにある悠介の手を捕まえて、そこに頬をすり寄せた。

「うん。この一週間、悠介は私に触れないようにって一線引いてくれてたんだよね。なんか、すごく大人だなって思った」

　私がただ両想いだとはしゃいでいた間も悠介は冷静だった。

　それは少し悔しくもあるものの、そんな大人で優しい悠介は素直にカッコいいと思う。

　悠介は私の頬を手のひらで軽くむにむにといじる。

「一度後悔したからな」

「後悔？」

「姉さんのホテルに泊まった夜、気持ちが抑えきれなくて柚希に触れただろ。途中でおまえに止められてハッとして、後悔した。しっかり気持ちを通わせてからっていうのは前提として、その前に俺は柚希にとって安心できる存在になるためにまずは不安を取り除いてやりたいって思ってたのに……自分の欲に駆られた」

　目を伏せた悠介の表情に怒りが混じっているのがわかり、いても立ってもいられなくなる。

　悠介に自分を責めて欲しくない一心で、彼のワイシャツの胸辺りを両手で掴んだ。

「悠介はいつだって優しかったし、私を大事にしてくれてたよ。むしろ、私の方が悠介のそういう部分に全然気付けなくて……」

　謝ろうとして、違和感を抱く。

　ごめんねは違う気がして、他の言葉を探した。

「今まで、恋愛に興味を持てない自分が、どうしてだろうって不思議だった。でも、今はわかる。きっとそれだけの余裕が私になかったからだって。毎日を安心して暮らすことも、心に余裕を持つことも、母親から逃げることばかりを考えていた私にとっては夢みたいに遠かったのかもしれない」

　きっと、周りに好みの異性がいなかったからだとか、そういう理由じゃない。

　私が立ち止まれないほど必死だっただけだ。

　だけど、そんな私の日常を、悠介が変えてくれた。

「でも私、今きちんと悠介が好きだよ。一緒に暮らす中で、悠介が私をいつも気にかけて見ていてくれたから。私を大事にしてくれたから……そのままでいいよって、安心させてくれたから」

　――だから。

「私、悠介に恋してる」

　はにかみながらも真っすぐに見上げて伝える。

　目を見開いていた悠介も、そのうちに目を細めた。

「好き。もしかしたら私が気付いていなかっただけで、悠介が好きになってくれるよりも前から好きだったのかも」

　この、私の中でも一番の大きさを誇る悠介への気持ちが、最近生まれたばかりとは思えない。

　だから言ったのだけれど、彼は苦笑いを浮かべ「それはない」と即答し、私を抱き寄せた。

　そうとも言い切れないという私の反論は、重なった唇に優しく封じ込められたのだった。




　私の体を跨ぐように膝立ちをしている悠介を、ベッドに仰向けになった状態から見上げる。

　今度こそ無事に想いを通じ合わせた後、悠介は私を抱き上げ普段彼が使用しているベッドに下ろした。

　そして「少し待ってろ」と言うと、膝立ちになったので、私は不思議に思いながらも手持ち無沙汰で眺めているというわけだ。

　ドキドキしながら見上げる先で、悠介はワイシャツの袖のボタンを外し、続いて腕時計も外していく。

　男性が女性に触れる前に装飾品を外すのは、女性の肌を傷つけないためだと蘭から聞いたことを思い出した途端にこれから先の行為を想像してしまい、一気に顔が熱を持つ。

　私も悠介を傷つけないように……と肘をついて上半身を少し起こし服を見下ろしてみるものの、着ているのは夏美さんからいただいたシャツワンピースと厚手のカーディガンのみだ。

　危ないものはなさそうだけれど、とりあえずボタンくらいは自分で外した方がいいかもしれない。

　悠介がなにかしているのに私がなにもしていない状況が落ち着かず、自ら脱ぎだすという普通だったら考えられない大胆な行動に出る。

　でも、三つ目のボタンに手をかけたところで悠介に止められた。

「俺が脱がすから、柚希は大人しくしてろ」

　肩をゆっくりとベッドに沈められながらも「でも」と返す。

「私、こういうの何も知らないから全部悠介任せになっちゃうし、自分の服くらいはと思って……それに悠介だって腕時計外したりしてたから私も――」

「もう終わった」

　直後、唇が重なる。

　さっき、ベッドに移動する前にも数回したとは言え、私のキスの経験値はほぼないに等しい。二週間前のあの夜が初めてなのだから当然慣れるわけがなく、唇同士が触れているというだけですでにいっぱいいっぱいだった。

　それに、想いを交わしてからはこれが初めてだ。その分、ドキドキも上乗せされているのは気のせいではないと思う。

「柚希」

　呟くように私を呼んだ悠介が、親指で私の唇を割る。

　すぐに入り込んできた舌に咄嗟に開けてしまった目を、またゆっくりと閉じキスに応じる。

「ん……」

　ふたりの体の間に挟まれた手をどうするか迷った挙句、悠介の肩に触れてみる。皮膚の上からでも太い骨がわかり、いつだったか洗面所で見た上半身を思い出した。

　怖がらせないようにか、悠介が舌先で私の舌を柔らかく撫でる。私も頑張らないとと意を決して奥で縮こまっていた舌を差し出すと、悠介が少し笑ったのがわかった。

　舌を軽く吸われ、舌先をくすぐるように撫でられた後、絡めとられる。

　角度を変え唇同士が深く重なると、今度は少し強引に咥内をじっくりとなぞられ自然と息が漏れた。

「ふ……ん、ぅ」

　キスをしながら、悠介が私の手首をそっと掴む。そして、私の顔の横に置くと、丁寧に指を一本一本絡めていく。

　今までだって手くらいは何度も繋いでいたのに、悠介の手の熱さがいつもと違っていてドキドキする。触れ合った場所から、どんどん体が熱に侵されていくみたいだった。

　悠介の、私よりも厚い舌に意識が持っていかれ、鼻での呼吸がうまくできず息苦しい。

　声にならない声で訴えた私に気付いた悠介は、最後にリップ音を立てキスをした後離れた。

　名残惜しい気持ちと、やっと呼吸ができてホッとした気持ち、半々だった。

　じっと見上げていると、悠介はもう一度唇にキスしてから、頬や耳とキスの場所を移していく。それが首筋に落ちた途端、くすぐったさにぞくぞくした感覚が混じり我慢できずに身じろぐ。

　繋いでいた手を離した悠介は、シャツワンピースのボタンを外し、器用に私から服を脱がせながら鎖骨や肩にも唇を押しつけていた。

「ん……っ」

　それまではふわふわしたくすぐったさしかなかったのに、急にわずかな痛みを感じ肩がぴくっと跳ねる。

　肩を見ると、悠介が吸いついた場所が赤くなっていた。そういえば、以前も脇腹の辺りにつけられたことを思い出す。

「もう冬だし、ここなら問題ないだろ」

「う、ん」

　悠介が、薄くついた印を舌で舐めながら言うので、おかしな声になりながらもうなずいた。

　私を下着姿にした悠介がお腹の辺りにも唇を寄せる。

　私はくすぐったがり屋で、お腹周りなんてとくに弱いのに、悠介の指先にも唇にも舌にも、くすぐったいというよりは戸惑うような気持ちよさしか感じないのがこの間から不思議だった。

　でも、こんなことをしているのに色気のない笑い声を出して雰囲気を台無しにするよりは全然いいな、と考えていた時、また先ほどと同じような小さな痛みを植えつけられる。

「あ……っ」

　私の脇腹の辺りに新しい印を残した悠介が、そこを舌で拭うように舐めるので、思わず声が出た。

　慌てて口を押さえたけれど、出た声はしっかり悠介の耳に届いたようだった。私のあばら骨の上を確認するみたいに舌先でなぞられ、体がぴくっと反応する。

「ん……ぁ……っ、そこ、やだ……」

　普段、くすぐられたら笑い声があがるところを舌先で触れられると、おかしな感覚が首の後ろから腰の辺りまでを走る。

　もどかしさを伴うそれが落ち着かなくて悠介の肩を押した私に、彼は口の端を上げた。

「この間も思ったが、敏感なんだな」

「へ、変？」

　自分の体を他の誰かと比べたことはない。修学旅行、旅館の大浴場で胸の大きさがどうのと友達が騒いでいても遠巻きに見ているだけで参加しなかったのは、自分の体にそこまで興味がなかったからだ。

　だから、もしかしたら体や感じ方がどこかおかしかったりするのだろうかと今さら不安になって頭を起こすと、悠介は「いや、どこもおかしくない」と言い、またお腹に唇を寄せる。

「柚希が、どこが敏感でどこが好きなのか、これからもっと知っていけると思ったら嬉しくなっただけだ」

「んっ……ね、もう、それ……やだ」

　舌を這わせていないところは指先でなぞられ身をよじる。

　もどかしさというか、体の芯までじわじわ溶かされるような不思議な感覚が混ざっている。

　体のどこかもわからない部分がぞわぞわとして腰を浮かすと、悠介はベッドと私の体の間に手を入れ、下着のホックを外した。

　そして、下着の隙間から直接私の胸に触れる。以前も一度見られたり触られたりしているとは言え、やっぱり恥ずかしくてパニックになりそうになる。

　しかもそこに悠介が口づけるから余計に。

「ん……あ……っ」

　前回はすぐにストップをかけたから、ここからは未知の世界だった。

　胸の先にじっくりと舌を這わされ耐え切れない声が漏れるたびに、どんどん自分の体が熱くなっていくのを感じる。

　悠介の指先や舌に触れられる時間に比例して気持ちいいのに焦れったい感覚が溜まっていく。

「ね、もう、そんな丁寧じゃなくていい……これ、普通……？」

　そんな会話でもしていないとどうにかなってしまいそうで、必死に口を動かす。

　だって、もう随分長い間胸を触られ続けている。私が初めてだから気を遣ってくれているのだとしても、いくらなんでも時間をかけすぎな気がして聞いたのだけれど、悠介は尖らせた舌先で敏感な部分に触れながら「普通だ」と答えた。

　見せつけるようにゆっくりと舐められると、悠介が敏感だと言った体がまた少し感度を上げた気がした。

「んん……っ、本当、に……？」

「ああ」

　私がなにも知らないから嘘をついているんじゃないだろうか。でも、それが事実か嘘かすら私には判断ができないので、悠介を信じる他ない。

「ぅ、あ……っ、待って待って、そこ、や……んんっ」

　上半身裸になっている悠介が私の体に触れているところを見ると目に毒なので、目をつぶりひたすら与えられるじわじわとした快感に耐えていた時、不意にショーツの上から触れられる。

　思わず足を閉じようとしたのに、足の間には悠介がいて叶わない。

「あっ、あ……だめ、悠介……ん、ぁ……っ」

　胸への愛撫だってどうにかなるかと思ったのに、それとは比べ物にならない快感に襲われ肘で体を起こす。

　でも、すぐに覆いかぶさってきた悠介にキスされ、そのまままたベッドに沈められた。

「んぅ……っ、ふ、ぅ……っ」

　舌を絡めながらも、悠介が指の動きを止めないせいで、キスの合間に声が漏れる。

　ショーツの上からただ優しく撫でられているだけなのに信じられないくらいの気持ちよさが生まれ体が震えていた。

　悠介は、キスにまともに応えられない私の唇をちゅっと音を立てて舐めとりながらショーツを下ろすと、さっきの場所に今度は直接触れる。

「ぅあ……っ、ん、だめ……は、ぁ……っ」

　じっくりと優しい動きで撫でられ続けているうちに、限界がきてビクッと腰が跳ねる。

　頭の中が真っ白になり突然のことに驚いてしばらく呆然としたまま、ただ異常なくらいの心拍数に呼吸を繰り返していた時、悠介が私の足を大きく開き……。




　結局、「普通だ」「一般的だ」と、私が聞くたびにそう答えた悠介は、時間をかけて私の体を慣らした。

　あまりに濃厚すぎる触れ合いに私がどんなにみっともない姿を晒しても、涙をこぼしても、悠介はただひたすら甘やかし、過度な快感を与え続けた。

　以前、夏美さんのホテルで途中までした時には私が嫌だと口にしたらすぐに止めてくれたのに、今回は何度言ってもキスでごまかされたのは、私が本当に嫌がっているわけではないとわかっていたからかもしれない。

　こういう行為における普通を調べるために時間を計っておけばよかったと後になって思ったけれど、もう、すっかりトロトロに溶かされた頭と体では今の時間を確認することすら面倒で諦める。

　体がじっとりと汗ばんでいて、内側まで熱い。

「ん……っ」

　悠介が私の内ももを撫でる。

　もう体のどこでも彼に触られたらきっと反応せずにはいられないだろうってほどに丁寧に触れられ続けた私を、悠介が見下ろす。

　その眼差しには情欲が浮かんでいて、同じ空間に居続けたら中毒になるんじゃないかと心配になるほど色気が溢れている。

　引き締まったお腹も、浮き出ている鎖骨も、整った顔立ちも、すべてが魅力的で目が離せない。

　以前、触れられた時にも思ったけれど、こういう悠介を前にすると独り占めしたいという欲が湧き上がってくる。

　こんな悠介を知っている人は他にもいるのかもしれない。でも、今後、衝動に駆られた悠介を見るのも触れられるのも私だけがいい。

　散々快感を与えられた体なのに、悠介を見ただけで奥の方が切なくしめつけられるのがわかった。

　初めてなのに、早く早くと、本能がうずうずしていた。

「悠介、もう……」

「……ん。力抜いてろ」

　ようやくだ、と思いコクコクとうなずく。

　私は、この行為でどちらかと言えば自分じゃなく悠介に気持ちよくなってほしかったのだから、本当にやっとだ。

「……っ」

　じっくり慣らされたおかげで、そこまでの痛みはなく悠介を受け入れる。

　じわじわと押し広げられていく感覚は正直少し怖かったけれど、それを紛らわせるように悠介がずっとキスをしてくれていたおかげで緊張を逃がせた。

　熱いのか、痛いのか、よくわからない。でも、覚悟していたほどでは全然なく……なんだか感動だった。

「柚希……っ、痛くないか？」

　私を組み敷いた悠介に、頬に触れられながら聞かれる。

「うん……大丈夫。大丈夫だし……よかった」

　すっかり私の中におさまったのがわかると、自然と息が抜けてしまった。

　だからなのか、涙がポロポロと溢れ出し、悠介を受け入れられたという嬉しさが止まらない。

　悠介を好きだと想う気持ちが、止まらない。

「もう……やっとだよ」

　散々いいようにされたので少しの恨みも込めてそう告げる。

　目に涙をいっぱいにして微笑んだ私に、悠介はややツラそうに眉を寄せながらも笑い、「俺のセリフだ」と返し、再び唇を合わせたのだった。




　目を閉じていてもわかるほどの明るさで意識が浮上する。

　でも、疲労感がすごくてまだ目を開けたくないので、再び寝入るために布団を頭までかぶる。

　それでも睡魔に負ける前にバイトのシフトをしっかり頭の中で確認するのは、もう身に着いた習慣だ。大学を中退し家を飛び出てフリーターになってから約三年。今はひとつだけだけれど、基本的にいくつかのバイトをかけ持ちしているので、シフト表は常に最重要の付箋が貼られた状態で頭の中にあった。

　今日は遅番だからまだ寝ていられるな……と一度意識を手放しそうになってから、ダメだ、と思い直し布団から顔を出す。

　土曜日でも悠介は仕事の日もある。さすがに見送りぐらいはしたいと思い目を開け、一気に覚醒した。

「えっ、なんで……」

　私と向き合うようにして横になって寝ている悠介に驚いてうっかり声が出たけれど、そのうちに昨夜の記憶がよみがえり、現状を理解する。

　そうだ、昨日悠介と……で、終わった後、お風呂に入ったはず……なのに、途中から記憶がない。

『明日の朝でいいだろ』

『でも、お風呂入らないで寝るの気持ち悪くて。悠介は寝てていいから』

　そこまで綺麗好きではないとはいえ、どんなに疲れていてもお風呂は済ませてからベッドで寝たいというのは昔からだった。

　なので、おかしなところに痛みを感じながらも、昨日もお風呂に入ってシャワーを済ませて、そのうちに悠介が入ってきて……あれ。悠介、入ってきたよね？　なんで？

　私の記憶が混ざっているのではなく、本当に悠介がお風呂に入ってきていたとしたら大問題だ。

　すぐに事実を確認したくなって隣で寝ている悠介に手を伸ばす。

　体を揺すって起こそうとしたからだけれど、改めて見るその寝顔があまりに綺麗で思わず手が止まった。

　起きている時よりも少し幼く見える顔が可愛くて最近生まれたばかりの母性本能がくすぐられる。

　まぁ……いいか。たとえお風呂に勝手に入ってきたとしても、それは私を心配してだってわかるし、終わったことを恥ずかしがっても今さらだ。

　悠介の寝顔と私の羞恥心を天秤にかけたのち、前者を選ぶ。

　もう二度寝をする気分でもないため、ただ悠介の寝顔を眺めていたけれど、十秒ほど経ったところで、彼の口元が笑みを浮かべた。

「見すぎ」

「えっ、起きてた？」

　寝起きではない、はっきりとした声に驚いていると、目を開けた悠介が微笑む。

　柔らかい表情が珍しくて、うっかり見惚れそうになってからハッとした。

「ごめん。私がひとりでごそごそしてたから」

　布団をかぶったりはいだり、隣に眠る悠介に驚いたり。同じベッドに寝ているのだからきっと振動は伝わっていただろうと思い謝る。

「いや、ずっと眠りが浅かったから、柚希のせいじゃない」

「もしかして、誰かが一緒だとよく眠れないタイプ？」

　そのへん、少し神経質っぽい感じはあるな、と思いながら聞くと、悠介は私に手を伸ばし、髪を撫でる。

「それはあるかもしれない。でも、柚希なら気にならないし、今後は同じベッドで寝るつもりだ」

　確かに、夫婦なんだしこういう関係になった以上、別々のベッドで眠る必要はない。

　悠介の手が耳の辺りに触れるので、くすぐったくて少しだけ身をよじる。

　そんな私に目を細めた悠介が続ける。

「眠りが浅かったのは、気持ちが昂っていたからだろうな。やっと手に入ったんだと自覚したら、しばらく眠れなかった。単純に、風呂で寝入った柚希を運んだりして体を動かして目がさえたせいもあるけどな」

　悠介がこんな風に愛しそうに微笑むのは本当にレアなのだ。

　けれど、告げられた事実が覚悟していたとはいえ衝撃的すぎて、悠介のレアスマイルをしっかり目に焼きつけておきたいのに眺めてもいられなくなる。

「やっぱり私、お風呂で寝たよね？　っていうか、その前に悠介普通に入ってきたよね？　うわぁ……なんかもう……ごめん。ありがとう」

　顔を両手で覆いながら、謝罪とお礼を同時にする。

　その日のうちにお風呂を済ませたいという私の変なこだわりのせいで悠介に迷惑をかけてしまった。

「ベッドを下りる時から足取りが怪しかったからな。風呂で寝たら危ないと思って騒がれるのを覚悟で入ったのに、もうそこまで頭が回ってなかったのか俺を普通に受け入れて、最終的には俺に寄りかかって寝てた。そこから服を着せて髪を乾かしてベッドに運んだのに一度も目を覚まさなかったから逆に心配になったくらいだ」

　もとから眠りは浅い方だ。

　小さな物音でも目は覚めるし、情緒不安定な時は不安に襲われて寝つけない日も多々あった。

　そんな私がそこまで深く眠っていたのはおそらく、極度の緊張と疲れが原因だろう。

　身も心もガチガチに緊張していたところから、数時間かけて羞恥心も手放すほどトロトロにされて、すべてをさらけ出すところまで落ちたのだ。疲れて当然だ。

「無理させて悪かった。体は大丈夫か？」

　悠介も同じことを考えていたようで、心配そうに聞かれる。

　そんな、気絶したみたいに眠り続けられたら不安になるのも当たり前だった。

「うん。大丈夫。痛いとかもあまりなかったし……ただ、初めてで慣れないことばかりだったから、緊張してた疲れが出たんだと思う。次からはきっと大丈夫……」

〝次からはきっと大丈夫だと思う〟

　そう続けようとして慌てて口を押さえる。

　自分から次を想像するようなことを言ってしまい、恥ずかしさで布団に潜り込みたくなっていると、悠介が笑い、私を抱き寄せた。

　おでこ同士がコツンと軽くぶつかり、悠介の優しい色をした瞳がすぐそこに見える。

「よかった。痛かったからもうしないだとか言われたらどうしようかと思った」

　私をフォローしようとしているわけではなく、本当にホッとしたようなトーンだった。

　でも、そうか。男性側はそういうところが心配になったりするのか。

　とくに私みたいに初めての女性が相手だと気を遣うことも多そうだ。

　だから悠介もあんなに時間をかけて丁寧に触れたのか。単に私が痛くないようにっていうその場限りの配慮ではなくて、今後も私が苦手意識だとか恐怖感を持たないように。

　なんだか、私が本当に少しでもマイナスな感情にならないようにととても過保護に先回りして色々な危険物を排除されているのだと再確認する。

　私が気付いていないだけでもっとたくさんありそうだ。

「ねぇ」

「ん？」

　私も、悠介が嫌な気持ちにならないよう、守ってあげたい。悠介がくれる、さりげなかったり隠れていたりする優しさも全部に気付きたいし、それと同じくらい返したい。

　でも、きっと私にはそれはまだ難しいから。

「痛くてもうしたくないなんて思わないし、恥ずかしさはあったけどすごく気持ちよかったし、とにかくずっと嬉しかったよ。だから、またしたい」

　せめて、悠介がたくさん気遣ってくれた分、ちゃんと言葉で返したい。

　悠介のおかげだよって伝えたい。

　そんな思いと使命感につき動かされて、目を合わせたまま伝える。

　驚きから目を見張った悠介は、次第に何とも言えない表情になり、しまいには苦笑いを浮かべた。

　広い胸に抱き寄せられ、耳元でため息とともに聞こえた「……可愛い」という言葉。

　その声から、こめられた悠介の気持ちがありありと伝わってくるようで、抱きしめ返しながら、涙がうっすらと浮かび始めた目を閉じた。










「奪うような結果になり申し訳ない」―SIDE　悠介―




「じゃあ、やたらと早く離婚したがってたのは、仕事としての関係をしっかりやりきってから告白しようとしていたからって理由で、雄二さんは関係ないんだな？」

　確認するような聞き方をすると、柚希はしっかりとうなずいた。

「うん。私ばかり助けてもらったり協力してもらったりしている状況での告白なんて、ちょっとどうかなって思ったから。悠介の役にもちゃんと立ちたかったし、それは両想いになった今だって思ってるよ。好きだからこそなおさらだよ」

　真っすぐに俺を見上げてそう宣言する柚希の素直さに面食らう。

　昔から気持ちを隠さず思ったままを表情にも口にも出すタイプだと知ってはいたし、そこを好意的に捉えてもいたが、気持ちを通じ合わせてからというもの、その威力の大きさは凄まじく反応に困ることもしばしばだった。

　とりあえず、雄二さんへの気持ちに恋愛感情が含まれていないことだけしっかりと確認しひとつ息をつく。

　まぁ、何度確認したところで安心しきれないのは目に見えてはいるが、こればかりは仕方ない。

　俺自身が雄二さんを敵わない相手として認めているからこそ、柚希の気持ちがそちらに向くんじゃないかと執拗に危惧しているのだから。

「それより、おじい様、本当に怒ってない？　入籍して一カ月以上も経ってからの顔合わせなんて普通に考えてもありえないのに」

　柚希が心配そうな顔で見上げてくる。

　今日は、俺の祖父との顔合わせという名目で料亭を貸し切っている。

　正直うるさくなるだけなので姉は呼んでいなかったのだが、どこから聞きつけたのか前日になって【私も行くから】というメッセージが届いた。

　姉だって暇ではないのに、それでも時間を作って顔を出すと言う。柚希に贈る服や靴の量からも薄々勘づいてはいたが、俺の結婚に相当はしゃいでいるようだった。

　姉の溢れる嬉しさの内訳としては、勝手に手をかけてきた弟が結婚するという思い半分、自身のブランドのウエディングドレスの発表が想像以上にいい形で実現できそうという思い半分だろう。

「問題ない。顔合わせは仕事が片付いてからにしたいと言い出したのは祖父の方だし、そこに柚希が責任を感じる必要はないし……今日の席ではただ気楽に祖父の話を聞いてくれたらそれでいい」

「そっか。わかった」

　素直にうなずく柚希の様子を注意深く観察した。

　顔色も悪くないし、いつも通り元気そうではあるが……この後、祖父からの話を聞いたら表情が陰らないかと憂鬱になる。

　柚希との結婚をとっくに許している……というよりも、手放しで喜んでいる祖父とは、今日は結婚報告の他にもいくつか話をするつもりでいる。柚希にはまだ結婚報告としか伝えていないが、むしろそれ以外の話を彼女に伝えることが今日のメインだった。

　結局、資金繰りが行き詰まった白川楼が有沢グループに買収される運びとなったこと。

　新体制を作るうえで母親は解かい雇ことなったこと。でも、当然母親についていくと思われた兄の龍一は、白川楼に残り働かせてほしいと祖父に直じき訴そし、それを祖父も了承したこと。

　相場の価格では納得せずにごねた母親を、十年前一方的に解雇された従業員から集めたパワハラの証拠で強制的にうなずかせたことは黙っているにしても、それ以外は、これから祖父の口から柚希に伝えられる。

　もうそこまで心配する必要はないのかもしれないが、実家関連は彼女にとっては深いトラウマだ。

　伝えなければならない話だとはいえ、彼女が受ける衝撃を考えるとわずかに気が重かった。




　祖父と姉が一緒に来店し、料亭の個室でそれぞれ挨拶を済ませる。

「旧姓、白川柚希と申します。悠介さんと先月入籍いたしました。ご挨拶が遅くなり申し訳ありませ……」

　わずかに緊張が含まれた声でそう挨拶し始めた柚希は、祖父の顔を見てピタッと止まる。そして凝視した後、少し考え込み、それから祖父を再度見つめた。

「あの、以前、白川楼によくいらしていたと悠介さんから聞いています。人違いだったら申し訳ないのですが、お会いしたことがある気がして」

　疑問形ではあるものの、柚希の瞳には確信があった。

　祖父が白川楼によく宿泊していたのは柚希の母親が代表となる前の話だから、彼女がまだ小学生の頃だ。それなのによく覚えていたなと思いながら見ていると、祖父が満面の笑みを浮かべた。

「そうだよ。よく覚えていたなぁ。あの頃はよく座敷に顔を見せてくれてたから、それを楽しみにしてたのに、女将が取り仕切るようになった途端に会えなくなったから気にかけていたんだ。こうして元気な顔を見られて本当によかった」

　祖父の話だと、柚希の母方の祖父が白川楼を取り仕切っていた頃は、柚希はよく旅館内に出入りしていたという。

　整った顔立ちをした彼女を顔見知りの客はよく可愛がり、夕食の席へも呼ぶほどだったらしい。いわば看板娘だ。

　祖父は、その中でも自分が一番柚希に構った客だったと豪ごう語ごしていた。

　柚希の母親が女将となってからも六年ほどは、先代が代表を務めていたが、その後体調を崩し隠いん居きょとなり、そこからは柚希の母親がすべてを取り仕切るようになった。

　そして、それと同時に柚希が旅館に顔を見せる機会はなくなったらしい。

　それはきっと彼女が誰かから可愛がられたり褒められたりするのが気に入らない母親の一存だったのだろうといつか祖父は話していた。

　先代の目がなくなった途端、柚希に旅館への立ち入りを禁止し、彼女を気にかけていた従業員も解雇した。

　柚希はもう最悪な状況からは抜け出せているとはいえ、本当に聞けば聞くほど頭にくる。

「白川楼がどうもうまくいっていないという話は、以前から聞いていて残念に思っていたんだ。私のお気に入りだったからね。どうにかあの頃の白川楼を取り戻せないかと思って今回の買収に至ったんだ。悠介から話は聞いていると思うが、柚ちゃんの実家を奪うような結果になり申し訳ない」

「あ、いえ……もうご存じかと思いますが、あの場所は私にとっていい思い出ばかりが詰まっているわけではないので。昔、働いてくれていた人たちがいない今、冷たいことを言うようですが何の思い入れもありません」

　俺に答えた時と同じように、柚希の横顔に迷いはなかった。

　実家がなくなるというのは、帰る場所がなくなるということだ。それは誰が経験してもおそらく一抹の寂しさや不安は感じると思うのに、柚希の表情からはまったく感じなかった。

　過去については、彼女はあまり多くを話さないし、具体的に母親から受けた仕打ちを口にしない。

　俺を嫌な気持ちにさせないようにとぼかした言い方をしているのもあるにしても、柚希自身が思い出したくないのだろう。

　母親から暴力は受けていないとは聞いているが、存在を無視され、あからさまに兄と差別され、逃げ場がないという毎日は、きっと幼い柚希にとっては暴力と変わらなかったはずだ。

　怒りで沸騰しそうになる感情に気付き、落ち着くために息をつく。

　帰る場所を奪う結果にはなったが、俺が柚希に〝帰りたい〟なんて思わせなければいいだけの話だと自分自身を宥める。

「ああ、その件だがね、先代が取り仕切っていた頃に働いていた従業員に、できる限り戻ってきてもらえるよう頼んでいるところなんだ」

　祖父の言葉に、柚希は目を見開き「え……」と小さな声を漏らした。

「山岡くんを知っているだろう？　彼に動いてもらっている」

「雄二さんに……？」

「ああ。白川楼の調理場は山岡くんに任せようと思っているんだ。もともと、彼が旅館を追い出されるって話を聞いて、じゃあとスペーメを作ったんだ。彼の腕は買っていたからね。店のコンセプトを決める際、和食か洋食かで考えた時、山岡くんは学生や家族向けの飲食店を希望した。きっと、昔の柚ちゃんみたいに小さな子を笑顔にしてやりたかったんだろう」

　以前、スペーメの開業準備中に祖父に聞いたことがある。

　うちで経営する飲食店とは明らかに価格やターゲット層が違う、いわばファミリーレストランのような店を開く理由があるのか、と。

　その時に、そこで料理長を務める予定の雄二さんの希望だと聞き、その頃まだ雄二さんを知らなかった俺は胡う散さん臭く思い、スペーメに通い始めたのだ。

　なので結果的には、雄二さんが有沢グループの展開してこなかったような店を提案したおかげで柚希と出会えたことになる。そういった面でも彼に敵う気がしないというのが実情だった。

「じゃあ、もしかしたら、昔みたいな白川楼に戻るかもしれないってことですか……？」

　信じられないといった様子で聞いた柚希に、祖父はにんまりと笑う。

「〝もしかしたら〟じゃないよ。もうその方向で動いている。私は実現できないことは口にしないようにしているんだ。前も言っただろう。〝常に希望を持って、実現させるために前を向いて頑張るんだよ〟って」

　思い当たる節があるのか、柚希が目を細める。

　彼女がこんな風に泣きそうな顔で微笑むところを見るのは初めてで、思わず手を伸ばす。正座をしている腿の上にある柚希の手を包むように握ると、彼女は少し驚いた表情をしてから俺に笑みを向けた。

　少しでも支えてやりたいと思って手を握ったのに、〝大丈夫〟と言わんばかりの笑顔には俺を安心させようという気持ちが浮かんでいる。

　柚希をただ守ってやりたいと、そう心に決めてから随分経つが、未だ彼女が俺に泣きついてくるところが想像もつかない。

『私、今きちんと悠介が好きだよ。一緒に暮らす中で、悠介が私をいつも気にかけて見ていてくれたから。私を大事にしてくれたから……そのままでいいよって、安心させてくれたから』

　あんな風に感謝しなくていい。

　俺が柚希を大事にするのなんか当たり前だと、いつかそう心から思ってほしい。

　母親に見向きもされなかった過去なんか忘れて、自分だけを見ろと、俺に望んでほしい。

　愛されている自信を持って、少しくらいのわがままは安心して口にできるようになってほしい。

　話が一段落したところで、タイミングを計ったように料理が運ばれてくる。祖父が好きな鯛たいを中心に作ってもらったコースは、品がいい味にまとまっていて全員満足そうだった。

　雑談しながら食事を終え、抹茶プリンやきな粉のアイスが載ったプレートの配膳が終わった頃、「でもさ」と姉が話し出す。

「龍一くんが白川楼に残って働きたいって言い出したのはびっくりしたよね。私も同席してたけど、どんな魂胆があるのかって相当考えたもん」

　それは俺も最初に聞いた時に考えたことだった。

　白川龍一の意思というよりも、あの母親が後ろで糸を引いている可能性を考えた。

　けれど、話によれば母親は龍一の発言に驚いた後は必死に止めて自分と一緒にいるべきだと懇願していたというから、どうやら本当に龍一の意思らしい。

「私もそれは意外でした。白川楼を離れるってなったら、兄は母親についていくものだと思っていたので」

　柚希が言うと、祖父は緑茶の入った湯呑みに手を伸ばしながら笑う。

「柚ちゃんは龍一くんとの接触をあまり許されてこなかったから、彼についてあまり知らないのも仕方ない。でも、彼は心の底から女将の意見に従っているようには私には見えなかった。もしも女将が本当に強制的に柚ちゃんの縁談を決めていたら、きっと、龍一くんは止めようとしてくれたんじゃないかな」

「そうとも言えないだろ。あの気の強い母親に龍一が逆らえるとは思えない」

　少なくとも、十月半ばの話し合いの場で、龍一はひと言も発言していなかったし動いてもいない。

　柚希が散々罵倒されている間も守ろうともしていなかったし、俺が入室してからも置き物かと思うほど微動だにせず、座布団の上に座って目を伏せているだけだった。

　きっと、柚希が家を出る前も、彼女がどんなにひどい言葉を浴びせられていようと傍ぼう観かんしていただけだったのだろう。

　そんな男が自分の意思なんて言えるだろうか。

　でも祖父はゆるく首を振って微笑んだ。

「龍一くんには引き取って育ててもらった負い目があったんだよ。それを今までは大人しく従うというかたちで義務として果たしてきただけなんだろう。それも今回で見切りをつけたようだがね。彼は白川楼に残りたいというよりは、女将から離れたいという意味合いで私に直談判してきたんだろう」

「もう少し早く見切りをつけてもよさそうなものだけどな。柚希が散々あのヒステリックな母親に一方的に暴言を吐かれているのを知っていて保身のために口出ししなかったなら、龍一だって母親と同罪だろ」

　吐き捨てるように言った俺に、姉が苦笑いを浮かべる。

「それは悠介が柚希ちゃんを特別に想ってるからそこまで思うだけでしょ。ある意味、閉ざされた空間だったわけでしょ。その中で保身に走るのは当然だよ。それに、龍一くんって養子なんでしょ。ってことはそうなる前に色々事情もあったんだろうし、なおさらじゃない？」

　姉が宥めるように言った横で、祖父が柚希に笑いかける。

「今度一度話してみるといいよ。柚ちゃんと龍一くんがどんなに仲良くしても、もう誰も邪魔しないから」

「そうとも限らないんじゃない？　ほら、悠介がもう不満そうな顔してるもの」

　からかって笑う姉に黙り込んでいると、柚希が隣でクスクスと笑う。

　正直、龍一への怒りが収まったわけではないが、柚希が今こうして楽しそうでいるならそれでいいかとひとまず納得することにした。

「夏美もね、実は今回の件には尽力してくれているんだ。だから、再建の主軸は山岡くんに任せて、そのサポートを夏美に任せようと思っている」

　祖父の言葉を聞き咄嗟に姉を見る。初めて聞くことだった。

「え、もしかして夏美さんが女将になるんですか？」

　柚希が驚きながらも嬉しそうな声で聞くと、姉ははにかんだように笑った。

「私も随分自由に好き勝手やらせてもらったから、そろそろ祖父のお手伝いをしようと思って。それに女将とか大変そうでもあるけどやりがいがあって楽しそうだしね。あ、でも柚希ちゃんがするって言うなら、もちろん譲るからね。そしたら私は裏方として全力で利益上げられるよう画策できるし」

「いえ！　それは……女将なんて荷が重いですから。あの、でも、もしできるなら従業員として働きたいです」

「は……？　働きたいって――」

　柚希の申し出に驚いている俺を無視して、姉が「いいわよ」と即答する。

「柚希ちゃん、着物似合いそうだし仲居さんとして働いてもらって、ゆくゆくはって感じでもいいかもね。ねぇ、おじいちゃん」

「そうだなぁ」

　姉だけでなく祖父までもが快く受け入れたせいで、口を挟める雰囲気ではなくなる。

　柚希が働くことには反対しない。

　期間限定の契約結婚を言い出した際、柚希は仕事を紹介するという俺の提案で最終的にうなずいていたのは知っていたし、ずっとバイトをしてきた彼女からしたら一度腰を据えてしっかりと仕事をしてみたいのだろうとも思っていた。

　もうビクビクして生活する必要はない。目の届かないところに行かれるのは正直心配ではあるが、窮屈に怯えていた今までの分も、柚希には自由に働いてのびのび過ごさせてやりたかった。

　だから、柚希の性格に合うような雰囲気のいい職場を探すつもりでいた。同年代の社員が多い方が彼女も楽しいだろうだとか、でも、割と年上との方がうまくやっているイメージがあるしそちらの方がいいだろうかだとか、日々考えを巡らせていた。

　時期を見て俺から話をするつもりでいたのに、思わぬところで就職先が決まり、しかもそこが柚希にとってこれ以上ない職場だと俺にもわかるため何も言えず、眉を寄せる。

「柚ちゃんも、白川楼の良き時代を知っていた重要人物のひとりだ。手を貸してくれると助かるよ」

「はい。嬉しいです」

　祖父と笑顔を交わす柚希の弾んだ声を静かに聞いていた。










「私のことだけ見て」




　夕方、おじい様と夏美さんと別れ、ホテルに戻る。

　顔合わせとだけ聞かされていたけれど、たくさん驚くことを告げられ、なんだか頭がぼーっとしていた。

　白川楼の買収については色々思うところもあるものの、あの場所がまた温かみを持って生まれ変わってくれたらいいなと願う気持ちは本当だし、もしもその手伝いが許されるならそれはとても幸せなことだ。

　ただ、その話題が出た頃から悠介の表情に影が落ちた気がして、それだけが食事をしている時からずっと気になっていた。

「もしかして、私が白川楼で働くの、あまり気持ちが進まない？」

　お風呂を済ませ、ベッドに入ったタイミングで聞くと、横になろうとしていた悠介は、上半身を起こし座り直す。私の話をしっかり聞いてくれようとしてくれる態度にきゅんとしながら悠介を見て続けた。

「ごめんね。白川楼で働きたいなんて、相談もしないで言い出して勝手だったよね。もうひとりで生活しているわけじゃないんだし、きちんと悠介と話し合って決めるべきだったのに……舞い上がってごめん」

　私が白川楼で働き出すとしたら、ここから通うことになるけれど、シフトの時間だってわからない。旅館の仕事が遅くまでかかるのは知っているし、もし終電に間に合わなければ悠介とはすれ違いになるし顔を見れない日も出てくる。

　ふたりで暮らしているのだから、もっとしっかり相談して決めるべきだった。

　自分の感情だけを優先したことを反省し謝った私に、悠介はすぐに「謝る必要はない」と答える。

　悠介は、何か考えてはいるみたいだけれど、その表情に料亭で見たような影はもうなかった。

「白川楼は、柚希にとって大事な場所だし、そこで新しい思い出を作れるならそれがいいと俺も思う。過去を引きずるなとは簡単に言えても、実際には囚われないでいることは難しいだろ。ふとした瞬間に頭に浮かぶだろうし、だったら嫌な思い出は塗り替えて薄めた方がいい」

　悠介が私の方を向き目を細める。

「俺は反対しないし応援する。姉さんが一緒なら安心だしな」

　全面的に私の背中を押してくれる悠介をジッと見る。

　その言葉に嘘はないのだろうけれど、やっぱり料亭でしていた表情が気になっていた。

「うん……でも、何か引っかかることはあるんでしょ？　そういう顔してたよ」

　悠介は、「そうだったか？」と苦笑いを漏らす。なんでもない、とごまかされる気がしたので、その前に口を開いた。

「悠介が私のことたくさん気遣ってくれているのは知ってる。同じだけ返すことはできないかもしれないけど、私だって悠介が暗い顔をしてたらその理由を知りたいと思うし、共有して少しでも軽くなってもらいたいって思う」

　だから安心して話してほしい、という意味合いで言ったのに、悠介はわずかに顔をしかめてから私を見つめた。

「俺は、柚希がいつか〝返さなきゃ〟って思わなくなればいいと思ってる」

「もらうだけもらっておいて？　それは人としてどうかと思う」

「俺が相手の時に限っての話だ。俺が柚希にすることに対して、借りだとか義理だとか考えて負い目を感じるんじゃなく、当たり前に受け入れて甘えるようになればいい」

　なんとなくずっと感じ取っていたけれど、悠介の愛情はとても深い。

　私に与える想いでも形があるものでも、労力でも、すべてを悠介自身が負担とはしていなくて、当然というスタンスだ。

　それは、私からしたら大事にされているのがありありと伝わってきて嬉しいとはいえ、だからといって甘受してばかりもいられない。

　再会したばかりの悠介と私なら、愛情に満たされてこなかった私に悠介が与えたいと思うのもわかる。

　でももう、私だって十分満たされているし、自ら愛情をせっせと生産することも覚えた。

　むしろ、悠介に恋心を抱いて以降、悠介への気持ちが日々溢れて飽和状態で、どうしていいのかわからなくなっているし、自分の内側から生まれるものだけでこんなに持て余しているのに、そこにまた与えられ続け、しかも返すなと言われても困る。

　内側からも外側からもそんなんじゃ、そのうち愛情過多で溺れそうだ。

「ごめん。私が言葉選びを間違えた。返したいんじゃなくて、そうしたいの。だって、日々好きだなって思うんだよ？　そんなの、悠介にぶつけないでどうするの？」

　ジッと見て言うと、悠介がぐっと言葉に詰まったのがわかった。

　なんとも言えない顔をしている彼に続ける。

「好きなら悠介の役に立ちたいって思うのは当然だと思うし、私は、悠介が落ち込んでたら理由を聞いて慰めたり、一緒になって怒ったりしたい。見逃すこともあるかもしれないけど、気付いたのにそのまま放っておくなんて無理だよ。悠介だって同じでしょ？」

　顔を覗き込むようにして聞いた私に、悠介は口元を覆い、それから根負けしたと言うようにため息をついた。

「何度も言うが、柚希が白川楼で働きたいっていう気持ちに反対する気はない。ひとつネックだとすれば、顔を合わせる時間が減るかもしれないってことだ。でも、どんなシフト体制を組むかはこれから決めていくだろうから、姉さんに確認をとりながら模も索さくしていけばまぁ、そこまでの問題はない」

　私からしたら一番の問題だったため、悠介がもうすでにほとんど解決済みとして考えていたことに驚く。

　でも、だとしたら他に何が引っかかっているのだろう……と考えていると、悠介が不満そうに口を開く。

「ただ、雄二さんや白川龍一と同じ場所で働くってことだろ。それが気に入らないだけだ。働き出して、柚希が何らかの事情があって困った時、助けるのは俺じゃなくて他の誰かになる。そんな当たり前のことがすんなり飲み込めなくているだけだ」

　悠介は「小さい男だと思えばいい」と言い、私に手を伸ばす。

　ベッドサイドのライトがついているだけの、薄暗い部屋。私を見つめる瞳があまりに真っすぐで胸が跳ねた。

「悪いな。嫉妬深くて」

　頬を包むように撫でる手にドキドキしながら、首を横に振る。

　正直、やきもちという感情はまだ私にはわからない。初恋だってつい半月前に知った初心者なのだ。

　始まり方がおかしかったから、同居だとか入籍だとかおじい様との顔合わせだとか、そういう行為もすでに済ませているものの、普通に始まっていたらきっとまだ手を繋いでデートするだけで騒いでいただろう。

　それに、悠介が気を付けてくれているのか、女性の影をこれまで感じたことがないだけに実感が湧かないというのもある。……でも、確かに私以外の誰かが悠介のこんな顔を見るのは嫌だと思う。

　優しくて真っすぐな眼差しも、名前を呼ぶ甘い声も、私以外の誰かに向けたら嫌だ。

「全部、私だけならいいよ」

　悠介の手を上から握って、ジッと目を合わせた。

「悠介が、名前で呼ぶのも、触れさせるのも、特別な顔を見せるのも、全部私だけにしてくれるなら、私も全部悠介のものでいいよ。……なんて、私も悠介に負けないくらい嫉妬深いのかも」

　目を見開いた彼に、ふふっと笑いかける。

　そんな私を見た悠介は、困ったように微笑むと私の肩を押しゆっくりとベッドに沈めた。

「まずありえないな。想いの大きさも嫉妬深さも、俺の勝ちだ」

　おでこに唇を寄せられ、瞼まぶたを閉じる。

　ゆっくりと再び開けた目に映るのは、私を組み敷き、瞳に熱を含んだ悠介で、やっぱりこんな彼は誰にも見せたくないと強く思う。

「柚希のシフトは今後しっかり話を詰めていくとして、他にも色々決めないとな」

　頬や耳にキスしながら言われる。

「他？」

「まずは新居。それから挙式披露宴。あとは指輪もきちんとしたものを買い直す」

「指輪は……いいよ。今のだっていいやつでしょ？」

「ダメだ。しっかりデザインから選んでオーダーメイドして文字入れもする。他の男が柚希と揃いの指輪をしている可能性があるのは俺が気に入らない。最初に言っただろ。間に合わせの指輪だって」

「そう、だけど……」

　悠介が淡々と話しながら私の服を脱がせ、露になった肌に唇を押しつけていくので、声が跳ねる。

　悠介と初めて体を重ねたのは三日前。まだその時のことを鮮明に思い出せるせいで、この先の行為を期待した体がはしたなく熱を持つ。

　すっかりその気にさせられてしまい、もじもじと体を揺らす。なのに悠介はそんな私を気に留めた様子も見せずに、おへその横や脇腹にキスをしながら話を続けた。

「マンションはいくつか目ぼしい部屋を抑えてあるから、後で内見に行って柚希の気に入ったところに決めればいい。家具や家電は実物を見て決めた方が確実だから、休みの日に動く。式場は――」

　じっくり触れられながら、ゆっくりと言われる。まるで、私だけがそういう気分にさせられ、焦らされているみたいに感じた。

　いよいよ下着のホックまで外されたというのに、触れられながら大事な話もされ、どちらにも集中できなくて混乱する。

　きっと、話も行為も、どちらも今中断できないからって同時進行になっているのだろう。

　別に雑に触れられているわけではない。というか、どちらかと言うと、どんどんまともに返事ができなくなっている私を見て愉しんでいる節すらある。

　きっとこれは悠介の意地悪だ。

　だったら、私だって受けて立つ……と、一応は意気込んでみたものの、やっぱり我慢できなくて、悠介の顔を両手で挟んで止めた。

　すると悠介は、目を細め口の端を上げる。

　からかっているような悪い笑みだった。

「どうかしたか？」

　答えがわかっているような声で聞かれ、やっぱり焦らして遊んでいたのだと確信する。

「もう……私の負けでいいから」

「〝いいから〟？」

「だから……こういう時は私のことだけ見て、私のことだけ考えて……夢中になってほしい」

　わがままだとはわかっていた。

　でも、どうしても悠介に私を見てほしくて……子どもっぽいけれど、そんな衝動が止められなかった。

　一瞬目を見開いた悠介は、そのうちにふっと表情をほころばせる。

　その顔があまりに満たされて見えて不思議に思った。

　私が観念したことに満足した、というだけには、とてもじゃないけれど見えない。

「悪かった」

　悠介が謝りながら、私の唇にちゅっとキスをする。

　何度か繰り返しているうちに自然と深くなっていくので、私も悠介の首に手を回し、続きを求めるように舌を絡めた。

　長いキスの合間、チラッと見た悠介の顔はやっぱり柔らかく微笑んでいる。

「ん……どうか、した？」

　私が話し出しても唇を離そうとしない悠介は、そのままたっぷりと時間をかけてキスを続け、私が甘い吐息を漏らし始めた頃、やっと解放した。

「ただ嬉しかっただけだ」

　いったい、なにがそんなに嬉しかったのか。

　知りたかったのに、その後の甘くどこまでも濃密な時間のせいで、そんな疑問はすっかりどこかに飛んでしまったのだった。




ＦＩＮ










あとがき




　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。たくさんの本の中からこちらの作品を手に取ってくださりありがとうございます。




　ヒーローの言葉や仕草にキュンとするヒロインを書くのはもちろん好きなのですが、逆に、ヒロインの言動に打ち抜かれ、戸惑うあまり挙動不審になるヒーローを書くのも大好きです。なので、今回、悠介を描くのはとても楽しかったです。

　柚希の前では常にカッコつけていたい悠介ですが、きっとこの先も振り回され続けるのだろうなぁと思います。

　柚希が白川楼で働き出した後は、雄二や龍一と距離が縮まる様子を見て、やきもきしながらも想いの深さと器の大きさを見せてほしいものです。

　物語の中で、悠介は〝俺が柚希を想うのは当然だとうぬぼれてくれればいい〟というような意味合いのことを言っていますが、悠介の方もいつかそうなればいいなぁ……と思うものの、しばらくは無理そうですね。汗

　自分のトラウマを無意識に見て見ぬ振りをしてしまう臆病で優しい柚希と、俺様な元の性格なんて気にしていられないほど柚希への気持ちが溢れてしまった悠介は書いていてとても楽しいふたりでした。




　文庫化にあたりご協力くださったスターツ出版様、担当編集の篠原様、編集協力の馬場様。麗しくも可愛らしいふたりを描いてくださった芦原モカ様。

　そして応援してくださる読者様。この作品を手に取ってくださった方々。

　この作品に携わってくださったすべての方に感謝いたします。

　本当にありがとうございました。




ｐｉｎｏｒｉ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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